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№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （工学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　次の各問いに答えよ。なお，空欄には適当な数式をうめよ。

　　


 
，



 
のとき，，        の値はそれぞれ  ア ，  イ である。

　　つの不等式　  　……①，  　……②がある。不等式①の解は  ウ であり，

　　つの不等式①，②を同時にみたす整数が個となるような定数の値の範囲は  エ である。

　　個からなる，小テストの得点データ，，，，，，，がある。ただし，得点テータは，以上以下

　　の整数値とする。

　　　個の得点データの平均値がであるとき，得点の値は  オ である。

　　　個の得点データの中央値がとなるとき，得点の値はどのような場合が考えられるか，考えられるの値

　　　をすべて書き出すと  カ となる。

　　辺の長さがの正四面体がある。辺の中点をとする。

　　　の値を求めよ。

　　　正四面体の体積を求めよ。

　　を定義域とするについての次関数    がある。

　　　のとき，この関数の最大値を求めよ。

　　　この関数の最大値がであるとき，定数の値を求めよ。

 　放物線： 


 上の点，における接線をそれぞれ  ，  とする。つの接線  と  が直交

　　するとき，次の各問いに答えよ。ただし，点の座標をとし，とする。

　　のとき，接線  の方程式を求めよ。

　　接線  の方程式をを用いて表せ。

　　つの接線  と  の共有点の座標をを用いて表せ。

　　つの接線  ，  と放物線で囲まれた領域の面積の最小値を求めよ。また，そのときの点，の座標

　　を求めよ。



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （総合情報学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　次の各問いに答えよ。なお，空欄には適当な数式をうめよ。

　　


  
，



  
のとき， ，        の値はそれぞれ  ア ，  イ である。

　　つの不等式　  　……①，  　……②がある。不等式①の解は  ウ であり，

　　つの不等式①，②を同時にみたす整数が個となるような定数の値の範囲は  エ である。

　　個からなる，小テストの得点データ，，，，，，，がある。ただし，得点テータは，以上以下

　　の整数値とする。

　　　個の得点データの平均値がであるとき，得点の値は  オ である。

　　　個の得点データの中央値がとなるとき，得点の値はどのような場合が考えられるか，考えられるの値

　　　をすべて書き出すと  カ となる。

　　辺の長さがの正四面体がある。辺の中点をとする。

　　　 の値を求めよ。

　　　正四面体の体積を求めよ。

　　 を定義域とするについての次関数     がある。

　　　のとき，この関数の最大値を求めよ。

　　　この関数の最大値がであるとき，定数の値を求めよ。









ルール 

北

南

東西

























図Ⅰ 図Ⅱ 図Ⅲ

 　右のような東西，南北方向に格子状の道がある町を，からへこの道を

　　通行して最短経路で移動する。このとき，次の各問いに答えよ。

　　からへ移動する最短経路は全部で通りあるか。

　　，の両方を経由して移動する最短経路は何通りあるか。

　　を通らず，を経由して移動する最短経路は何通りあるか。

　　格子状の道の各１区画を通行する度に，以下のルール で通行ポイントを得る。

　　得られる通行ポイントの期待値を求めよ。答は小数表示とし小数第位を四捨五入して小数第位まで答えよ。

　　　○　で求めたすべての経路が，いずれも同じ確率で選択されるものとする。

　　　○　を出発して，格子状の道の各区画を通行すると通行ポイントをポイント得る。

　　　○　を経由の後は，を経由する直前の通行ポイントの倍の通行ポイントを得る。

　　　○　を経由の後は，を経由する直前の通行ポイントの倍の通行ポイントを得る。

　（例）例えば，下図の図Ⅰはポイント，図Ⅱはポイント，図Ⅲはポイントを得る。



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （工学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　次の各問いに答えよ。なお，空欄には適当な数式をうめよ。

　　  を因数分解すると  ア となり，  を因数分解すると  イ となる。ただし，係数はいずれも

　　有理数の範囲内とする。

　　袋の中に赤玉個，白玉個の合計個の玉が入っている。袋の中から玉を個取り出し色を確認して，これを

　　個目の色とする。取り出した玉は袋には戻さず，この袋からさらに次の個を取り出し色を確認して，これを

　　個目の色とする。個目の色が赤である確率は  ウ である。

　　　また，個目の色が赤であったとき，個目の色も赤であった条件付き確率を求めると  エ である。

　　つの次関数  
 ，  

   が，すべての実数において      が

　　成り立つための定数の条件は  オ である。

　　　また，ある実数に対して     が成り立つための定数の条件は  カ である。

　　　      を計算せよ。

　　　　


  
の分母を有理化せよ。

　　，，の三角形において，の二等分線と辺の交点をとする。

　　　　線分の長さを求めよ。

　　　　線分の長さを求めよ。

 　を自然数とする。次の条件によって定義される数列  について，以下の各問いに答えよ。

　　　　　　　　  ，     

　　数列  の第項  ，第項  ，第項  を求めよ。

　　数列  の一般項  を求めよ。

　　  
 



  とする。  を求めよ。

　　の  に対して，  
 




    

 
とする。  を求めよ。

　　の  に対して，   



となる最小のを求めよ。



№2025-Ⅰ期（２月2日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1] [3]

[2]

[4]

[5]



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （総合情報学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　次の各問いに答えよ。なお，空欄には適当な数式をうめよ。

　　  を因数分解すると  ア となり，  を因数分解すると  イ となる。ただし，係数はいずれも

　　有理数の範囲内とする。

　　袋の中に赤玉個，白玉個の合計個の玉が入っている。袋の中から玉を個取り出し色を確認して，これを

　　個目の色とする。取り出した玉は袋には戻さず，この袋からさらに次の個を取り出し色を確認して，これを

　　個目の色とする。個目の色が赤である確率は  ウ である。

　　　また，個目の色が赤であったとき，個目の色も赤であった条件付き確率を求めると  エ である。

　　つの次関数  
 ，  

   が，すべての実数において      が

　　成り立つための定数の条件は  オ である。

　　　また，ある実数に対して     が成り立つための定数の条件は  カ である。

　　　      を計算せよ。

　　　　


  
の分母を有理化せよ。

　　，，の三角形において，の二等分線と辺の交点をとする。

　　　　線分の長さを求めよ。

　　　　線分の長さを求めよ。

 　   
    について，次の各問いに答えよ。ただし，は実数の定数とする。

　　次方程式  がを解にもつときの定数の値を求めよ。また，そのときの次方程式   の

　　もうつの解を求めよ。

　　次方程式  が実数解をもつような定数の値の範囲を求めよ。

　　次方程式  がの範囲に異なるつの実数解をもつような定数の値の範囲を求めよ。

　　次方程式  がの範囲に少なくともつの実数解をもつような定数の値の範囲を求めよ。



№2025-Ⅰ期（２月2日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)



№2025-Ⅰ期（２月2日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]



二
〇
二
五
年
二
月
一
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅰ
期
）

国
語

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

Ａ次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

科
学･

技
術
は
こ
れ
ま
で
社
会
生
活
の
隅
々
に
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
や
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
Ｉ
Ｔ
技
術
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ

①

ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
最
先
端
の
科
学
・
技
術
は
近
年
、
人
び
と
の
日
常
生
活
の
見
え
な
い
キ
バ
ン
を
か
た
ち
づ
く
り
つ

Ａ

つ
あ
り
、
科
学
技
術
が
研
究
者
の
も
の
、
技
術
者
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
自
身
が
き
わ
め
て
社
会
的
な
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
人
び

②

と
の
生
活
に
多
大
な
影
響
、
そ
れ
も
ヨ
ウ
イ
に
は
後
戻
り
で
き
な
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
、
と
き
に
は
広
範
囲
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
お
よ
ぼ

す
も
の
に
、
で
あ
る
。

Ⅰ

そ
う
し
た
現
代
の
科
学
技
術
は
、
高
度
に
専
門
化
し
て
い
る
た
め
に
、
専
門
家
以
外
の
人
に
は
に
わ
か
に
そ
の

意
義
を
評
価
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
そ
れ
ら
の
理
解
に
は
高
度
な
知
識
を
要
す
る
か
ら
、
そ
の
影
響
が
も
ろ
に
お
よ
ぶ
市
民
は
、
み

ず
か
ら
の
生
命
と
安
全
に
深
く
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
れ
ら
の
問
題
が
発
生
す
る
仕
組
み
や
解
決
の
方
法
を
、
じ
ぶ
ん
た
ち
で
は

う
ま
く
理
解
し
た
り
、
構
想
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

Ⅱ

、
構
想
で
き
な
い
の
は
じ
つ
は
専
門
研
究
者
の
ほ
う
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
科
学
が
極
端
な
ま
で
に
細
分
化
さ
れ
て
き
た
現
代
で
は
、

専
門
研
究
者
も
ま
た
み
ず
か
ら
の
専
門
領
域
で
は
き
わ
め
て
高
度
な
知
識
と
技
能
を
も
っ
て
は
い
な
が
ら
、
専
門
以
外
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て

は
非
研
究
者
と
お
な
じ
く
素
人
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
、
専
門
家
の
ほ
う
も
先
端
科
学
技
術
が
も
つ
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
確

か
な
判
断
を
下
せ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

Ｂ

原
子
力
発
電
か
ら
、
公
衆
衛
生
や
健
康
、
そ
し
て
環
境
問
題
ま
で
、
科
学
に
よ
っ
て
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
科
学
に
よ
っ
て
答
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
問
題
群
が
、
現
代
社
会
に
は
す
く
な
か
ら
ず
あ
る
。
あ
る
技
術
装
置
に
つ
い
て
、
事
故
発
生
の
確
率
が
き
わ
め
て
低
い
と
い
う
科

学
者
の
合
意
が
あ
っ
て
も

た
だ
し
、
事
故
予
測
を
め
ぐ
る
実
験
じ
た
い
が
検
証
に
法
外
な
デ
ー
タ
と
期
間
を
必
要
と
す
る
の
で
事
実
上

不
可
能
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い

、
だ
か
ら
事
故
発
生
は
想
定
し
が
た
い
と
考
え
る
者
も
い
れ
ば
、
事
故
発
生
が
あ
り
う
る
以
上
、
対
策

を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
る
者
も
い
る
こ
と
は
、
二
〇
一
一
年
の
福
島
第
一
原
発
事
故
で
も
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
求
め
ら

③

れ
る
判
断
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
研
究
を
コ
え
る
も
の
、
今
様
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で

④

は
な
に
よ
り
も
、
社
会
運
営
に
お
け
る
価
値
の
選
択
が
問
わ
れ
る
。

Ⅲ

こ
の
選
択
は
国
家
・
国
際
政
策
的
な
ソ
チ
に
つ
な
が
る
。
そ
の
場

⑤

合
に
、
政
治
家
・
官
僚
が
科
学
的
見
識
を
尊
重
し
な
か
っ
た
り
、
科
学
者
が
こ
こ
か
ら
の
判
断
は
政
治
の
領
域
で
す
と
判
断
を
ホ
ウ
キ
し
た
り
、

Ｃ

市
民
が
「
そ
の
判
断
は
専
門
家
に
お
任
せ
し
ま
す
」
と
い
っ
た
り
す
れ
ば
、
問
題
の
解
決
は
遠
の
く
ば
か
り
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
エ
ン
ス

的
な
問
題
に
は
専
門
研
究
者
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑥

研
究
者
は
な
が
ら
く
、
み
ず
か
ら
の
知
的
努
力
を
一
つ
の
専
門
領
域
に
限
り
、
専
門
外
の
領
域
に
対
し
て
発
言
す
る
の
は
エ
ッ
ケ
ン
と
し
て

み
ず
か
ら
に

Ⅳ

こ
と
を
よ
し
と
し
て
き
た
。
裏
返
し
て
い
え
ば
、
他
の
領
域
か
ら
の
意
見
を
専
門
外
の
も
の
と
し
て
、
受
け
容
れ
よ
う
と

い

し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
複
合
的
な
判
断
が
必
要
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
発
言
は
、
そ
れ
を
「
非
科
学
的
」
と

斥

け
て
き
た
。
そ
れ
が
研
究

し
り
ぞ

者
の
「
美
徳
」
と
さ
れ
て
き
た
。

Ｄ
専
門
家
が
「
特
殊
な
素
人
」（
小

林

傳
司
）
で
し
か
あ
り
え
な
く
た
っ
た
現
代
、
科
学
者
に
は
そ
の
逆
の
知
的
努
力
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ

ば
や
し
た
だ

し

⑦

状
況
の
全
体
に
メ
ク
バ
り
し
つ
つ
そ
の
つ
ど
の
状
況
の
な
か
で
何
が
い
ち
ば
ん
大
事
か
を
見
通
せ
る
こ
と
、
複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
発
生
し

⑧

Ｅ

て
い
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
イ
ク
エ
も
の
取
り
組
み
体
制
の
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
こ
と
だ
。
科
学
者
は
、
専
門
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

⑨

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
な
す
そ
う
し
た
判
断
に
こ
そ
キ
ヨ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
エ
ン
ス
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、

専
門
科
学
者
の
論
争
に
決
着
が
つ
く
前
に
一
般
人
が
議
論
に
加
わ
れ
る
よ
う
議
論
を
開
い
て
お
く
こ
と
、
そ
れ
が
プ
ロ
の
責
任
と
い
う
も
の
で

⑩

あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
「
専
門
家
」
と
し
て
の
シ
ュ
ワ
ン
も
活
か
せ
な
い
の
だ
か
ら
。

い

（
鷲
田
清
一
『
哲
学
の
使
い
方
』
）

（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）

線
部
Ａ
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
を
答
え
な
さ
い
。

【 一 】



（
問
三
）
空
欄

Ⅰ

～

Ⅲ

に
当
て
は
ま
る
接
続
詞
を
次
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

し
か
し

イ

た
と
え
ば

ウ

そ
し
て

エ

と
こ
ろ
が

（
問
四
）

線
部
Ｂ
「
科
学
に
よ
っ
て
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
科
学
に
よ
っ
て
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
群
が
、
現
代
社
会
に
は

す
く
な
か
ら
ず
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
「
科
学
に
よ
っ
て
答
え
る
こ
と
」
が
「
で
き
な
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
説
明

し
な
さ
い
。

（
問
五
）

線
部
Ｃ
「
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
エ
ン
ス
的
な
問
題
に
は
専
門
研
究
者
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
な

ぜ
存
在
し
な
い
の
か
理
由
を
答
え
な
さ
い
。

（
問
六
）
空
欄

Ⅳ

に
当
て
は
ま
る
語
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

課
す
る

イ

禁
ず
る

ウ

与
す
る

エ

滅
す
る

（
問
七
）

線
部
Ｄ
「
専
門
家
が
『
特
殊
な
素
人
』
（
小

林

傳
司
）
で
し
か
あ
り
え
な
く
た
っ
た
現
代
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

こ

ば
や
し
た
だ

し

か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
八
）

線
部
Ｅ
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

機
械
装
置

イ

記
憶
装
置

ウ

評
価
関
数

エ

技
術
革
新



二
〇
二
五
年
二
月
一
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅰ
期
）

国
語

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

Ｂ次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

高
校
一
年
生
の
松
岡
清
澄
が
、
あ
る
日
、
小
学
校
か
ら
の
同
級
生
で
あ
る
高
杉
く
る
み
に
声
を
か
け
ら
れ
、
一
緒
に
下
校
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
途
中
、
く
る
み
は
石
を
拾
い
上
げ
ま
し
た
。
次
の
文
章
は
、
こ
れ
に
続
く
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
な
に
し
て
ん
の
？
」

「
う
ん
、
石
」

う
ん
、
石
。
ぜ
ん
ぜ
ん
答
え
に
な
っ
て
な
い
。
入
学
式
の
日
に
「
石
が
好
き
」
だ
と
言
っ
て
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い

①

た
が
、
ま
さ
か
ミ
チ
バ
タ
の
石
を
拾
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

「
い
つ
も
石
拾
っ
て
ん
の
？

帰
る
時
に
」

「
い
つ
も
で
は
な
い
よ
。
だ
い
た
い
土
日
に
さ
が
し
に
い
く
。
河
原
と
か
、
山
に
」

「
土
日
に
？

わ
ざ
わ
ざ
？
」

「
や
す
り
で
磨
く
の
。
つ
る
つ
る
の
ぴ
か
ぴ
か
に
な
る
ま
で
」

Ａ

放
課
後
の
時
間
は
す
べ
て
石
の
研
磨
に
あ
て
て
い
る
と
い
う
。
ほ
ん
ま
に
き
れ
い
に
な
ん
ね
ん
で
、
と
言
う
頬
が
か
す
か
に
上
気
し
て
い

る
。

②

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
て
見
せ
ら
れ
た
石
は
三
角
の
お
に
ぎ
り
の
よ
う
な
ケ
イ
ジ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
た
し
か
に
よ
く
磨
か
れ
て
い
る
。
触

っ
て
も
え
え
よ
、
と
言
わ
れ
て
、
手
を
伸
ば
し
た
。
指
先
で
、
し
ば
ら
く
す
べ
す
べ
と
し
た
感
触
を
楽
し
む
。

「
さ
っ
き
拾
っ
た
石
も
磨
く
の
？
」

く
る
み
は
す
こ
し
考
え
て
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
磨
か
へ
ん
、
と
答
え
た
。

「
磨
か
れ
た
く
な
い
石
も
あ
る
か
ら
。
つ
る
つ
る
の
ぴ
か
ぴ
か
に
な
り
た
く
な
い
っ
て
こ
の
石
が
言
う
て
る
」

③

石
に
は
石
の
意
思
が
あ
る
。
駄
洒
落
の
よ
う
な
こ
と
を
マ
ガ
オ
で
言
う
が
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

「
石
の
意
思
、
わ
か
ん
の
？
」

「
わ
か
り
た
い
、
と
い
つ
も
思
っ
て
る
。
そ
れ
に
、
ぴ
か
ぴ
か
し
て
い
な
い
と
き
れ
い
や
な
い
っ
て
わ
け
で
も
な
い
や
ん
か
。
ご
つ
ご
つ
の

Ｂ

ざ
ら
ざ
ら
の
石
の
き
れ
い
さ
っ
て
あ
る
か
ら
。
そ
こ
は
尊
重
し
て
や
ら
ん
と
な
」

④

じ
ゃ
あ
ね
。
そ
の
挨
拶
が
あ
ま
り
に
ト
ウ
ト
ツ
で
そ
っ
け
な
か
っ
た
の
で
、
怒
っ
た
の
か
と
一
瞬
焦
っ
た
。

「
キ
ヨ
く
ん
、
ま
っ
す
ぐ
や
ろ
。
私
、
こ
っ
ち
や
か
ら
」

⑤

川
沿
い
の
道
を
一
歩
踏
み
出
し
て
か
ら
振
り
返
っ
た
。
ず
ん
ず
ん
と
前
進
し
て
い
く
く
る
み
の
後
ろ
姿
は
、
巨
大
な
リ
ュ
ッ
ク
が
イ
ド
ウ

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

石
を
磨
く
の
が
楽
し
い
と
い
う
話
も
、
石
の
意
思
と
い
う
話
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
わ
か
ら
な
く
て
、
お
も
し
ろ
い
。
わ
か
ら
な

い
こ
と
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
。
似
た
も
の
同
士
で
「
わ
か
る
わ
か
る
」
と
言
い
合
う
よ
り
、
そ
の
ほ
う
が
楽
し
い
。

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
鳴
っ
て
、
宮
多
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
た
。

「
昼
、
な
ん
か
怒
っ
て
た
？

も
し
や
俺
あ
か
ん
こ
と
言
う
た
？
」

Ｃ

違
う
。
声
に
出
し
て
言
い
そ
う
に
な
る
。
宮
多
は
な
に
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
僕
が
あ
の
時
、
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
だ
け
だ
。

自
分
が
楽
し
い
ふ
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
。

い
つ
も
、
ひ
と
り
だ
っ
た
。

⑥

Ｄ

教
科
書
を
忘
れ
た
時
に
キ
ガ
ル
に
借
り
る
相
手
が
い
な
い
の
は
、
心
も
と
な
い
。
ひ
と
り
で
ぽ
つ
ん
と
弁
当
を
食
べ
る
の
は
、
わ
び
し
い
。

で
も
さ
び
し
さ
を
ご
ま
か
す
た
め
に
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
好
き
で
は
な
い
ふ
り
を
す
る
の
は
、
好
き
で
は
な
い
こ
と
を
好
き
な
ふ
り
を

す
る
の
は
、
も
っ
と
も
っ
と
さ
び
し
い
。

好
き
な
も
の
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
、
楽
し
い
と
同
時
に
と
て
も
苦
し
い
。
そ
の
苦
し
さ
に
耐
え
る
覚
悟
が
、
僕
に
は
あ
る
の
か
。

文
字
を
入
力
す
る
指
が
ひ
ど
く
震
え
る
。

【二】



「
ち
ゃ
う
ね
ん
。
ほ
ん
ま
に
本
読
み
た
か
っ
た
だ
け
。
刺
繍
の
本
」

⑦

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
た
。
祖
母
に
褒
め
ら
れ
た
猫
の
刺
繍
を
サ
ツ
エ
イ
し
て
送
っ
た
。
す
ぐ
に
既
読
の
通
知
が
つ
く
。

⑧

「
こ
う
や
っ
て
刺
繍
す
る
の
が
シ
ュ
ミ
で
、
ゲ
ー
ム
と
か
ほ
ん
ま
は
ぜ
ん
ぜ
ん
興
味
な
く
て
、
自
分
の
席
に
戻
り
た
か
っ
た
。
ご
め
ん
」

ポ
ケ
ッ
ト
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
つ
っ
こ
ん
だ
。
数
歩
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
鳴
っ
た
。

「

Ⅰ

」

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
だ
。

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
わ
け
が
な
い
。
ど
う
し
て
勝
手
に
そ
う
思
い
こ
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

Ｅ
今
ま
で
出
会
っ
て
き
た
人
間
が
、
み
ん
な
そ
う
だ
っ
た
か
ら
。
だ
と
し
て
も
、
宮
多
は
彼
ら
で
は
な
い
の
に
。

い
つ
の
ま
に
か
、
ま
た
靴
紐
が
ほ
ど
け
て
い
た
。
し
ゃ
が
ん
だ
瞬
間
、
川
で
魚
が
ぱ
し
ゃ
ん
と
跳
ね
た
。
波
紋
が
幾
重
に
も
広
が
る
。
太

⑨

⑩

陽
の
光
を
受
け
た
川
の
ミ
ナ
モ
が
風
で
波
打
つ
。
ま
ぶ
し
さ
に
目
の
奥
が
痛
く
な
っ
て
、
じ
ん
わ
り
と
ナ
ミ
ダ
が
滲
む
。

き
ら
め
く
も
の
。
揺
ら
め
く
も
の
。
目
に
見
え
て
い
て
も
、
か
た
ち
の
な
い
も
の
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
。
す
く
い
と
っ
て
保
管
す
る
こ
と

Ｆ

は
で
き
な
い
。
太
陽
が
翳
れ
ば
た
ち
ま
ち
消
え
失
せ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
美
し
い
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
願
う
。
布
の
上
で
、
あ
れ
を
再

現
で
き
た
ら
い
い
。

寺
地

は
る
な
『
水
を
縫
う
』

（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）

線
部
Ａ
「
上
気
し
て
い
る
。
」
Ｄ
「
心
も
と
な
い
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
か

ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ａ
「
上
気
し
て
い
る
。
」

ア

怒
っ
て

イ

ひ
き
つ
っ
て

ウ

赤
く
な
っ
て

エ

ふ
る
え
て

Ｄ
「
心
も
と
な
い
」

ア

安
心
感
の
あ
る

イ

気
の
置
け
な
い

ウ

頼
り
な
い

エ

腹
が
立
た
な
い

（
問
三
）

線
部
Ｂ
「
そ
こ
は
尊
重
し
て
や
ら
ん
と
な
」
と
あ
る
が
、
「
そ
こ
」
を
示
す
箇
所
を
、
四
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

（
問
四
）

線
部
Ｃ
「
た
だ
僕
が
あ
の
時
、
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
だ
け
だ
。
自
分
が
楽
し
い
ふ
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
。
」
と
あ
る
が
、

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
技
法
名
を
、
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。

（
問
五
）

線
部
Ｅ
「
今
ま
で
出
会
っ
て
き
た
人
間
が
、
み
ん
な
そ
う
だ
っ
た
か
ら
。
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
説
明
し
な
さ

い
。

（
問
六
）

線
部
Ｆ
「
布
の
上
で
、
あ
れ
を
再
現
で
き
た
ら
い
い
。
」
か
ら
わ
か
る
、
清
澄
の
刺
繍
に
対
す
る
考
え
方
の
説
明
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

目
に
見
え
て
い
て
も
触
れ
ら
れ
ず
、
保
管
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
美
し
い
も
の
を
、
布
の
上
で
再
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
理

想
の
刺
繍
で
あ
る
。

イ

布
の
上
に
美
し
く
刺
繍
す
る
こ
と
こ
そ
が
理
想
で
あ
る
。

ウ

ゆ
ら
め
く
ミ
ナ
モ
の
美
し
さ
を
、
布
の
上
に
固
定
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
理
想
の
刺
繍
で
あ
る
。

エ

美
し
い
だ
け
で
な
く
、
身
に
つ
け
る
人
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
刺
繍
こ
そ
が
、
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

（
問
七
）
空
欄

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
選
び
な
さ
い
。

ア
「
え
、
め
っ
ち
ゃ
う
ま
い
や
ん
。
松
岡
く
ん
す
ご
い
な
」

イ
「
な
ん
で
そ
ん
な
ん
送
っ
て
く
る
ね
ん
」

ウ
「
こ
れ
何
？

お
れ
こ
ん
な
ん
興
味
な
い
け
ど
」

エ
「
刺
繍
と
か
好
き
な
ん
や
。
へ
え
䢧
䢧
」



二
〇
二
五
年
二
月
一
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅰ
期
）

国
語

解
答
用
紙

学
部

学
科

コ
ー
ス

受
験
番
号

氏
名

キ
バ
ン

ヨ
ウ
イ

コ

え
る

ソ
チ

ホ
ウ
キ

①

基

盤

論

②

容

易
徐

③

超

え
る

④

措

置
不

可

⑤

放

棄
貢

献

々

裏

付

欠

問
一

エ
ッ
ケ
ン

メ
ク
バ

り

イ
ク
エ

キ
ヨ

シ
ュ
ワ
ン

Ａ

⑥

越

権
圧

⑦

目

配

り
宿

⑧

既
幾

重

存

⑨

寄

与
枠

⑩

手

腕

削

命

減

問
二

科
学
技
術

問
三

Ⅰ

エ

Ⅱ

ア

Ⅲ

ウ

科
学
に
よ
っ
て
原
因
や
リ
ス
ク
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
の
決
定
は
市
民
（
社
会
）
の

問
四

価
値
基
準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ

答
え
は
な
く
、
様
々
な
価
値
観
の
も
と
に
議
論
に
よ
っ
て
決
断
（
判
断
）
し
て
い
く
性
質
の
も
の
だ
か
ら
。

前
提

問
五

と
な
る
ル
ー
ル
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
六

イ科
学
技
術
が
高
度
に
専
門
化
・
細
分
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
科
学
の
専
門
家
と
は
い
え
、
自
分
の
専
攻
分
野
以
外

問
七

は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
素
人
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

問
八

エ
ミ
チ
バ
タ

ケ
イ
ジ
ョ
ウ

マ
ガ
オ

ト
ウ
ト
ツ

イ
ド
ウ

①

道

端

②

形

状

③

真

顔

④

唐

突

⑤

移

動

問
一

Ｂ

キ
ガ
ル

サ
ツ
エ
イ

シ
ュ
ミ

ミ
ナ
モ

ナ
ミ
ダ

⑥

気

軽

⑦

撮

影

⑧

趣

味

⑨

水

面

⑩

涙

問
二

Ａ

ウ

Ｄ

ウ

問
三

石

の

意

志

問
四

倒

置

好
き
な
も
の
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
、
楽
し
い
と
同
時
に
と
て
も
苦
し
い
が
、
そ
の
苦
し
さ
に
耐
え
る
覚
悟
が
自
分
に
あ
る

問
五

の
か
、
自
信
が
な
い
た
め
。

問
六

ア

問
八

ア



二
〇
二
五
年
二
月
二
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅰ
期
）

国
語

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

Ｃ次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
生
き
づ
ら
さ
」
と
は
、
排
除
の
苦
し
み
が
個
人
化
・
多
様
化
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
運
動
の
言
説
に
よ
っ
て
一
様
に
カ
バ
ー
さ
れ
に
く
く
な

①

っ
た
後
期
近
代
的
な
状
況
を
シ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
す
る
言
葉
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
一
〇
年
代
を
通
じ
て
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
の
言

②

葉
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
非
正
規
雇
用
、
精
神
疾
患
、
発
達
障
害
な
ど
様
々
な
ブ
ン
ミ
ャ
ク
で
使
わ
れ
て
き
た
。
生
き
づ

（
注
１
）

ら
さ
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
私
は
か
つ
て
自
著
の
な
か
で
、
以
下
の
二
点
を
挙
げ
た
。
第
一
に
、
「
問
題
の

③

現
れ
方
が
個
別
化
・
複
雑
化
し
て
い
て
、
集
合
的
な
ゾ
ク
セ
イ
や
状
態
で
は
捉
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
」
こ
と
（
個
人
化
）
、
第
二
に
「
特

定
の
「
漏
れ
落
ち
た
人
」
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
潜
在
的
に
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
こ
と
（

Ⅰ

化
）
で
あ
る
。

④

Ⅰ

、
本
章
が
注
目
す
る
不
登
校
は
、
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
は
「
学
校
に
行
き
、
学
卒
後
す
ぐ
に
仕
事
に
就
く
」
と
い
う
キ
ハ
ン
化
さ

れ
た
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
外
れ
る
存
在
と
見
な
さ
れ
、
強
く
批
判
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
不
登
校
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
親
た
ち
は

ひ
と
く
く
り
に
排
除
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
学
校
に
行
か
な
く
て
も
学
び
、
社
会
に
出
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
す
る
不
登
校
・

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
運
動
が
生
ま
れ
た
。
だ
が
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
市
場
化
が
進
む
な
か
で
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
は
流
動
化
し
た
。

⑤

⑥

不
登
校
を
経
験
し
て
も
個
人
の
サ
イ
リ
ョ
ウ
で
不
確
実
性
を
乗
り
切
り
「
自
立
」
を
果
た
す
可
能
性
が
生
ま
れ
る
カ
タ
ワ
ら
で
、
学
校
に
適
応

し
て
き
た
大
学
卒
の
者
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
不
安
に
直
面
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
排
除
は
「
学
校

Ｂ

に
行
っ
て
い
る
／
行
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
態
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
個
人
が
主
観
的
に
感
じ
る
生
き
づ
ら
さ
と
し
て
し
か
表
現
で
き
な
く

な
る
。

実
際
に
は
、
排
除
は
個
人
に
対
し
て
ラ
ン
ダ
ム
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
集
団
の
う
え
に
色
濃
く
表
れ
る
。
日
本
で
は
、

⑦

雇
用
不
安
は
、
大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
へ
の
成
果
主
義
の
導
入
や
大
卒
男
性
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
う
存
在
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
「
フ
ヨ
ウ
者
と

Ｃ

（
注
２
）

な
る
べ
き
男
性
」
の
雇
用
不
安
、

Ⅱ

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
漏
れ
落
ち
る
リ
ス
ク
と
し
て
可
視
化
さ
れ
問
題
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

（
注
３
）

人
口
規
模
が
大
き
な
集
団
で
は
、
「
高
卒
以
下
学
歴
の
者
」
「
女
性
」
「
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
世
代
」
が
雇
用
の
不
安
定
化
の
波
を
大
き

く
被
っ
た
。
不
登
校
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
調
査
で
も
、
不
登
校
を
経
験
し
た
人
は
一
般
の
若
者
に
比
べ
て
そ
の
後
の
就
学
・
就
職
率
が
低

下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

Ｄ

Ⅲ

、
マ
ク
ロ
な
構
造
の
問
題
が
個
々
の
人
生
の
う
え
に
複
合
化
し
た
困
難
と
し
て
現
れ
る
と
き
、
集
団
的
な
差
別
の
痕
跡
は
隠
さ
れ
、

⑧

困
難
を
解
決
す
る
う
え
で
の
連
帯
の
単
位
は
想
像
さ
れ
に
く
く
な
る
。
不
登
校
の
例
で
も
、
出
身
カ
イ
ソ
ウ
や
安
定
雇
用
の
有
無
と
い
っ
た
面

で
の
格
差
が
可
視
化
さ
れ
る
た
め
、
同
じ
不
登
校
経
験
者
と
い
う
だ
け
で
は
共
通
の
課
題
が
見
い
だ
し
に
く
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
運
動

⑨

な
ど
を
通
じ
て
連
帯
を
シ
コ
ウ
す
る
よ
り
も
、
個
人
的
な
努
力
で
「
自
立
」
を
目
指
す
態
度
が
一
般
化
す
る
。
し
か
し
そ
の
果
て
に
は
、
「
自

立
」
が
か
な
わ
な
か
っ
た
場
合
に
、
選
択
の
失
敗
や
能
力
不
足
と
い
っ
た
「
自
己
責
任
」
の
論
理
の
も
と
に
自
ら
を
責
め
る
と
い
う
結
果
が
待

Ｅ

⑩

ち
構
え
て
い
る
。
生
き
づ
ら
さ
と
は
、
こ
う
し
た
背
景
か
ら
ハ
セ
イ
し
て
く
る
様
々
な
苦
し
み
で
あ
る
。

（
岩
渕
功
一
『
多
様
性
と
の
対
話

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
が
見
え
な
く
す
る
も
の
』
）

（
注
１
）
貴
戸
理
恵
『
「
コ
ミ
ュ
障
」
の
社
会
学
』
青
土
社
、
二
〇
一
八
年

（
注
２
）
玄
田
有
史
『
仕
事
の
な
か
の
曖
昧
な
不
安

揺
れ
る
若
年
の
現
在
』
（
中
公
文
庫
）
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年

（
注
３
）
お
よ
そ

1
9

7
0

年
か
ら

1
9

8
2

年
前
後
に
生
ま
れ
、1

9
9

0

年
代
後
半
か
ら

2
0

0
0

年
代
に
か
け
て
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
を
迎

え
た
人
び
と
の
こ
と
を
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
あ
る
い
は
「
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
（
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
略
）
世
代
」
と
呼
ぶ
。

（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）

線
部
Ａ
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
対
義
語
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

【一】



（
問
三
）
空
欄

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

ミ
ク
ロ

イ

ネ
ッ
ト

ウ

リ
ス
ク

エ

ス
ピ
ー
ド

（
問
四
）
空
欄

Ⅱ

～

Ⅳ

に
当
て
は
ま
る
接
続
詞
を
次
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

す
な
わ
ち

イ

例
え
ば

ウ

そ
し
て

エ

だ
が

（
問
五
）

線
部
Ｂ
「

個
人
が
主
観
的
に
感
じ
る
生
き
づ
ら
さ
と
し
て
し
か
表
現
で
き
な
く
な
る
。
」
と
あ
る
が
、
理
由
を
説
明
し
な

さ
い
。

（
問
六
）

線
部
Ｃ
「
可
視
化
」
の
意
味
を
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

（
問
七
）

線
部
Ｄ
「
マ
ク
ロ
な
構
造
の
問
題
」
と
し
て
適
当
で
は
な
い
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

不
登
校
・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
運
動

イ

大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
へ
の
成
果
主
義
の
導
入

ウ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
市
場
化

（
問
八
）

線
部
Ｅ
「
こ
う
し
た
背
景
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
か
説
明
し
な
さ
い
。



二
〇
二
五
年
二
月
二
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅰ
期
）

国
語

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

Ｄ次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

勧
誘
の
チ
ラ
シ
を
五
十
円
で
売
る
母
子
が
、
「
私
」
を
訪
ね
て
き
ま
す
。
最
初
に
子
供
が
差
し
出
し
た
チ
ラ
シ
を
断
っ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は

母
親
が
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
次
の
文
章
は
、
こ
れ
に
続
く
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
彼
女
が
男
の
子
と
ち
が
っ
て
な
か
な
か
後
に
退
き
そ
う
も
な
い
の
で
、
お
も
わ
ず
最
後
の
せ
り
ふ
を
口
に
し
て
い
た
。

「
五
十
円
出
せ
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
な
ら
、
出
し
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
要
り
ま
せ
ん
か
ら
䢧
䢧
」

婦
人
は
私
の
言
葉
に
ち
ょ
っ
と
赤
面
し
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
あ
と
は
ぼ
ん
や
り
し
た
笑
い
に
ま
ぎ
ら
し
た
。

私
は
自
分
が
ひ
ど
い
こ
と
を
、
む
し
ろ
下
品
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

①

母
親
と
私
と
の
短
い
や
り
と
り
の
あ
い
だ
、
男
の
子
は
ず
っ
と
う
つ
む
い
た
ま
ま
、
素
足
に
は
い
た
ズ
ッ
ク
靴
の
ツ
マ
サ
キ
を
足
元
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
こ
す
り
つ
け
て
い
た
が
、
母
親
に
う
な
が
さ
れ
る
と
私
の
ほ
う
は
見
ず
に
出
て
行
っ
た
。
母
親
は
て
い
ね
い
に
お
じ
ぎ
を
し

て
、
し
ず
か
に
ド
ア
を
し
め
た
。

ア
私
の
し
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
か
。
何
も
言
わ
ず
に
五
十
円
払
っ
て
チ
ラ
シ
を
う
け
と
れ
ば
よ
か
っ
た
か
。
ど
う
見
て
も
暮
ら
し
む
き

が
よ
く
は
な
さ
そ
う
な
あ
の
二
人
を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
私
に
は
そ
ん
な
に
む
ず
か
し
い
の
か
。

ま
た
二
階
へ
あ
が
っ
て
き
た
と
き
、
私
は
窓
の
む
こ
う
の
ち
ょ
う
ど
隣
の
別
荘
小
屋
の
前
を
、
い
ま
の
母
子
ふ
た
り
が
は
な
れ
ば
な
れ
に

イ

歩
い
て
行
く
姿
を
み
と
め
た
。
母
親
は
う
つ
む
き
加
減
に
行
く
の
に
、
男
の
子
は
さ
っ
き
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
活
発
さ
で
、
道
の
は
し
を

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
は
ね
る
よ
う
に
し
て
風
の
な
か
を
遠
ざ
か
っ
て
行
っ
た
。

ウ
あ
の
連
中
は
あ
ん
な
ふ
う
に
玄
関
払
い
を
く
わ
さ
れ
る
こ
と
に
は
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
べ
つ
だ
ん
ひ
ど
く
傷
つ
け
ら

れ
た
と
も
感
じ
な
い
で
、
じ
き
に
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
程
度
に
考
え
て
、
後
味
の
悪
さ
を
追
い
は
ら
お
う
と
し
た
。

そ
し
て
こ
う
も
思
っ
た
り
し
た
。

エ（
あ
れ
も
あ
の
子
に
は
人
生
の
一
日
な
ん
だ
䢧
䢧
）

人
生
の
一
日
。

オ

し
か
し
そ
の
時
ふ
っ
と
私
の
唇
を
つ
い
て
出
か
か
っ
た
こ
の
一
ふ
し
の
言
葉
の
お
か
げ
で
、
私
は
自
分
が
永
年
心
に
感
じ
て
い
な
が
ら
ろ

く
に
考
え
も
し
な
い
で
き
た
あ
る
事
柄
に
、
あ
ら
た
め
て
突
き
あ
た
っ
た
よ
う
に
思
っ
た
。

Ａ
い
や
そ
う
で
は
な
い
、
と
私
は
考
え
直
し
た
の
だ
。
あ
の
男
の
子
は
き
ょ
う
と
い
う
一
日
の
こ
と
を
完
全
に
忘
れ
去
る
の
で
は
な
い
。
い

っ
た
ん
は
忘
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
他
の
ど
ん
な
一
日
に
も
ま
し
て
強
く
思
い
出
す
た
め
に
、
し
ば
ら
く
は
忘
れ
た
ふ
り
を
す

る
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
し
て
彼
が
何
年
か
先
の
あ
る
日
、
ど
こ
か
の
海
辺
を
吹
き
わ
た
る
つ
よ
い
風
の
な
か
で
、
き
ょ
う
と
い
う
一
日
の

②

し
か
も
あ
の
一
分
た
ら
ず
の
時
間
を
、
見
知
ら
ぬ
家
の
玄
関
先
で
す
げ
な
く
追
い
返
さ
れ
た
シ
ュ
ン
カ
ン
と
母
親
が
な
に
か
つ
ま
ら
ぬ
こ
と

で
よ
そ
の
男
に
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
シ
ュ
ン
カ
ン
と
を
思
い
出
す
と
き
、
彼
は
名
前
を
知
ら
な
い
こ
の
私
の
顔
を
も

Ⅰ

思
い
出
す
の
だ
。

し
か
も
そ
の
記
憶
は
よ
み
が
え
っ
た
が
最
後
、
死
ぬ
ま
で
ず
っ
と
彼
に
つ
き
ま
と
う
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
あ
ん
な
何
で
も
な
い
よ
う
な
平
凡

③

な
一
日
が
、
事
あ
る
ご
と
に
ま
っ
さ
き
に
思
い
出
さ
れ
る
の
か
、
大
人
の
彼
は
ト
ウ
ワ
ク
し
つ
づ
け
て
一
生
を
終
わ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ

は
そ
の
日
が
䢣
䢣
私
流
に
言
え
ば
䢣
䢣
彼
に
と
っ
て
「
人
生
の
一
日
」
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
で
も
言
う
他
は
な
い
。

誰
に
も
そ
う
い
う
一
日
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
人
生
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
、

④

わ
れ
わ
れ
に
は
知
る
由
も
な
く
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
今
日
ま
で
生
き
て
き
た
す
べ
て
の
日
々
を
心
に
し
か
と
キ
ザ
み
つ
け
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
し
た
一
連
の
漠
々
と
し
た
古
い
日
常
の
彼
方
か
ら
、
あ
る
一
日
だ
け
が
め
ざ
ま
し
く
よ
み
が
え
っ
て
く
る
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

⑤

し
か
も
そ
の
日
は
、
な
ん
ら
重
大
な
事
件
の
起
こ
っ
た
日
で
も
な
け
れ
ば
、
特
筆
す
べ
き
日
で
も
な
い
。
日
付
も
問
題
で
な
い
、
ム
メ
イ

の
日
々
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
い
て
そ
の
日
を
取
り
囲
む
他
の
多
く
の
日
々
が
す
べ
て
そ
の
一
点
に
収
斂
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、

し
ゅ
う
れ
ん

そ
ん
な
シ
ュ
ン
カ
ン
を
蔵
し
て
い
る
日
。
ま
る
で
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
日
を
は
さ
ん
で
前
後
何
十
日
も
何
ヶ
月
も
存
在
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う

Ｂ

に
見
え
て
く
る
、
そ
う
い
う
日
。
何
度
で
も
立
ち
返
っ
て
き
て
は
、
わ
れ
わ
れ
に
た
し
か
に
そ
こ
に
「
人
生
の
一
日
」
が
あ
っ
た
と
思
わ
せ

【二】



る
力
を
保
っ
て
い
る
の
は
、
よ
り
に
よ
っ
て
そ
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
一
日
な
の
だ
。

し
か
も
ま
た
、
そ
ん
な
日
ほ
ど
語
り
に
く
い
日
も
な
い
の
だ
。
そ
れ
が
も
し
単
に
悲
し
む
べ
き
コ
ト
ガ
ラ
が
起
こ
っ
た
日
だ
と
い
う
だ
け

⑥

な
ら
ば
、
む
し
ろ
語
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
ニ
ク
シ
ン
を
亡
く
し
た
日
だ
と
か
、
恋
人
に
去
ら
れ
た
日
だ
と
か
、
な
に
か
取
り
返
し
の

⑦

つ
か
ぬ
ア
ヤ
マ
ち
を
し
た
日
だ
と
か
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
言
葉
の
用
意
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
日
々
の
こ
と
で

Ｃ

は
、
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
か
上
手
に
悲
し
む
こ
と
さ
え
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
だ
の
に
わ
れ
わ
れ
は
取
る
に
足
り
な
い
ち
っ
ぽ
け
な
一
日
に
は

い
つ
ま
で
も
手
こ
ず
る
の
だ
。
他
人
に
は
何
の
値
打
ち
も
な
い
そ
ん
な
一
日
は
「
小
説
」
に
仕
立
て
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
そ
れ
が
も
た
ら

す
哀
し
み
は
、
す
ば
や
く
、
と
ら
え
が
た
く
て
、
い
つ
ま
で
も
わ
れ
わ
れ
を
苦
し
め
る
。

＊
た
と
え
ば
ち
ょ
う
ど
き
ょ
う
の
よ
う
に
風
の
つ
よ
く
吹
く
日
、
私
は
海
べ
り
の
電
線
が
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
風
を
切
る
音
を
耳
に
す
る
た
び

⑧

に
、
自
分
が
コ
キ
ュ
ウ
し
て
き
た
過
去
の
日
々
の
他
の
ど
の
日
で
も
な
い
あ
る
一
日
に
呼
び
も
ど
さ
れ
る
の
を
感
じ
て
き
た
。
そ
の
一
日
が

私
に
と
っ
て
特
別
意
味
の
あ
る
日
だ
っ
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
そ
の
日
の
午
後
䢣
䢣
も
っ
と
も
季
節
は
四
五
ヶ
月
も
先
の
暖
か
い
日
だ
っ

⑨

た
は
ず
だ
が
䢣
䢣
ヨ
ウ
ジ
の
私
は
父
母
や
兄
や
お
ば
や
い
と
こ
た
ち
に
つ
れ
ら
れ
て
、
こ
こ
よ
り
も
っ
と
西
の
防
風
林
の
な
か
へ
松
露
か
は、

し
ょ
う
ろ

ま
ぼ
う
ふ
う
の
若
葉
を
と
り
に
行
っ
た
䢧
䢧

、
、
、
、
、

し
か
し
私
に
は
風
の
音
が
す
べ
て
な
の
だ
っ
た
。
松
露
の
か
た
ち
も
は
ま
ぼ
う
ふ
う
が
砂
地
に
生
え
て
い
る
よ
う
す
も
、
私
は
覚
え
て
い

、
、
、
、
、
、

⑩

な
か
っ
た
。
た
だ
電
線
が
コ
ク
ウ
に
鳴
る
の
を
聞
け
ば
、
か
な
ら
ず
そ
の
一
日
が
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
そ
こ
に
は
な
に
が
な
し
自

分
を
苦
し
め
る
も
の
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
を
感
じ
る
の
だ
。
し
か
も
そ
の
哀
し
み
に
似
た
も
の
は
、
私
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
は

Ｄ

な
か
っ
た
。
私
は
ま
だ
ほ
ん
の
子
供
の
時
分
か
ら
そ
れ
が
し
ば
し
ば
自
分
を
お
と
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
。

（
阿
部
昭
『
人
生
の
一
日
』
）

（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）

線
部
Ａ
「
い
や
そ
う
で
は
な
い
、
と
私
は
考
え
直
し
た
の
だ
。
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
直
し
た
の
か
。

本
文
中
の
波
線
部
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
問
三
）

線
部
Ｂ
「
そ
こ
に
『
人
生
の
一
日
』
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
「
人
生
の
一
日
」
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
表
し
て
い
る
部
分
を
、
こ
こ
よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
十
二
字
で
抜
き

出
し
な
さ
い
。

（
２
）「
人
生
の
一
日
」
に
「
私
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
る
の
か
、
＊
印
よ
り
後
の
本
文
中
か
ら
、
二
カ
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

（
問
四
）

線
部
Ｃ
「
取
る
に
足
り
な
い
」
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

雰
囲
気
な
ど
を
作
り
出
す
こ
と

イ

重
大
で
あ
る
こ
と

ウ

些
細
な
こ
と

エ

理
路
整
然
と
し
た
こ
と

オ

面
白
い
こ
と

（
問
五
）
空
欄

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
句
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

あ
り
あ
り
と

イ

ほ
の
ぼ
の
と

ウ

ぼ
ん
や
り
と

エ

し
ん
み
り
と

オ

し
め
や
か
に

（
問
六
）

線
部
Ｄ
「
そ
れ
」
が
指
す
内
容
を
答
え
な
さ
い
。

（
問
七
）
本
文
に
は
私
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

誰
も
が
「
人
生
の
一
日
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
、
「
男
の
子
」
と
「
私
」
の
場
合
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
で
信
じ
よ
う

と
す
る
気
持
ち
。

イ

「
私
」
自
身
が
辛
い
「
人
生
の
一
日
」
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
知
ら
ぬ
「
男
の
子
」
に
つ
ら
い
「
一
日
」

を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
気
持
ち
。

ウ

「
私
」
か
ら
「
人
生
の
一
日
」
と
な
る
だ
ろ
う
日
を
経
験
さ
せ
ら
れ
た
「
男
の
子
」
は
、
一
生
悲
し
み
に
つ
き
ま
と
わ
れ

る
だ
ろ
う
、
と
懸
念
す
る
気
持
ち
。

エ

「
私
」
が
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
「
男
の
子
」
を
見
て
、
自
分
の
子
供
の
頃
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
「
私
」
自

身
の
「
人
生
の
一
日
」
を
顧
み
る
気
持
ち
。

（
問
八
）
作
者
阿
部
昭
は
、
短
編
小
説
の
名
手
と
言
わ
れ
、
「
私
小
説
」
の
流
れ
を
く
む
作
家
と
言
わ
れ
る
。
「
私
小
説
」
の
代
表
的
作
家
と

し
て
志
賀
直
哉
や
梶
井
基
次
郎
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
志
賀
直
哉
の
代
表
作
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

金
閣
寺

イ

羅
生
門

ウ

放
浪
記

エ

赤
蛙

オ

暗
夜
行
路



二
〇
二
五
年
二
月
二
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅰ
期
）

国
語

解
答
用
紙

学
部

学
科

コ
ー
ス

受
験
番
号

氏
名

シ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ

ブ
ン
ミ
ャ
ク

ゾ
ク
セ
イ

キ
ハ
ン

サ
イ
リ
ョ
ウ

①

象

徴

論

②

文

脈
徐

③

属

性
裏

④

規

範
不

可

⑤

裁

量
貢

献

々

付

欠

問
一

カ
タ
ワ

ら

フ
ヨ
ウ

カ
イ
ソ
ウ

シ
コ
ウ

ハ
セ
イ

Ｃ

⑥

傍

ら
圧

⑦

扶

養

⑧

既
階

層

存

⑨

志

向
枠

⑩

派

生

削

命

減

問
二

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

問
三

Ⅰ

ウ

問
四

Ⅱ

イ

Ⅲ

ア

Ⅳ

エ

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
が
流
動
化
し
、
「
外
れ
る
」
「
外
れ
な
い
」
と
い
う
状
態
が
排
除
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
。

問
五

問
六

目
に
は
見
え
な
い
内
容
を
見
え
る
状
態
に
す
る
こ
と

問
七

ア
排
除
の
苦
し
み
が
個
人
化
・
多
様
化
し
、
困
難
を
解
決
す
る
う
え
で
の
連
帯
の
単
位
は
想
像
さ
れ
に
く
く
な
り
、

問
八

そ
の
た
め
個
人
的
な
努
力
で
「
自
立
」
を
目
指
す
が
、
失
敗
し
た
場
合
、
自
己
責
任
の
論
理
に
陥
る
背
景
。

ツ
マ
サ
キ

シ
ュ
ン
カ
ン

ト
ウ
ワ
ク

キ
ザ

み

ム
メ
イ

①

爪

先

②

瞬

間

③

当

惑

④

刻

み

⑤

無

名

問
一

Ｄ

ニ
ク
シ
ン

ア
ヤ
マ

ち

コ
キ
ュ
ウ

ヨ
ウ
ジ

コ
ク
ウ

⑥

肉

親

⑦

過

ち

⑧

呼

吸

⑨

幼

児

⑩

虚

空

問
二

エ

１

一

連

の

漠

々

と

し

た

古

い

日

常

問
三

２

自
分
を
苦
し
め
る
も
の

し
か
も
そ
の
哀
し
み
に
似
た
も
の
（
順
不
同
）

問
四

ウ

問
五

ア

問
六

解
答
例
①
哀
し
み
に
似
た
も
の

②
な
に
が
な
し
自
分
を
苦
し
め
る
も
の

問
七

イ

問
八

オ



No.2025‐ I期（２月１日） 2025年度入学試験問題
物 理 問題用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

解答は全て，3ページからの 2枚の解答用紙に記入すること

1

A B C

V0

x

図 1

質量が順に 3m [kg] , m [kg] , m [kg]である物体 A, B, Cを摩擦のないなめら
かな水平面上に配置する。右図 1のように水平面の向かって右向きに x軸をと

り，物体の速度ベクトルの x成分を測定することにする。以下では物体 Aに x

成分が V0 [m/s]となるような右向きの初速を与えて滑らせ，その後の衝突で物
体 A, B, Cがどのようになるのか実験する。
全ての運動は x軸方向のみの 1次元的なものだけを考える。衝突は全て弾性衝突であり，非常に短い時間で起こるもの

とし，空気抵抗や物体の大きさは無視できるものとして以下の問いに答えよ。解答においては必要に応じて m, V0 を用い

て答えるものとする。

始めに図 1のように 3つの物体を左から順に A, B, Cとなるように離して設置する。物体 B, Cは静止しており，物体 A
にだけ x成分が V0 [m/s]となるような右向きの初速を与えた。

[1] 最初に物体 Aが持つ運動エネルギーを E1 [J]とする。 E1 の値を答えよ。

[2] 物体 Aはまず物体 Bに衝突した。衝突した直後の，物体 A, Bの速度の x成分をそれぞれ vA2 [m/s] , vB2 [m/s]と
する。この vA2, vB2 の値をそれぞれ答えよ。

[3] その後，物体 Bは物体 Cに衝突した。衝突した直後の，物体 B, Cの速度の x成分をそれぞれ vB3 [m/s] , vC3 [m/s]
とする。この vB3, vC3 の値をそれぞれ答えよ。

A B C

V0

x

図 2

次に，物体 B, Cを質量は無視できるがとても硬く変形しない棒でつないだ状
態とし，右図 2のように物体 Aの右側に静止した状態で設置した。この状態か
ら再び物体 Aにだけ x成分が V0 [m/s]となるような右向きの初速を与えた。

[4] 物体 A は物体 B に衝突した。衝突した直後の，物体 A, B, C の速度の x 成分をそれぞれ vA4 [m/s] , vB4 [m/s] ,

vC4 [m/s]とする。この vA4, vB4, vC4 の値をそれぞれ答えよ。

A B C

V0

x

図 3

次に，物体 B. Cを質量が無視できるばねでつないで，そのばねが自然長の状
態で右図 3のように物体 Aの右側に静止した状態で設置した。この状態から再
び物体 Aにだけ x成分が V0 [m/s]となるような右向きの初速を与えた。以下
では，ばねはフックの法則に従うものとする。

[5] 物体 A は物体 B に衝突した。衝突した直後の，物体 A, B, C の速度の x 成分をそれぞれ vA5 [m/s] , vB5 [m/s] ,

vC5 [m/s]とする。この vA5, vB5, vC5 の値をそれぞれ答えよ。

[6] 衝突直後の，物体 B, C間のばねの真ん中の部分の速度の x成分を v6 [m/s]とする。 v6 の値を答えよ。

[7] 衝突後は物体 Aは物体 Bとは再び衝突すること無く，物体 B, Cはつないでいるばねが伸びたり縮んだりしながら
まとまって運動した。そのため物体 Bの速度の x成分の値は周期的に変化することとなった。衝突後の物体 Bの
速度の x成分の最大値を vmax [m/s]，最小値を vmin [m/s]とする。 vmax, vmin の値をそれぞれ答えよ。

(次ページへ続く)



No.2025‐ I期（２月１日） 2025年度入学試験問題
物 理 問題用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験
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氏名

解答は全て，3ページからの 2枚の解答用紙に記入すること

2
容器の中に質量 100 [g] の水が温度 80 [◦C] の状態で入っていた。この容器に温度 0 [◦C] の状態の質量 20 [g] の氷

を入れたところ，氷は全て融解して，水はやがて温度が一定の状態になった。水の比熱は 4.2 [J/(g · K)]，水の融解熱
は 3.3 × 102 [J/g]とする。熱は容器内だけを移動するものとして，以下の問いに答えよ。

[1] 容器に入れた氷が全て融解するまでに，氷に加わった熱量を Q [J]とする。 Qの値を答えよ。

[2] 温度が一定の状態になったときの水の温度を T [◦C]とする。 T の値を答えよ。

3 R1

V
R2 L

S1 S2

右の図のように，起電力が E [V] である直流電源 V，抵抗値がそれぞ
れ R1 [Ω] , R2 [Ω] である電気抵抗 R1, R2，自己インダクタンスが L [H] で
あるコイル L，スイッチ S1, S2 と導線で回路を組む。導線の抵抗や電源の内部

抵抗，コイル以外の回路のインダクタンスは無視できるものとする。以下の問

いでは，抵抗 R2 とコイル Lに流れる電流は図の矢印の向きを正として答える
ものとし，解答は E, R1, R2, Lの中から必要なものを用いて答えよ。

始めに全てのスイッチを開いておく。

[1] スイッチ S2 は開いたままでスイッチ S1 を閉じたとき，抵抗 R2 に流れ

る電流の値を I1 [A]とする。 I1 の値を答えよ。

[2] 次に，スイッチ S1 を閉じたまま，スイッチ S2 を閉じた。閉じた直後にコイル Lに流れる電流を I2 [A]とする。 I2

の値を答えよ。

[3] 前問の状況から十分に時間が経過したあとで定常状態になったときにコイル Lに流れる電流の値を I3 [A]とする。
I3 の値を答えよ。

[4] この定常状態において抵抗 R2 に流れる電流の値を I4 [A]とする。 I4 の値を答えよ。

[5] この定常状態においてコイル Lが蓄えているエネルギーの値を U5 [J]とする。 U5 の値を答えよ。

[6] 最後にスイッチ S2 を閉じたまま，スイッチ S1 を開いた。開いた直後に抵抗 R2 に流れる電流の値を I6 [A]とする。
I6 の値を答えよ。

[7] 前問の状況から十分に時間が経過したあとで定常状態になったときにコイル Lに流れる電流の値を I7 [A]とする。
I7 の値を答えよ。

問題は以上です。解答は，途中の議論も含め全てを，次ページ以降の 2枚の解答用紙に記入すること。



No.2025‐ I期（２月１日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 1 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

1



No.2025‐ I期（２月１日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 2 3 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

2

3



No.2025‐ I期（２月２日） 2025年度入学試験問題
物 理 問題用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

解答は全て，3ページからの 2枚の解答用紙に記入すること

1
F

M

m

2L

図 1

右の図 1 のように，水平な床の上に質量 M [kg] の台を置き，さらにその上に
質量m [kg]の物体を置く。台の表面は水平で，幅は 2L [m]である。物体と台，台
と床のあいだの静止摩擦係数はともに µs, 動摩擦係数はともに µd で与えられるも

のとする (µs > µd)。台に一定の大きさ F [N] の力を水平右向きに加えたときの
台と物体の運動を考える。重力加速度の大きさを g

[
m/s2]

として以下の問いに答

えよ。

[1] 力の大きさの値 F を 0から大きくしていくと， F = F1 を超えると物体と台が一体になって動き出した。 F1 の値

を m, M, µs, µd, g などを用いて答えよ。なお，ここに挙げた物理量の全てを使う必要はないし，以下の問いの解答

でも同様とする。

[2] 力の大きさの値 F を F1 よりさらに大きくしていくと， F = F2 を超えると物体が台に対して移動しはじめた。

F が F1 < F < F2 を満たすときの物体と台の水平方向の運動を考える。物体と台の加速度の水平成分をとも

に a0
[
m/s2]

で表し，これ以降水平成分は右向きを正とすることにする。また，物体と台のあいだの静止摩擦力の

大きさを f [N]とする。このとき，物体と台の水平方向の運動方程式をそれぞれm, M, µs, µd, g, F, f, a0 などを用い

て書き下せ。

[3] F1 < F < F2 のとき，加速度の水平成分 a0 の値を， F, m, M, µs, µd, g などを用いて答えよ。

[4] F1 < F < F2 のとき，静止摩擦力の大きさの値 f を， F, m, M, µs, µd, g などを用いて答えよ。

[5] F2 の値をm, M, µs, µd, g などを用いて答えよ。

[6] F > F2 を満たす力が作用しているときの物体の加速度の水平成分を a
[
m/s2]

，台の加速度の水平成分を b
[
m/s2]

とする。 a, bの値を， F, m, M, µs, µd, g などを用いて答えよ。

[7] 前問で得た aと bはどちらが大きいか答えよ。

[8] 物体が台の上の中心の位置にあり，全体が静止した状態で， F > F2 を満たす力を加えた。物体が台の端に到着す

るまでの時間を T [s]とする。 T の値を， Lおよび物体と台の加速度の水平成分 a, bを用いて答えよ。ただし，物

体の大きさは無視できるものとする。 F

M

m

図 2

[9] 今までと同じ床，台，物体に対して，今度は右図 2 のように物体に大きさ
が F [N]である力を水平右向きに加える。 F を 0から徐々に大きくしてい
くとき，どのような運動になるかを説明せよ。

2
エンジンを使って電気エネルギーと熱エネルギーを同時に発生させて利用する仕組みであるコージェネレーションシス

テムが近年普及している。このシステムでは，エンジンが作る仕事を発電機により電気エネルギーに変換して利用し，ま

た，エンジンからの廃熱の一部を暖房用等の熱エネルギーとして利用する。以下の問いに答えよ。

[1] 燃料の燃焼によりエンジンが受ける熱を Q1 [J]，エンジンの熱効率を eとする。エンジンからの廃熱を Q2 [J]とし
たとき， Q2 の値を Q1, eを用いて答えよ。

[2] 仕事のうち電気エネルギーに変換される効率（割合）を r1，廃熱のうち熱エネルギーとして利用される効率（割合）

を r2 としたときにこのシステムから利用できるエネルギーを Q3 [J] とする。 Q3 の値を Q1, e, r1, r2 を用いて答

えよ。

(次ページへ続く)



No.2025‐ I期（２月２日） 2025年度入学試験問題
物 理 問題用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

解答は全て，3ページからの 2枚の解答用紙に記入すること

3

N S

目盛

鉄⼼

コイル

指針

B

N S
B

鉄⼼

可動コイル

B

鉄⼼

ぜんまいバネ

固定軸

(a)

(b) 測定電流

測定電流

電
流
正
の
向
き

θ

ℓ

図 1

電流計の基本的な構造を考えよう。図 1に可動コイル型の電流計を (a)上から
と (b) 横から見た概略を示す。左右の磁石の間に円柱形の鉄心があり，磁石と鉄
心のあいだの空間には図の矢印の向きに一定の大きさの磁束密度 B [T]が生成し
ている。鉄心には表面が絶縁されているコイルが巻きつけられており，鉄心とコ

イルは一体となって固定軸の周りに回転することができる。 (b) に示すように，
回転軸にはぜんまいバネが取り付けられており，コイルに電流が流れていないと

きを基準として，中心角のまわりに時計回りに角度 θ だけ回転したときに，復元

力 k θ [N]が鉄心の外周接線方向に働くものとする。ここで k は正の定数であり，

通常のばね定数と同じ役割を果たす。また，回転軸には指針が取付けられ，回転

に伴って指針が動くことで電流の大きさを指示する。コイルは n巻きで，磁束密

度に対して常に垂直の方向に位置し，コイルが磁束密度内にある長さは ℓ [m]であ
る。また，コイルに (b) に示す向きに電流が流れるときを，電流の正の方向とす
る。以下の問いに答えよ。

A

r

R0 A

B

E0 I0 I

図 2

A

r

R0

I

A

B

I

RbE0

図 3

[1] コイルに電流 I [A]を正の向きに流すとき，コイルの片側の n本の導線が磁束

密度 B [T]から受ける力の大きさと向きを求めよ。ただし，大きさはニュート
ンを単位として n, B, I, ℓ を用いて答えるものとし，向きは図 1(a) において，
「時計回り」か「反時計回り」で答えよ。

[2] コイルに電流 I [A] を正の向きに流すと，コイルは回転して角 θ で静止した。

回転角 θ を， n, k, B, I, ℓを用いて答えよ。

[3] コイルに電流を負の向きに流すとき，指針はどのように動くかを説明せよ。
[4] 一般に電流計は内部抵抗を持つため，測定したい電流の値と実際に測定される
電流の値が一致しない。図 2 に示される，起電力が E0 [V] であり内部抵抗は
無視できる電源に抵抗値 R0 [Ω] の抵抗をつないだ回路に流れる電流 I0 [A] を
測定するために，端子 AB間の導線を取り外し，内部抵抗 r [Ω]を持つ電流計
を取り付けたところ，電流計では I [A]の電流が測定された。このとき，元の
電流値 I0 [A]の値を， R0, r, I などを用いて答えよ。

[5] 電流計は目盛りに上限があるため，測定できる電流値に限界がある。その値を Imax [A]とする。より大きな電流を
測定するためには，図 3のように抵抗値 Rb [Ω]の抵抗（分流器）を並列につなぐ。端子 Aを流れる電流 I [A]の最
大値を cImax（cは 1より大きい定数）とするために必要な Rb の値を， cや r を用いて答えよ

[6] 図 3のように抵抗値 Rb [Ω]の抵抗を付けたとき，電流計で測定される電流の値が Ia [A]だとする。このとき，電流
計と分流器を取り外し，端子 AB間を導線で繋げた元の回路での電流値 I0 [A]を， Ia, r, Rb, R0 を用いて答えよ。

問題は以上です。解答は，途中の議論も含め全てを，次ページ以降の 2枚の解答用紙に記入すること。



No.2025‐ I期（２月２日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 1 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

1



No.2025‐ I期（２月２日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 2 3 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

2

3



No.2025 —Ⅰ期（２月１日） ２０２5年度 入学試験問題 

英  語（その１） 

解答はすべて解答用紙に記入しなさい。 

 

 次の (1) ～ (10) の英文が完成した文章になるように、英文の中の空所 ( a ) ～ ( e ) に入る

最も適切な語（句）を [   ] の中の選択肢 (ア) ～ (オ) からそれぞれ一つ選び、その選択肢の

記号を解答欄に記入しなさい。ただし、[   ] の中の選択肢は、文頭に来る語の最初の文字も小

文字にしてあります。また、同一の選択肢を 2回以上選ぶことはできません。 

 

(1) I (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) he would have to wait a little longer. 

 [  ( ア )  explained  ( イ )  father  ( ウ )  that  ( エ )  to  ( オ )  her  ] 

(2) (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) all the latest developments in science. 

 [  ( ア )  keep  ( イ )  scientists  ( ウ )  with  ( エ )  up  ( オ )  should  ] 

(3) Do you know (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  )? 

 [  ( ア )  the population  ( イ )  is  ( ウ )  what  ( エ )  of  ( オ )  Nagoya  ] 

(4) She came all the way to my home (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ). 

 [  ( ア )  with  ( イ )  the plan  ( ウ )  discuss  ( エ )  me  ( オ )  to  ] 

(5) The steak is good at this restaurant, (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ). 

 [  ( ア )  and  ( イ )  fish  ( ウ )  is  ( エ )  the  ( オ )  so  ] 

(6) The teacher has (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) today. 

 [  ( ア )  me  ( イ )  I  ( ウ )  am  ( エ )  made  ( オ )  what  ] 

(7) (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ), I ran out of money. 

 [  ( ア )  in  ( イ )  my  ( ウ )  stay  ( エ )  Seoul  ( オ )  during  ] 

(8) She thought (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) about her findings. 

 [  ( ア )  to  ( イ )  it  ( ウ )  silent  ( エ )  keep  ( オ )  wise  ] 

(9) I felt (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) in a nightmare. 

 ［ ( ア )  I  ( イ )  stuck  ( ウ )  were  ( エ )  as  ( オ )  though  ］ 

(10) (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) next? 

 [  ( ア )  am  ( イ )  what  ( ウ )  to  ( エ )  I  ( オ )  do  ] 

1 



No.2025 —Ⅰ期（２月１日） ２０２5年度 入学試験問題 

英  語（その２） 

 

次の英文を読み、【問 1】～【問 6】に答えなさい。 

During the Stone Age*1, metal was extremely rare and highly ①prized, since the only sources 

of it on the planet were copper and gold, which occur naturally, if infrequently*2, in the Earth’s 

crust*3. Some iron existed too, most of it having fallen from the sky in the form of meteorites*4. 

In the absence of copper, gold, and meteoric*5 iron, our ancestors’ tools during the Stone 

Age were made of flint*6, wood, and bone. (A)Anyone who has ever tried to make anything with 

these kinds of tools knows how limiting they are: if you hit a piece of wood it either splinters*7, 

cracks, or snaps*8. The same is true of rock or bone. Metals are ②fundamentally different from 

these other materials because (B)they can be hammered into shape: they flow, they are 

malleable*9. ③Not only that, (C)they get stronger when you hit them; you can harden a blade 

just by hammering it. And you can reverse the process simply by putting metal in a fire and 

heating it up, which will cause it to get softer. The first people to discover these properties ten 

thousand years ago had found a material that was almost as hard as a rock but behaved like a 

plastic and was almost ④infinitely reusable. In other words, they had discovered the perfect 

material for tools, and in particular cutting tools like axes*10, chisels*11, and razors*12. The ability 

of metals to transform from a soft to a hard material must have seemed like magic to our 

ancestors. 

Discovering metals was an important moment in pre-history*13, but it didn’t solve the 

fundamental problem that there wasn’t very much metal around. One option, clearly, was to 

wait for some more to ⑤drop from the sky, but this requires a huge amount of patience. At 

some point humans made the discovery that would end the Stone Age and open the door to a 

seemingly unlimited supply of (D)the stuff. They discovered that a certain greenish rock, when 

put into a very hot fire and surrounded by red-hot embers*14, turns into a shiny piece of metal. 

This greenish rock was malachite, and the metal was, of course, copper.  

From around 5000 BC, early metalsmiths*15 used trial and error to hone*16 the process of the 

production of copper. The making of copper tools initiated a spectacular growth in human 

technology, being instrumental*17 in the birth of other technologies, cities, and the first great 

civilizations. The pyramids of Egypt are an example of what became possible once there were 

⑥plentiful copper tools. It is estimated that ten thousand tons of copper ore*18 were mined 

throughout ancient Egypt to create the three hundred thousand chisels needed. It was an 

enormous achievement, without which the pyramids could not have been built.   

(出典： Mark Miodownik, Stuff Matters: Exploring the Marvelous Materials that Shape our Man-Made World, 

Mariner Book Edition, pp.3-9, 2015, Mariner. 一部省略.) 

 

 

 

2 

(次のページに続く) 



No.2025 —Ⅰ期（２月１日） ２０２5年度 入学試験問題 

英  語（その３） 

 

 (前ページからの続き） 

 

*1  the Stone Age  石器時代  *2  infrequently  まれに  *3  crust  地殻   

*4  meteorite  隕石  *5  meteoric  隕石の  *6  flint  ひうちいし（石英を主成分とする岩石）    

*7  splinter  裂ける  *8  snap  折れる  *9  malleable  打ち延ばせる  *10  ax  おの   

*11  chisel  のみ  *12  razor  かみそり  *13  pre-history  先史時代  *14  ember  燃え残り   

*15  metalsmith  金属細工人  *16  hone  磨く  *17  instrumental  役に立つ  *18  ore  鉱石 

 

【問 1】  文章中の ① ～ ⑥ と最も近い意味の語または表現を a ～ c からそれぞれ一つ選び、その選択肢の記

号を書きなさい。 

 

① a. hard b. common c. valuable 

② a. economically b. slightly c. radically 

③ a. In contrast b. Moreover c. Without doubt 

④ a. endlessly b. impossibly c. conveniently 

⑤ a. fall b. leave c. rise 

⑥ a. different kinds of b. a number of c. very useful 

 

【問 2】 (A) の内容と一致するものとして最も適切なものを a ～ c から一つ選び、選択肢の記号を書きなさい。 

 

a. 石器時代の道具は少ししか見つかっていない。  

b. 金属を使っていない道具ではものを作ることはできない。 

c. 石や木からでは作られる道具は限られている。 

 

【問 3】 (B) の意味を日本語で書きなさい。 

 

【問 4】 (C) の意味を日本語で書きなさい。 

 

【問 5】 (D) の指すものを表す英単語一つを本文中から探して書きなさい。 

 

【問 6】 以下の a ～ d から本文の内容と合っているものを一つ選び、選択肢の記号を書きなさい。 

 

a. 石器時代に金属を利用することはできなかった。 

b. 古代のエジプトでは金属が手に入りにくかったので、石でピラミッドを作った。 

c. 硬さを変えられることが金属の重要な特性である。 

d. Malachiteから copperを得るには気が遠くなるような時間がかかる。 

2 



No.2025 — Ⅰ期（２月１日） ２０２5 年度 入学試験問題 

 

英  語 解答用紙 

 

志望学部 

学  科 

コ ー ス 

学 部 

学 科 

コース 

受験

番号 

 

氏名 

 

 

 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2  

 

問 1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問 2  
      

問 3  

問 4  

問 5 

 

問 6 

 

 

 

(1) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(6) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(2) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(7) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(3) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(8) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(4) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(9) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(5) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(10) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          



No.2025 —Ⅰ期（２月２日） ２０２5 年度 入学試験問題 

英  語（その１） 

解答はすべて解答用紙に記入しなさい。 

 

 次の (1) ～ (10) の英文が完成した文章になるように、英文の中の空所 ( a ) ～ ( e ) に入る

最も適切な語（句）を [   ] の中の選択肢 (ア) ～ (オ) からそれぞれ一つ選び、その選択肢の

記号を解答欄に記入しなさい。ただし、[   ] の中の選択肢は、文頭に来る語の最初の文字も小

文字にしてあります。また、同一の選択肢を 2 回以上選ぶことはできません。 

 

(1) Kazuya (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) because it helps a lot. 

 [  ( ア )  attending  ( イ )  me  ( ウ )  the lecture  ( エ )  into  ( オ ) talked  ] 

(2) They are all nice neighbors, and I’m sure you (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ). 

 [  ( ア )  will  ( イ )  along  ( ウ )  with  ( エ )  them  ( オ )  get  ] 

(3) How far (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) Tokyo? 

 [  ( ア )  to  ( イ )  is  ( ウ )  from  ( エ )  Osaka  ( オ )  it  ] 

(4) You will (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) you take the train. 

 [  ( ア )  time  ( イ )  much  ( ウ )  save  ( エ )  yourself  ( オ )  if  ] 

(5) (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) the Olympics that the man won a gold medal. 

 [  ( ア )   it  ( イ )  not  ( ウ )  is  ( エ )  until  ( オ )  after  ] 

(6) Technology in this country is (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ). 

 [  ( ア )  should  ( イ )  far from  ( ウ )  be  ( エ )  it  ( オ )  what  ] 

(7) My husband was hit by a car (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) work. 

 [  ( ア )  on  ( イ )  from  ( ウ )  way  ( エ )  his  ( オ )  home  ] 

(8) I would (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) call him tonight. 

 [  ( ア )  it  ( イ )  appreciate  ( ウ )  you  ( エ )  if  ( オ )  could  ] 

(9) (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ), I would not be what I am now. 

 [  ( ア )  not  ( イ )  for  ( ウ )  were  ( エ )  my mother  ( オ )  it  ] 

(10) The man (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) was taken to hospital by ambulance. 

 ［  ( ア )  in  ( イ )  accident  ( ウ )  the  ( エ )  car  ( オ )  injured  ］ 

1 



No.2025 —Ⅰ期（２月２日） ２０２5 年度 入学試験問題 

英  語（その２） 

 

以下の文章は、暗号の歴史について書かれた The Code Book という本の序文の一部です。

これを読んだ上で、【問 1】～【問 6】に答えなさい。 

 

For thousands of years, kings, queens and generals*1 have relied on efficient communication 

in order to govern*2 their countries and command their armies. At the same time, they have all 

been aware of the ①consequences of their messages falling into (A)the wrong hand, revealing 

precious secrets to rival nations and betraying*3 vital information to opposing forces. It was the 

threat of enemy interception that motivated the development of codes and ciphers: techniques 

for disguising*4 a message so that only the intended recipient can read it. 

In writing The Code Book, I have had two main ②objectives. The first is to chart the evolution 

of codes. Evolution is a ③wholly appropriate term, because the development of codes can be 

viewed as an evolutionary struggle. A code is constantly under attack from codebreakers. When 

the codebreakers have developed a new weapon that reveals a code’s weakness, then (Ｂ)the 

code is no longer useful. It either becomes extinct or it evolves into a new, stronger code. In 

turn, this new code thrives*5 only until the codebreakers ④identify its weakness, and so on. 

The ongoing battle between codemakers and codebreakers have ⑤inspired a whole series of 

remarkable scientific breakthroughs. The codemakers have continually striven*6 to construct 

ever-stronger codes for defending communications, while codebreakers have continually 

invented more powerful methods for attacking them. In their efforts to destroy and preserve 

secrecy, both sides have drawn upon*7 a diverse range of disciplines and technologies, from 

mathematics to linguistics*8, from information theory to quantum theory*9. In return, 

codemakers and codebreakers have enriched (Ｃ)these subjects, and their work have accelerated 

technological development, most notably in the case of the modern computers. 

History is punctuated with*10 codes. They have decided the outcomes of battles and ⑥led to 

the deaths of kings and queens. I have therefore been able to call upon*11 stories of political 

intrigue*12 and tales of life and death to illustrate the key turning points in (D)the evolutionary 

development of codes. 

(出典： Simon Singh, The Code Book, pp.xiii-xiv, 1999, Anchor. 一部省略.) 

 

*1  general  将軍  *2  govern  統治する  *3  betray  漏らす  *4  disguise  偽装する 

*5  ｔｈrive  成功する・生き残る  *6  striven  strive（・・・しようと努力する）の過去分詞形   

*7  draw upon  頼る  *8  linguistics  言語学  *9  quantum theory  量子論   

*10  punctuated with ...  ・・・によって区切られる  *11  call upon A to ...  A に・・・させる   

*12  intrigue  策謀 

 

 

2 

(次のページに続く) 



No.2025 —Ⅰ期（２月２日） ２０２5 年度 入学試験問題 

英  語（その３） 

 

 (前ページからの続き） 

 

【問 1】  文章中の ① ～ ⑥ と最も近い意味の語または表現を a ～ c からそれぞれ一つ選び、その選択肢の記

号を書きなさい。 

 

① a. meanings b. processes c. results 

② a. goals b. materials c. problems 

③ a. completely b. hardly c. strangely 

④ a. analyze b. find c. ignore 

⑤ a. focused b. stopped c. triggered 

⑥ a. caused b. recorded c. was sent to 

 

【問 2】 (A) とほぼ同じものを指す英単語を一つ本文中から探して書きなさい。 

 

【問 3】 (B) の意味を日本語で書きなさい。 

 

【問 4】 (C) が指す内容に当たる 4 単語以上からなる表現を本文中から探して書きなさい。 

 

【問 5】  以下の a ～ d から(D)の原因となるものとして最も適切なものを選び、選択肢の記号を書きなさい。 

 

a. Opposing Forces 

b. The ongoing battle between codemakers and codebreakers 

c. Mathematics 

d. The deaths of kings and queens 

 

【問 6】 以下の a ～ c から本文の内容と最も一致しているものを一つ選び、選択肢の記号を書きなさい。 

 

a. Codes are not important for the modern computers. 

b. Without codes, kings and queens could not keep their precious secrets. 

c. Codes have been under attack of those who try to break them. 

 

2 



No.2025 — Ⅰ期（２月２日） ２０２5年度 入学試験問題 

 

英  語 解答用紙 

 

志望学部 

学  科 

コ ー ス 

学 部 

学 科 

コース 

受験

番号 

 

氏名 

 

 

 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2  

 

問 1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問 2  
      

問 3  

問 4  問 5  

問 6 

 

 

 

(1) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(6) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(2) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(7) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(3) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(8) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(4) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(9) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          

(5) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(10) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

          



No.2025-I 期 1 日目（2月 1 日）  2025 年度入学試験問題 

化      学  （その 1） 

 

志望学部 
学 科 
コース 

                           学 部 

                           学 科 

                           コース 

受 験 

番 号 
 氏 名  

 

解答はすべて解答欄に記入しなさい。 

必要があれば次の数値を用いなさい。 

アボガドロ数：6.0×1023個、ファラデー定数：F＝96500〔C/mol〕、気体定数: R=8.3×103Pa・ℓ/(K・mol)、 

標準状態での気体 1mol の体積：22.4ℓ 

原子量：H＝1.0、C＝12.0、N＝14.0、O＝16.0、Na＝23.0、S＝32.0、Cl＝35.5、Cu＝63.5、Ag＝108.0、Ca＝40.0、 

       Br=80、Ba=137、Pb = 207、Mg=24.0 

  

 

次の文の内、結晶のみにあてはまる性質にはA、非結晶のみにあてはまる性質にはB、両方にあてはまる性 

質には Cを記しなさい。 

 

(1) 粒子の配列に規則性が見られる。    

(2) 一定の融点を示さない。    

(3) 一定の形や体積を持つ。 

(4) 明確な融点や沸点がない。  

 

（1）  （2）  

（3）  （4）  

 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) 二酸化炭素 4.4 g 中には、何個の分子が含まれるか。 
(2)  標準状態で、2.8 ℓの酸素の質量は何 gか。 
(3)  0.20 mol/ℓの塩化ナトリウム NaCl 水溶液 200 mℓについて考える。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 
 (a) この水溶液中に含まれる NaCl の物質量を求めなさい。 

 (b) この水溶液中に含まれる NaCl の質量を求めなさい。 

 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

（3-a） 
 

 
（3-b） 

 

 

 

 

 

１ 

2 



No.2025-I 期 1 日目（2月 1 日）  2025 年度入学試験問題 

化      学  （その 2） 

 

1.0 mol/ℓの希塩酸 20 mℓに 0.48 g のマグネシウムを加えたところ、水素が発生して塩化マグネシウムMgCl2 

ができたが、マグネシウムの一部は反応せずに残った。以下の設問に答えなさい。 

(1) この反応を化学反応式で表しなさい。 
(2) 希塩酸 20 mℓ中に含まれる HCl は何 mol か。 
(3)  反応せずに残ったMg は何 g か。 
(4) 発生したH2は標準状態で何ℓか。 

 

（1） 

 

 

 

 

 

（2） 

 

 

 

 

（3） 

  

 

 

 

（4） 

 

 

 

 

 

 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) pH = 3の水溶液Aと、pH = 8の水溶液Bがある。Aの水素イオン濃度は、Bの水素イオン濃度の何倍か。 
(2) 0.05 mol の水酸化ナトリウムを水に溶かし、500 mℓの水酸化ナトリウム水溶液とした。この水酸化ナトリウム 
水溶液の pH を求めなさい。 

(3) 0.1 mol の塩化水素を水に溶かし、1 ℓの塩酸とした。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 
 (a) この塩酸 1 ℓ中に含まれる H+の物質量を求めなさい。 

 (b) この塩酸の水素イオン濃度[H+]を求めなさい。 

 

 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

（3-a） 
 

 
（3-b） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 
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No.2025-I 期 1 日目（2月 1 日）  2025 年度入学試験問題 

化      学  （その 3） 

 

炭素、水素、酸素だけからなる化合物A 30.0 mg を完全に燃焼させると、二酸化炭素が 66.0 mg、水が 36.0 

mg 生成した。以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

(1) 化合物 Aの組成式を求めなさい。 

(2) 化合物 Aの分子量は 60 であった。化合物 Aの分子式を求めなさい。 

 

（1） 

 

 （2） 

 

 

 

 

 

 

メタンの水素原子 1個を、次のそれぞれの原子団で置き換えた形の化合物の名称を答えなさい。 

(1) ‒OH   (2) ‒COOH   (3) ‒CHO   (4) ‒COOC2H5 

 

（1） 
 

 
（2） 

 
 

（3） 
 

 
（4） 

 
 

 

 

 

(1) 2CuO + C → 2Cu + CO2 の反応について考察する。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 
 (a) 酸化された物質は何か。 

 (b) 還元された物質は何か。 

(2) 白金電極を用いて、塩酸を電気分解することを考察する。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 

 (a) 陰極に生成する物質を化学式で記しなさい。 

 (b) 陽極に生成する物質を化学式で記しなさい。 

 

 

 
 

（1-a） 
 

 
（1-b） 

 

 

（2-a） 
 

 
（2-b） 

 

 

5 

6 6 
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No.2025-I 期 2 日目（2月 2 日）  2025 年度入学試験問題 

化      学  （その 1） 

 

志望学部 
学 科 
コース 

                           学 部 

                           学 科 

                           コース 

受 験 

番 号 
 氏 名  

 

解答はすべて解答欄に記入しなさい。 

必要があれば次の数値を用いなさい。 

アボガドロ数：6.0×1023個、ファラデー定数：F＝96500〔C/mol〕、気体定数: R=8.3×103Pa・ℓ/(K・mol)、 

標準状態での気体 1mol の体積：22.4ℓ 

原子量：H＝1.0、C＝12.0、N＝14.0、O＝16.0、Na＝23.0、S＝32.0、Cl＝35.5、Cu＝63.5、Ag＝108.0、Ca＝40.0、 

       Br=80、Ba=137、Pb = 207、Mg=24.0 

  

 

硝酸銀水溶液に、希塩酸、臭化カリウム水溶液、硫化水素水、クロム酸カリウム水溶液を加えたら、それぞれ 

A、B、C、D の沈殿が生じた。沈殿A、B、C、D の化学式を書きなさい。 

 

（A） 
 

 
（B） 

 

 

（C） 
 

 
（D） 

 

 

 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) 27 ℃、3.0×105 Pa で、8.3 ℓの気体がある。この気体の物質量は何mol か。 
(2) 窒素は、40 ℃、1.0×105 Pa で水 1.0 ℓに 5.5×10‒4 mol 溶ける。40 ℃で 1.0×105 Pa の空気が水に接し 
ている時、15 ℓの水に溶解している窒素の質量は何 gか。ただし、空気は窒素と酸素が体積比 4:1 の混合物 

とする。 

(3)  一定温度で、2.0×105 Pa で 6.0 ℓの窒素と 1.0×105 Pa で 3.0 ℓの水素を、5.0 ℓの容器に入れた。以下 
の設問(a)、(b)に答えなさい。 

 (a) 窒素の分圧を求めなさい。 

 (b) この混合気体の全圧を求めなさい。 

 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

（3-a） 
 

 
（3-b） 

 

 

 

 

 

 

１ 

2 



No.2025-I 期 2 日目（2月 2 日）  2025 年度入学試験問題 

化      学  （その 2） 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) 18 %の水酸化ナトリウム水溶液の密度は、1.2 g/cm3である。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 
 (a) この溶液のモル濃度を求めなさい。 

 (b) この溶液の質量モル濃度を求めなさい。 

(2) メタン CH4が完全燃焼する反応について、以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 
 (a) メタン 2.0 g が完全燃焼すると、生じる水は何 gか。 

 (b) 標準状態で、1.4 ℓのメタンを完全燃焼させるのに必要な酸素は何ℓか。 

 

（1-a） 
 

 
（1-b） 

 

 

（2-a） 
  

 
（2-b） 

 

 

 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) 水酸化ナトリウム 4.0 g を完全に中和するのに、2.0 mol/ℓの塩酸が何 mℓ必要か。 
(2) 0.050 mol/ℓ酢酸水溶液の pH は 3であった。この水溶液中での酢酸の電離度を求めなさい。 
(3) 0.010 mol/ℓの塩酸 10 mℓと 0.0050 mol/ℓの硫酸 10 mℓの混合溶液がある。この混合溶液を 0.010 mol/ℓ 
水酸化ナトリウム水溶液で中和滴定すると、水酸化ナトリウム水溶液が何mℓ必要か。 

 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

（3） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

4 



No.2025-I 期 2 日目（2月 2 日）  2025 年度入学試験問題 

化      学  （その 3） 

 

次の化合物に含まれる官能基の名称を書きなさい。 

(1) CH3COCH3   (2) CH3CH(NH2)COOH 

 

（1） 

 

 （2） 

 

 

 

 

 

 

アルケン Aに臭素を付加させたところ、アルケン Aの 3.3 倍の分子量を持つ生成物が得られた。アルケン 

Aの分子式を求めなさい。 

 

 

 

 

 

(1) 次の下線をつけた原子の酸化数を求めなさい。 
 (a) SO2   (b) HNO3 

(2) 白金電極を用いて、硝酸銅(II)水溶液を1.00 Aの電流で32分10秒間電気分解した。以下の設問(a)、(b) 

に答えなさい。 

 (a) この電気分解で流れた電子の物質量は何 mol か。 

 (b) 陽極で生成する物質の化学式とその質量(有効数字 2桁)を答えなさい。 

 

（1-a） 
 

 
（1-b） 

 

 

（2-a） 
 

 
（2-b） 

 

 

 
 

5 

6 

7 



No.2025－I期（2月 1日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 1） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

次の文について、下線部の語句が文の内容と合っていれば○を、間違っていれば正しい語句を解答欄に記入せよ。 

 

(1) 細胞に含まれる有機物のうち、DNAや RNAなどを遺伝子という。 (1)  

(2) タンパク質が高温にさらされたとき、立体構造が変化することを変性という。 (2)  

(3) 酵素がはたらきかける相手の物質を原質という。 (3)  

(4) アブラムシとアリのように、関係し合う双方の種が利益を得る関係を相利共生という。 (4)  

(5) 植物体内のオーキシンの移動の方向性を極性移動という。 (5)  

(6) シナプスの神経終末から放出される化学物質をニューロンという。 (6)  

(7) 動物の脳のうち、体の平衡を制御する中枢は間脳である。 (7)  

(8) 胚の細胞の形やはたらきが変わっていくことを細胞分化という。 (8)  

(9) 赤血球に含まれ、酸素と結合する性質をもつタンパク質はヘモグロビンである。 (9)  

(10) 植物が生育しておらず、土壌も形成されていない場所に始まる遷移を二次遷移という。 (10)  

 

 

 

次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。 

 右の図 1は、一定温度におけるある緑色植物の葉の光合成量、見かけの光合成量、呼吸量と光の強さとの関係を表し、図 2は同種の葉の呼吸量と温度

との関係を表したものである。 

(1) 図 1の線 a～cのうち、見かけの光合成量を表しているものはどれか。 

(2) 図 1で示されたグラフは、何 ℃で行われた実験結果を示したものか。 

(3) この実験を 30 ℃で行った場合、光補償点はいくらになると予想されるか。 

(4) 図 1を陰生植物の光合成量を示したものとして、そこに陽生植物の光合成量のグラフを描き入れるな

らば、（A）光補償点、（B）光飽和点はそれぞれどのようになると考えられるか。次の中から選び記号

で答えよ。 

Ⅰ. 右にずれる     Ⅱ. 左にずれる 

(5) この緑色植物の葉 50 cm2に、図 1 において 2000 ルクスの光を 1 時間照射したとき、光合成によっ

て合成されるグルコースの量を求めたい。次の文中の空欄 ア ～ オ に入る適当な数値を解答欄

に記入せよ。ただし、原子量は H=1、C=12、O=16とし、四捨五入により小数第一位まで求めよ。 

〔文〕光合成において、 ア 個の二酸化炭素分子が 1 個のグルコース分子に変えられる。二酸化炭素 1 個の分子量は イ であり、グルコー

ス 1 個の分子量は ウ である。2000 ルクスの光を 1 時間照射した場合の光合成により、二酸化炭素が エ mg吸収されるので、下の式により

合成されたグルコース量 Xを求めることができる。 

 

 

 

(1)  (2)        ℃ (3)       ルクス (4) A     B     

(5) ア       イ      ウ       エ       オ     

 

1 

2 

    エ          X 

 ア × イ    1 × ウ  
＝               X＝ オ  

二
酸
化
炭
素
吸
収
速
度 

呼
吸
量 

 10 

8 

6 

4 

2 

0 

-2 
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No.2025－I期（2月 1日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 2） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

1. 次の文章は、DNA の遺伝情報をもとにタンパク質が合成される過程について述べたものである。文章中の空欄 ア ～ エ に適切な語句を記入

せよ。また、 オ に適切な数字を記入せよ。 

タンパク質のアミノ酸配列を指定する DNA の塩基配列を写し取るようにして ア が合成される。この過程を イ という。 ア が合成され

ると、その塩基配列に応じた ウ が順に運ばれてきて、互いに結合してタンパク質ができる。この過程をｌエ という。 エ の過程では、連続

した オ つの塩基が 1つのアミノ酸を指定している。 

2. 上記 1のような遺伝情報の流れを、一般的に何とよぶか答えよ。 

3. 下の表は、様々な生物の組織(a)～(d)の DNAを解析し、その構成要素である A・G・C・Tの数の割合および核 1個当たりの平均の DNA量を調べた

ものである。この中に、同じ生物の肝臓に由来したものと精子に由来したものがそれぞれ 1つずつ含まれている。精子に由来したものを(a)～(d)から

1つ選べ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の文章を読んで、空欄に入る最も適当な語句を語群から選び解答欄に記入せよ。 

 今から約 2 億 5 千万年前に始まる ア は恐竜の時代とも呼ばれる。その後 2 億年近く繁栄した恐竜は、 ア の最後の時代である イ に絶滅し

た。その原因は直径 10 kmもの隕石が地球に衝突したことだと言われている。巨大な隕石が衝突すると大量の粉塵が舞い上がり、何年も上空に漂うこと

になる。それにより ウ が遮られれば、気温は下がり、植物は光合成ができなくなる。 エ である植物の減少は大型動物にとって致命的である。し

かし恐竜と近縁の オ は絶滅しなかった。この違いは、恐竜が カ であったため、同じ大きさの オ に比べると約５倍のエネルギーが必要だった

ためと考えられる。一方、羽毛恐竜から進化した キ では、少ない餌でも生存可能な ク の種のみが生き残った。また、恐竜の時代には夜行性で隠

れるように生きていた ケ も、 ク であったために生き残り、その後の繁栄につながったと考えられる。他に恐竜の絶滅後に繁栄した生物としては、

ヘビ類、昆虫類、 コ などがある。 

 

語群    第三紀  クラゲ類  温室効果  古生代  発芽  生産者  クジラ類  変温性  大型  白亜紀 

      太陽光  被子植物  ワニ類  ジュラ紀  鳥類  ほ乳類  中生代  恒温性  裸子植物  小型 

 

ア    イ     ウ     エ     オ    

カ    キ      ク     ケ    コ   

 

 

 

 

組織 

各構成要素の割合（％） DNA量 

（×10-12g） A G C T 

(a) 26.6  23.1  22.9  27.4  95.1  

(b) 27.3  22.7  22.8  27.2  34.7  

(c) 28.9  21.0  21.1  29.0  6.4  

(d) 28.7  22.1  22.0  27.2  3.3  

1 ア      イ    ウ   エ    オ     

2           3  

3 

4 



No.2025－I期（2月 2日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 1） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

次の文について、下線部の語句が文の内容と合っていれば○を、間違っていれば正しい語句を解答欄に記入せよ。 

 

(1) 細胞や細胞小器官の膜を総称して細胞膜とよぶ。 (1)  

(2) アミノ酸どうしが結びつく結合をペプチド結合という。 (2)  

(3) T細胞がはたらく適応免疫を体液性免疫という。 (3)  

(4) 果実の成熟を促進する植物ホルモンはエチレンである。 (4)  

(5) 生産者を食べる消費者を一次消費者という。 (5)  

(6) 暗い場所で次第に眼が慣れてきて、見えるようになることを明順応という。 (6)  

(7) 大脳や小脳の皮質は白質である。 (7)  

(8) カエルの卵の卵割のしかたを等分割という。 (8)  

(9) 体外環境が変化しても、体内環境を一定に保とうとするはたらきを恒常性という。 (9)  

(10) 亜熱帯より高緯度で冬が比較的温暖な温暖帯でみられ、常緑広葉樹を主体とする森林は硬葉樹林である。 (10)  

 

 

 

次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。 

 人が運動をすると心拍数が増加する。これは運動により血液中の A が増加したことを中枢神経が感知し、交感神経が心臓の拍動を増やすよう働き

かけ、 B を多く含んだ血液を全身に送ろうとするためである。また、運動は血液中の C の減少も引き起こすため、交感神経が aすい臓の D 細

胞から E を分泌させ、b 副腎髄質からは F を分泌させる。それらのホルモンにより肝臓や筋肉に蓄積された G が H に分解され、運動に必

要なエネルギーが筋肉に供給されるようになる。これら自律神経系と内分泌系は、c間脳の視床下部によって支配されている。 

 

(1) 文中の空欄 A ～ H に入る適当な語句を解答欄に記せ。 

 

(2) 次の①～⑤の事柄は、交感神経と副交感神経のどちらを活発にさせると考えられるか。交感神経の場合はⅠ、 

副交感神経の場合はⅡと解答欄に記入せよ。 

① 山でクマに遭遇したとき   ② ゆっくり息を吐いたとき  

③ 大切な試験を受けるとき   ④ お腹がすいたとき     ⑤ 食事をした後 

 

(3) 文中の下線 a～cの器官は右の図のどれか。記号で答えよ。 

 

(1) 

A   B      C    D  E   

F   G   H   

(2) ①     ②     ③     ④      ⑤      

(3) a     b     c     

 

 

1 

2 

 



No.2025－I期（2月 2日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 2） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

1. 下の文章の空欄 ア ～ カ に適切な語句を記入せよ。 

突然変異のうち、DNAの塩基配列に変化が生じるものは ア とよばれる。 ア には、ある塩基が他の種類の塩基に置き換わる イ や、塩

基が失われる ウ 、新たに塩基が入り込む エ がある。突然変異によって生じる病気として、ヒトのヘモグロビンに イ が起こり、酸素が不

足すると赤血球が変形する オ が知られている。同種の個体間にみられる、一連の塩基配列中に存在する 1つの塩基だけいの違いは、 カ とよ

ばれる。ヒトゲノムの中には多くの カ が存在する。 

2. ヒトの DNAは 2重らせん構造を形成している。この構造を提唱した人物の名前を 2人答えよ。 

3. 2本鎖 DNAに含まれる塩基の数に関して常に成り立つ式はどれか。次の(a)～(c)から選べ。ただし、A、T、G、Cはそれぞれの塩基の数を表してい

る。 

(a) T + G = A + C 

(b) A + T = G + C 

(c) 3A = T + G + C 

4. ヒトの染色体 1 本に含まれる DNA の長さは約 1.4 億塩基対である。では、ヒトの細胞 1 個に含まれる DNA の長さはおよそいくらになるか。ただ

し、ヒトの細胞 1個には 23対の染色体が含まれている。 

 

 

 

 

次の文章を読んで、空欄に入る最も適当な語句を語群から選び解答欄に記入せよ。 

 生態系は様々な危機に直面している。(1)外来生物の侵入は、在来の生き物を捕食したり、資源や ア をめぐる競争や、新たな病原菌の イ を行った

りして、元の生態系を撹乱する。(2)地球温暖化は、生物の ウ を変化させるが、気候の変化に ウ の変化が追いつかなければ種の絶滅も起こりうる。

特に島や エ の生物はその危険にさらされている。また オ のいくつかのグループでは孵卵時の温度で性別が決まるため、温暖化により集団の性比が

大きく変化する可能性がある。(3)家庭や工場から出る排水や、 カ から流れ出る雨水が、多量の養分を含んで湖沼や海に流れ込めば キ が起こる。     

 キ によりプランクトンが急増して赤潮などが発生し、その後はプランクトンの死骸が分解される過程で水域が ク の状態となり、底生の動植物や養

殖魚などを大量死させる。また、農薬など人工化合物による汚染も問題になっている。(4)人間が衣食住に必要な資源を過剰に利用することも続いている。

熱帯雨林では大規模な伐採が起こり、海洋ではマグロや ケ などの水産資源の減少が目立つようになった。(5)生態系を人工的な環境に変えることで、生

物の生息地を奪っている。世界の陸地の 3分の 2が カ へと変えられ、河岸や海岸線が コ や埋め立てなどで改変されている。 

 

語群    配偶者  媒介  薬剤耐性  貧酸素  カキ  形態  高山地帯  ウナギ  イワシ  貧栄養  生物濃縮 

        一次遷移  は虫類  空間  浄化  護岸  保全  クジラ類  鳥類  分布  富栄養化  草原  農地 
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カ     キ    ク    ケ    コ     
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№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （工学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

選択肢

 　次の各問いに答えよ。なお，の空欄には適当な記号を，の空欄には適当な数式をうめよ。

　　次の空欄に適するものを選択肢～の中から選べ。

　　　であることは，   であるための  ア

　　　命題，を「：は素数である」「：    」とする。はであるための  イ 

　　　

　　　　　　必要十分条件である。

　　　　　　必要条件であるが，十分条件でない。

　　　　　　必要条件でないが，十分条件である。

　　　　　　必要条件でも，十分条件でもない。

　　についての次関数    のグラフの頂点の座標は  ウ である。また，この次

　　関数のグラフが軸に接するのは定数の値が  エ のときである。

　　さいころを回連続してふる。回のうち少なくとも回はの目が出る確率は  オ である。また，出た

　　目の中で，最大値がとなる確率は  カ である。

　　個の整数値からなるデータ の平均値が，分散が



であるとき，

　　　      の値を求めよ。

　　　 の値を求めよ。

　　放物線  をとする。　

　　　放物線上の点  におけるの接線の方程式を求めよ。

　　　放物線と，で求めた接線，および軸で囲まれた図形の面積を求めよ。

 　一般に，次の等式が成り立つことが知られている。この性質を既知として，以下の各問いに答えよ。

　　　　　　　     　……①

　　　　　　　      　……②

　　


の値を求めよ。

　　等式  　が成り立つことを導け。

　　


の値を求めよ。

　　等式   が成り立つことを導け。

　　等式  
 







 



をみたすをすべて求めよ。ただし，と

　　する。



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)

( , )



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]

[5]



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （総合情報学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　円に内接する四角形において，，，であるとき，次の各問いに答えよ。

　　の大きさを求めよ。

　　円の半径を求めよ。

　　のとき，辺の長さを求めよ。

　　四角形の対角線を折り目として，△と△が垂直になるように折り，四面体をつくる。

　　このとき，四面体の体積の最大値を求めよ。

選択肢

 　次の各問いに答えよ。なお，の空欄には適当な記号を，の空欄には適当な数式をうめよ。

　　次の空欄に適するものを選択肢～の中から選べ。

　　　であることは，   であるための  ア

　　　命題，を「：は素数である」「：    」とする。はであるための  イ 

　　　

　　　　　　必要十分条件である。

　　　　　　必要条件であるが，十分条件でない。

　　　　　　必要条件でないが，十分条件である。

　　　　　　必要条件でも，十分条件でもない。

　　についての次関数    のグラフの頂点の座標は  ウ である。また，この次

　　関数のグラフが軸に接するのは定数の値が  エ のときである。

　　さいころを回連続してふる。回のうち少なくとも回はの目が出る確率は  オ である。また，出た

　　目の中で，最大値がとなる確率は  カ である。

　　個の整数値からなるデータ の平均値が，分散が



であるとき，

　　　      の値を求めよ。

　　　 の値を求めよ。

　　次不等式  を①とする。

　　　次不等式①を解け。

　　　次不等式①を満たすすべての整数に対して，不等式  が成り立つような定数の値の

　　　範囲を求めよ。



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)

( , )



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]



二
〇
二
五
年
三
月
八
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅱ
期
）

国
語

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

Ｅ次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

行
き
す
ぎ
な
い
程
度
に
「
孤
高
の
人
」
た
れ

同
じ
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
で
も
、
「
孤
独
な
人
」
で
は
な
く
「
孤
高
の
人
」
と
表
現
す
る
と
、
ぐ
ん
と
聞
こ
え
が
良
く
な
り
ま
す
。
何
者
に

も

Ⅰ

せ
ず
、
ひ
と
り
超
然
と
高
い
境
地
に
い
る
よ
う
な
、
か
っ
こ
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

①

そ
れ
に
「
孤
独
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
ど
こ
か
他
か
ら
排
除
さ
れ
た
よ
う
な
寂
し
さ
が
タ
ダ
ヨ
い
ま
す
が
、
「
孤
高
」
に
は
孤
独
感
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
な
い
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
は
十
代
の
こ
ろ
、
「
孤
高
の
人
」
に
な
り
た
い
と
、
強
く
あ
こ
が
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
中
学
三
年
生
の
と
き
に
呼
ん
だ
、
吉
川
英
治
の

『
宮
本
武
蔵
』
に
影
響
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い
。

武
蔵
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
相
当
に
剣
の
研
鑽
を
積
み
ま
し
た
。
命
を
か
け
た
初
め
て
の
勝
負
が
十
三
歳
の
と
き
で
、
し
か
も
当
流
の
名
の
あ

け
ん
さ
ん

Ａ

る
兵
法
者
に
勝
っ
た
の
で
す
か
ら
、
非
凡
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

②

さ
ら
に
十
六
歳
で
強
敵
に
勝
ち
、
二
十
一
歳
で
都
へ
出
る
や
、
天
下
に
そ
の
名
の
聞
こ
え
た
武
芸
者
相
手
に
数
度
の
勝
負
に
イ
ド
み
全
勝
。

さ
ら
に
諸
国
・
諸
流
派
の
武
芸
者
と
戦
い
、
二
十
八
、
九
歳
ま
で
に
六
十
回
以
上
勝
負
し
て
、
一
度
も
負
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
二
十
八
、
九
歳
の
こ
ろ
の
〞
武
者
修
行
の
最
後
の
勝
負
〟
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
か
の
有
名
な
佐
々
木
小
次
郎
と
の
「
巌

流

島
決

が
ん
り
ゆ
う
じ
ま

戦
」
で
す
。
小
説
の
な
か
で
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ン
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

③

Ｂ

小
説
を
通
し
て
そ
ん
な
武
蔵
の
シ
ョ
ウ
ガ
イ
を
た
ど
り
、
彼
が
ま
さ
に
「
孤
高
の
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
私
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
単

④

身
、
名
だ
た
る
武
芸
者
に
イ
ド
み
、
勝
利
を
重
ね
た
約
二
十
年
の
キ
セ
キ
に
、
一
匹
狼
と
し
て
生
き
る
か
っ
こ
よ
さ
を
感
じ
た
の
で
す
、
そ
し

て
齋
藤
孝
少
年
こ
と
私
は
、

「
高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
武
蔵
の
よ
う
に
生
き
る
。
孤
高
の
人
に
な
る
」

⑤

と
決
め
ま
し
た
。
そ
の
シ
ュ
ン
カ
ン
、
「
人
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
ダ
メ
だ
。
み
ん
な
と
は
違
う
何
か
を
し
た
い
」
と
思
い
詰
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

Ｃ

た
だ
少
々
行
き
過
ぎ
ま
し
た
。
「
孤
高
の
人
」
を
目
指
す
こ
と
が
、
必
要
以
上
に
孤
独
感
を
強
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
行
き
過
ぎ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
も
、
一
冊
の
本
で
し
た
。

Ⅱ

の
『
山
月
記
』
で
す
。

高
校
時
代
に
読
ん
だ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
応
、
簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
く
と

、

舞
台
は
唐
王
朝
時
代
の
中
国
。
主
人
公
の
李
徴
は
若
く
し
て
超
難
関
の
科
挙
（
官
僚
登
用
試
験
）
に
合
格
し
た
。
と
こ
ろ
が
幼
少
期
よ
り

り

ち
よ
う

天
才
と
称
さ
れ
た
彼
は
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
ゆ
え
に
周
囲
に
馴
染
め
ず
、
い
わ
ゆ
る
下
積
み
の
よ
う
な
仕
事
が
イ
ヤ
で
、
あ
っ
さ
り
役
人
を
辞

な

じ

め
て
し
ま
う
。
李
徴
が
目
指
し
た
の
は
詩
人
。
歴
史
に
残
る
よ
う
な
詩
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
だ
。⑥

事
は
そ
う
簡
単
に
運
ば
な
い
。
李
徴
は
し
だ
い
に
自
分
の
才
能
を
評
価
し
な
い
世
の
中
に
恨
み
を
ツ
ノ
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
一
方
で
、

生
活
の
困
窮
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
泣
く
泣
く
下
級
役
人
に
な
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
「
身
を
落
と
し
た
」
よ
う
な
も
の
。
そ
う
な
っ
て
し

⑦

ま
っ
た
自
分
を
許
せ
ず
、
つ
い
に
は
ハ
ッ
キ
ョ
ウ
し
て
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
虎
は
「
百
獣
の
王
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
の
も
、
あ
る
意
味
で
自
分
の
理
想
と
す
る
強
さ
へ
の
あ
こ
が
れ

Ｄが
具
象
化
さ
れ
た
、
と
も
言
え
ま
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
が
こ
の
小
説
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
「
才
能
と
い
う
の
は
、

Ⅲ

」
と
い
う
こ
と
で
す
。

李
徴
だ
っ
て
、
ふ
つ
う
に
社
会
と
交
わ
る
な
か
で
、
自
分
の
詩
に
対
す
る
評
価
を
素
直
に
受
け
入
れ
、
ま
た
同
好
の
士
と
競
い
な
が
ら
能
力

を
切
磋
琢
磨
し
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
結
果
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
孤
高
で
い
た
こ
と
で
、
自
分
の
伸
び
し
ろ
を
縮
め
て
し
ま
っ
た

せ
つ

さ

た
く

ま

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

⑧

Ｅ

李
徴
の
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
は
、
皮
肉
に
も
自
分
の
可
能
性
の
芽
を
ツ
み
、
本
来
持
っ
て
い
た
「
大
志
」
を
「
卑
小
な
志
」
に
歪
め
た
と
し
か

ゆ
が

思
え
ま
せ
ん
。

⑨

現
実
が
理
想
に
追
い
つ
か
ず
、
プ
ラ
イ
ド
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
は
た
と
気
づ
く
と
、
心
が
孤
独
感
に
オ
オ
わ
れ
て
い
た
の
で

【一】



し
ょ
う
。
私
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
実
感
し
ま
し
た
。

「
孤
高
で
あ
る
こ
と
自
体
は
す
ば
ら
し
い
。
志
を
高
く
持
ち
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
高
み
を
目
指
す
の
だ
か
ら
。
で
も
一
匹
狼
で
あ
ろ
う
と
し

過
ぎ
る
と
、
逆
に
周
囲
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

武
蔵
に
し
て
も
、
ひ
と
り
き
り
で
剣
の
修
行
を
積
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
有
能
な
武
芸
者
た
ち
と
命
が
け
の
勝
負
を
す
る
な
か

で
、
ワ
ザ
を
磨
い
た
で
は
な
い
か
。
自
分
も
一
匹
狼
を

Ⅳ

は
ま
だ
若
過
ぎ
る
。
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
け
る
空
間
に
身
を
置
く
こ
と
の
ほ

う
が
、
よ
ほ
ど
大
事
だ
」
と
。

⑩

「
孤
高
」
は
目
指
す
キ
ョ
ウ
チ
と
し
て
は
い
い
し
、
そ
の
た
め
に
「
た
っ
た
ひ
と
り
で
研
鑽
す
る
」
時
間
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。
し
か

し
人
と
の
交
流
を
一
切
断
っ
て
は
ダ
メ
。
い
た
ず
ら
に
孤
独
感
を
深
め
る
だ
け
で
、
目
指
す
「
孤
高
の
人
」
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
李
徴
が
虎
に

な
っ
た
よ
う
に
、
人
間
の
心
を
失
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
が
ん
ば
る
時
間
と
、
周
り
の
み
ん
な
と
助
け
合
っ
た
り
、
競
い
合
っ
た
り
、
刺
激
し
合
っ
た
り
す
る
時
間
と
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
事
に
取
り
組
む
。
そ
れ
が
で
き
て
初
め
て
、
孤
独
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
「
孤
高
の
人
」
へ
の
道
が
開
け
て
く
る
の
で
す
。

（
齋
藤
孝
『
孤
独
を
生
き
る
』
）

（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）
空
欄

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

納
得

イ

協
調

ウ

拒
絶

エ

迎
合

（
問
三
）

線
部
Ａ
「
非
凡
」
の
対
義
語
を
答
え
な
さ
い
。

（
問
四
）

線
部
Ｂ
「
『
孤
高
の
人
』
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
感
じ
た
の
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
五
）

線
部
Ｃ
「
『
孤
高
の
人
』
を
目
指
す
こ
と
が
、
必
要
以
上
に
孤
独
感
を
強
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
状
態
に
陥
っ
た
の
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
六
）
空
欄

Ⅱ

に
当
て
は
ま
る
「
山
月
記
」
の
作
者
名
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

（
問
七
）

線
部
Ｄ
に
よ
る
と
「
具
象
化
」
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

姿
を
持
つ
具
体
的
な
形
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
。

イ

複
数
の
情
報
に
共
通
す
る
要
素
を
抜
き
出
す
こ
と
。

ウ

む
だ
を
省
い
て
簡
単
に
す
る
こ
と
。

エ

自
と
他
を
明
確
に
分
離
し
、
自
が
他
を
見
る
こ
と
。

（
問
八
）
空
欄

Ⅲ

に
当
て
は
ま
る
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

生
ま
れ
持
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ

イ

選
ば
れ
た
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
だ

ウ

自
然
に
消
え
て
い
く
も
の
で
あ
る

エ

ひ
と
り
で
磨
く
の
に
は
限
界
が
あ
る

（
問
九
）

線
部
Ｅ
「
卑
小
な
志
」
と
は
ど
の
よ
う
な
志
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
十
）
空
欄

Ⅳ

に
当
て
は
ま
る
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

拝
命
す
る

イ

気
取
る

ウ

名
乗
る

エ

吹
聴
す
る



二
〇
二
五
年
三
月
八
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅱ
期
）

国
語

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

Ｆ
次
の
文
章
は
、
祖
母
の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
甥
の
も
と
を
私
が
訪
ね
る
場
面
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
ま
た
、
こ
わ
く
な
っ
た
の
か
い
」

私
は
、
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

Ａ

①

甥
の
小
さ
な
鼻
孔
か
ら
か
す
か
に
息
が
も
れ
て
、
頬
が
ゆ
る
ん
だ
。
眼
に
少
女
の
羞
じ
ら
い
に
似
た
テ
れ
臭
そ
う
な
光
が
う
か
び
、
か
す

か
に
安
堵
し
た
ら
し
い
色
も
か
す
か
に
浮
か
び
出
た
。

②

私
に
は
、
甥
の
頭
の
中
を
シ
め
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
自
分
も
幼
い
頃
、
甥
と
同
じ
よ
う
な
恐
れ
に
お
そ

③

④

わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
し
、
形
こ
そ
イ
ク
ブ
ン
変
っ
て
は
き
て
も
現
在
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
イ
シ
キ
の
動
き
な
の
だ
。

⑤

Ｂ

甥
は
、
私
の
腕
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
私
も
ア
タ
タ
か
い
小
さ
な
体
を
抱
い
て
や
っ
た
。
な
ぜ
か
私
に
は
、
甥
が
ひ
ど
く
大
人
び
た
も
の
に
感

じ
ら
れ
た
。

「
ま
た
行
列
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
ん
だ
な
」

と
、
私
は
言
っ
た
。

甥
の
鼻
孔
か
ら
ま
た
息
が
も
れ
、
眼
に
か
す
か
な
笑
み
が
う
か
ん
だ
。

た
し
か
に
二
度
目
に
お
か
し
く
な
っ
た
時
の
こ
と
だ
が
、
甥
は
、
行
列
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
。
甥
は
、
私
に
、

「
人
間
っ
て
、
み
ん
な
死
ぬ
の
」

と
、
お
び
え
き
っ
た
眼
を
し
て
言
っ
た
。

「
そ
の
通
り
だ
」

⑥

私
は
、
ソ
ク
ザ
に
答
え
た
。

「
お
母
さ
ん
も
、
お
父
さ
ん
も
、
姉
さ
ん
た
ち
も
ぼ
く
も
、
お
じ
さ
ん
も
䢧
䢧
」

「
そ
う
さ
、
み
ん
な
死
ぬ
ん
だ
」

「
お
巡
り
さ
ん
も
、
バ
ス
の
運
転
手
も
、
学
校
の
先
生
も
？
」

「
そ
の
通
り
だ
。
だ
れ
も
み
な
死
ぬ
ん
だ
」

「
す
る
と
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
育
っ
て
行
く
と
い
う
の
は
、
一
日
一
日
死
ぬ
日
に
近
づ
い
て
ゆ
く
こ
と
な
の
？
」

「
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
な
」

「
じ
ゃ
、
み
ん
な
行
列
し
て
い
る
ん
だ
ね
、
死
ぬ
日
に
む
か
っ
て
䢧
䢧
」

Ｃ「
そ
う
だ
、
行
列
だ
。
お
前
、
う
ま
い
こ
と
を
言
う
な
、
行
列
な
ん
だ
、
行
列
な
ん
だ
よ
」

⑦

私
が
言
う
と
、
初
め
て
甥
の
顔
に
ビ
シ
ョ
ウ
が
湧
い
た
の
だ
。

⑧

今
も
私
が
「
行
列
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
と
、
甥
の
顔
に
は
、
わ
ず
か
に
ホ
コ
ら
し
そ
う
な
表
情
が
う
か
ん
だ
。
そ
し
て
、
い
つ
も

の
よ
う
に
私
と
甥
の
間
で
何
度
か
く
り
返
さ
れ
た
会
話
が
か
わ
さ
れ
た
。

「
死
ん
じ
ゃ
う
と
、
息
も
で
き
な
く
な
る
ん
だ
ね
」

甥
は
、
た
し
か
め
る
よ
う
に
私
の
顔
を
お
び
え
た
眼
で
見
つ
め
る
。

「
そ
う
と
も
」

「
体
も
冷
た
く
な
っ
て
、
動
か
な
く
な
っ
て
、
火
で
焼
か
れ
て
灰
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
ね
」

「
よ
く
知
っ
て
い
る
な
、
そ
の
通
り
だ
」

甥
は
、
考
え
深
げ
に
眉
を
よ
せ
て
口
を
つ
ぐ
む
。

「
死
ぬ
っ
て
ど
ん
な
感
じ
か
な
。
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
、
灰
に
な
る
だ
け
？
」

「
お
じ
さ
ん
も
ま
だ
死
ん
だ
こ
と
が
な
い
か
ら
、
死
ぬ
っ
て
ど
ん
な
感
じ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
。
な
ん
に
も
な
い
っ
て
い
う
感
じ
じ
ゃ
な

い
か
な
。
だ
っ
て
、
灰
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
も
の
な
」

「
死
ぬ
っ
て
、
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
こ
と
だ
よ
ね
」

「
た
ぶ
ん
、
そ
う
だ
ろ
う
な
」

【二】



⑨

甥
は
、
不
安
そ
う
に
ま
た
ダ
マ
り
こ
む
。

「
だ
け
ど
、
死
ぬ
っ
て
わ
か
っ
て
い
て
、
な
ぜ
み
ん
な
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
な
あ
」

Ｄ
甥
は
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
う
。

⑩

「
そ
れ
は
な
、
忘
れ
て
い
る
だ
け
な
の
さ
。
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
お
サ
ケ
を
飲
ん
だ
り
、
お
金
儲
け
し
た
り
、
き
み
だ
っ
て
遊
ん
で
い
る
時

は
忘
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」

「
そ
う
な
の
、
忘
れ
て
い
る
時
が
多
い
ん
だ
。
で
も
、
気
が
つ
い
た
時
は
こ
わ
く
て
仕
方
が
な
い
よ
。
お
じ
さ
ん
も
、
死
ぬ
の
が
こ
わ
い
ん

だ
っ
け
ね
」

甥
の
眼
に
可
笑
し
そ
う
な
光
が
う
か
び
、
私
の
表
情
を
う
か
が
っ
た
。

お

か

「
そ
う
な
ん
だ
。
こ
わ
く
て
た
ま
ら
な
い
ん
だ
」

私
は
、

Ⅰ

を
し
か
め
る
。

「
そ
ん
な
に
こ
わ
い
の
？
」

「
こ
わ
い
さ
」

Ｅ
甥
の
顔
に
快
感
に
似
た
色
が
か
す
め
す
ぎ
、
口
も
と
を
ゆ
る
め
て
私
の
顔
を
な
が
め
て
い
る
。

（
吉
村
昭
『
行
列
』
）

（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）

線
部
Ａ
「
頬
が
ゆ
る
む
」
と
い
う
慣
用
句
と
、
似
た
意
味
を
持
つ
表
現
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

顔
を
し
か
め
る

イ

顔
を
売
る

ウ

顔
が
曇
る

エ

顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ

オ

顔
を
つ
な
ぐ

（
問
三
）

線
部
Ｂ
「
な
ぜ
か
私
に
は
、
甥
が
ひ
ど
く
大
人
び
た
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
」
と
あ
る
が
、
私
が
感
じ
た
理
由
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

甥
が
、
祖
母
の
死
の
受
け
止
め
方
が
わ
か
ら
ず
、
戸
惑
っ
て
い
る
か
ら
。

イ

甥
は
、
祖
母
の
死
に
対
す
る
大
人
の
様
々
な
反
応
を
、
冷
や
や
か
に
観
察
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
。

ウ

甥
は
、
祖
母
の
死
に
対
し
て
、
子
供
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
死
を
真
剣
に
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

エ

甥
は
、
祖
母
の
死
に
対
し
て
、
私
が
オ
サ
ナ
い
頃
に
抱
い
た
以
上
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
。

（
問
四
）

線
部
Ｃ
「
そ
う
だ
、
行
列
だ
。
お
前
、
う
ま
い
こ
と
を
言
う
な
、
行
列
な
ん
だ
、
行
列
な
ん
だ
よ
」
と
あ
る
が
、
私
は
「
行

列
」
と
い
う
表
現
の
ど
の
よ
う
な
点
を
「
う
ま
い
」
と
思
っ
た
の
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
五
）

線
部
Ｄ
「
甥
は
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
う
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
表
情
に
な
っ
た
の
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
六
）
空
欄

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

手

イ

顔

ウ

足

エ

腕

オ

鼻

（
問
七
）

線
部
Ｅ
「
甥
の
顔
に
快
感
に
似
た
色
が
か
す
め
す
ぎ
、
口
も
と
を
ゆ
る
め
て
私
の
顔
を
な
が
め
て
い
る
」
と
あ
る
が
、

甥
が
こ
の
よ
う
な
反
応
を
し
た
の
は
な
ぜ
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
問
八
）
作
者
吉
村
昭
は
川
端
康
成
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
川
端
康
成
の
代
表
作
を
次
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

伊
豆
の
踊
子

イ

明
暗

ウ

千
羽
鶴

エ

破
戒

オ

檸
檬



（
問
一
）

線
部
①
か
ら
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
問
二
）

線
部
Ａ
「
誤
謬
」
の
意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

あ
や
ま
り

イ

と
つ
ぜ
ん

ウ

あ
い
ま
い
さ

エ

き
び
し
さ

（
問
三
）

線
部
Ｂ
「
哲
学
と
は
お
の
れ
自
身
の
端
緒
」
と
同
じ
内
容
の
箇
所
を
一
〇
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

（
問
四
）

線
部
Ｃ
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
を
答
え
な
さ
い
。

（
問
五
）

線
部
Ｄ
「
じ
ぶ
ん
が
こ
れ
ま
で
依
拠
し
て
い
る
〈
知
〉
の
枠
組
み
を
解
体
」
と
あ
る
が
、
ど
う
す
る
こ
と
か
答
え
な
さ
い
。

（
問
六
）
空
欄

Ⅰ

～

Ⅲ

に
当
て
は
ま
る
接
続
詞
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

そ
し
て

イ

し
か
し

ウ

な
ぜ
な
ら

エ

で
は

（
問
七
）
空
欄

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
句
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

再
構
築

イ

思
想
拡
大

ウ

自
己
意
識

エ

総
合
選
抜

（
問
八
）

線
部
Ｅ
「
真
空
地
帯
」
と
あ
る
が
、
何
の
た
と
え
か
答
え
な
さ
い
。

（
問
九
）

線
部
Ｄ
「
時
代
を
視
る
こ
と
、
診
る
こ
と
、
看
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
説
明
し
な
さ
い
。



二
〇
二
五
年
三
月
八
日

二
〇
二
五
年
度
入
学
試
験
問
題
（
Ⅱ
期
）

国
語

解
答
用
紙

学
部

学
科

コ
ー
ス

受
験
番
号

氏
名

タ
ダ
ヨ

い

イ
ド

み

シ
ョ
ウ
ガ
イ

キ
セ
キ

シ
ュ
ン
カ
ン

①

漂

い

②

挑

み
徐

③

生

涯
裏

④

軌

跡
不

可

⑤

瞬

間
貢

献

論

々

付

欠

問
一

ツ
ノ

ら
せ

ハ
ッ
キ
ョ
ウ

ツ

み

オ
オ
わ
れ

キ
ョ
ウ
チ

Ｅ

⑥

募

ら
せ
圧

⑦

発

狂
宿

⑧

既
摘

み

⑨

覆

わ
れ
枠

⑩

境

地

削

命

存

減

問
二

エ

問
三

平
凡

武
蔵
が
単
身
、
名
だ
た
る
武
芸
社
に
挑
み
、
勝
利
を
重
ね
た
人
生
に
強
さ
を
感
じ
た
か
ら

問
四

仲
間
と
切
磋
琢
磨
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
い
、
自
身
の
伸
び
し
ろ
を
縮
め
て
し
ま
い
、
現
実
が
理
想
に
追
い
つ
か
ず
、

問
五

プ
ラ
イ
ド
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
、

問
六

中
島
敦

問
七

ア

問
八

エ

プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
か
ら
自
分
の
詩
に
対
す
る
評
価
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

問
九

ま
た
同
好
の
士
と
競
い
な
が
ら
能
力
を
磨
く
こ
と
も
で
き
ず
、
ち
っ
ぽ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
志
。

問
十

イ

テ

れ

シ

め

イ
ク
ブ
ン

イ
シ
キ

ア
タ
タ

か
い

①

照

れ

②

占

め

③

幾

分

④

意

識

⑤

温

か
い

問
一

Ｆ

ソ
ク
ザ

ビ
シ
ョ
ウ

ホ
コ

ら
し

ダ
マ

り

サ
ケ

⑥

即

座

⑦

微

笑

⑧

誇

ら
し

⑨

黙

り

⑩

酒

問
二

エ

問
三

ウ

死
ぬ
日
に
向
か
っ
て
近
付
く
こ
と
を
人
の
一
生
と
と
ら
え
、
同
じ
目
的
地
を
目
指
し
て
進
ん
で
行
く
様
子
を
例
え
た
点
。

問
四

死
ぬ
っ
て
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
み
ん
な
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
と
疑
問
に
思
っ
た
か
ら
。

問
五

問
六

イ大
人
で
あ
る
お
じ
も
、
死
ぬ
の
が
こ
わ
い
と
い
う
こ
と
を
あ
っ
さ
り
認
め
た
か
ら
。

問
八

問
九

ア

ウ



No.2025‐ II期（３月８日） 2025年度入学試験問題
物 理 問題用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

解答は全て，3ページからの 2枚の解答用紙に記入すること

1

O ℓ x

V0

A

図 1

質量がm [kg]である物体 Aを，自然長が ℓ [m]でばね定数が k [N/m]であるば
ねの右端に固定する。それを右図 1のように水平面の上に設置し，水平方向右向
きに x軸をとり，原点をばねの左側の固定板の場所にする。図の下方向である鉛

直方向下向きに働く重力の重力加速度を g
[
m/s2]

とし，空気抵抗や物体の大きさ

は無視できるものとする。ばねはフックの法則に従うものとして以下の問いに答

えよ。

始めに水平面はなめらかであり摩擦は無いものとする。ばねが自然長である状態で，物体 Aに大きさが V0 [m/s]であ
る初速を左向きに与える。すなわち，速度の x成分は −V0 となっている。

[1] 最初に物体 Aが持つ運動エネルギーを E1 [J]とする。 E1 の値をm, g, V0, ℓ, k の必要なものを用いて答えよ。

[2] 物体 Aはばねを縮ませながら運動し，ある場所で運動の向きが逆転し，右向きの運動となった。運動の向きが逆転
した場所の x座標を x2 [m]とする。物体 Aが x2 にあるとき，ばねが持つ弾性エネルギーを E2 [J]とする。 E2 の

値を ℓ, k, x2 の必要なものを用いて答えよ。

[3] 前問の x2 の値を，m, g, V0, ℓ, k の必要なものを用いて答えよ。

O ℓ x

V0

A

B

µ

図 2

次に，右図 2のようにばねの左端につながるものを固定板のかわりに物体 Bに
取り替えて設置した。水平面は物体 Bとの間には摩擦があり，その静止摩擦係数
を µとする。物体 Aとの間には引き続き摩擦は無いものとする。ばねが自然長で
ある状態で，物体 Aに大きさが V0 [m/s]である初速を左向きに与える。

[4] 物体 Bが動くことが無いまま，物体 Aは単振動した。このようなことが実現するために必要な物体 Bの最低質量
をM [kg]とする。M の値を，m, g, V0, ℓ, k, µの必要なものを用いて答えよ。

z

z5

O

A

B

図 3

最後に物体 A, Bとばねを右図 3のように鉛直方向に配置した。物体 Bの質量は改めてM [kg]
とし，その下には支える面がある。鉛直方向上向きに改めて z 軸をとり，物体 Bの上面の位置に
原点を置く。物体 A の下面の位置の z 座標が z5 [m] となるように静止させてから静かに手を離
すと，物体 Aはばねに押されて上方向に動き出した。運動は z 軸方向のみとして以下の問いに答

えよ。

[5] 手を離したときにばねが持つ弾性エネルギーを E5 [J]とする。 E5 の値を m, g, ℓ, k, z5 の

必要なものを用いて答えよ。

[6] 図 3 の原点 O の位置を基準点として，地表付近の重力の位置エネルギーを考えるものと
する。手を離したときに物体 A が持つ重力の位置エネルギーを E6 [J] とする。 E6 の値

をm, g, ℓ, k, z5 の必要なものを用いて答えよ。

[7] 物体 Aはばねによって上向きに運動した後，物体 Bは支えている面から浮き上がった。(正確には物体 Bへ働く垂
直抗力が消えた。)このような運動が実現するのに必要な z5 の値に対する条件をm, g, ℓ, k, M の必要なものを用い

て答えよ。

(次ページへ続く)



No.2025‐ II期（３月８日） 2025年度入学試験問題
物 理 問題用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

解答は全て，3ページからの 2枚の解答用紙に記入すること

2
体積が 1.0

[
m3]

の断熱容器 1と体積が 3.0
[
m3]

の断熱容器 2に単原子分子理想気体が入っており，容器 1の気体の圧
力は 1.0 × 105 [Pa] で，容器 2 の気体の圧力は 2.5 × 105 [Pa] であった。気体の温度は容器 1，容器 2 ともに 300 [K] で
あった。気体定数は 8.31 [J/(mol · K)]として，以下の問いに答えよ。

[1] 容器 1に入っている気体の物質量を n1 [mol]とする。 n1 の値を答えよ。

[2] 次に，容器 1と容器 2を内部の体積が無視できるほど小さい断熱された細い管でつないで，気体が行き来できるよ
うにした。十分に時間が経過した後の気体の圧力を P2 [Pa]とする。 P2 の値を答えよ。

3 R1

V

R2 R3

C1 C2

S1 S2

右の図のように，起電力がE [V]である直流電源V，抵抗値が全て同じR [Ω]
である電気抵抗 R1, R2, R3，2つのコンデンサー C1, C2，スイッチ S1, S2 と導

線で回路を組む。 2つのコンデンサー C1, C2 は形状は全く同じだが，極板間の

絶縁体が， C1 は真空であり， C2 は比誘電率が rであるような物質であるとす

る。そしてコンデンサー C1 の電気容量は C1 [F]であった。導線の抵抗や電源
の内部抵抗は無視できるものとする。また，抵抗 R2, R3 に流れる電流は図の上

から下の向きを正として考えるものとする。 E, R, C1, rのうち必要なものを用

いて以下の問いに答えよ。

始めに全てのスイッチを開いておき，全てのコンデンサーは完全に放電させておく。

[1] コンデンサー C2 の電気容量を C2 [F]とする。 C2 の値を答えよ。

[2] 次に，スイッチ S2 は開いたまま，スイッチ S1 を閉じた。閉じた直後に抵抗 R2 に流れる電流の値を I2 [A]とする。
I2 の値を答えよ。

[3] 前問の状態から十分に時間が経過したあとで定常状態になった。そのとき抵抗 R2 に流れる電流の値を I3 [A]とす
る。 I3 の値を答えよ。

[4] この定常状態においてコンデンサー C1 が蓄えている電気量の値を Q4 [C]とする。 Q4 の値を答えよ。

[5] この定常状態においてコンデンサー C1 が蓄えているエネルギーの値を U5 [J]とする。 U5 の値を答えよ。

[6] 次にスイッチ S1 を閉じたまま，スイッチ S2 を閉じた。閉じた直後に抵抗 R3 に流れる電流の値を I6 [A]とする。
I6 の値を答えよ。

[7] 前問の状況から十分に時間が経過したあとで定常状態になったときにコンデンサー C2 が蓄えている電気量の値

を Q7 [C]とする。 Q7 の値を答えよ。

[8] 次にスイッチ S2 は閉じたままスイッチ S1 を開いた。その後十分に時間が経過したあとに，非常にゆっくりコンデ

ンサー C2 の極板間の誘電体を絶縁した手で引き抜いた。引き抜いたあとのコンデンサー C2 の極板間は真空と考え

てよいとしたとき，引き抜いた後にコンデンサー C2 が蓄えている電気量の値を Q8 [C]とする。 Q8 の値を答えよ。

問題は以上です。解答は，途中の議論も含め全てを，次ページ以降の 2枚の解答用紙に記入すること。



No.2025‐ II期（３月８日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 1 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

1



No.2025‐ II期（３月８日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 2 3 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

2

3



No.2025 —ⅠI期（３月８日） ２０２5年度 入学試験問題 

英  語（その１） 

解答はすべて解答用紙に記入しなさい。 

 

 次の (1) ～ (10) の英文が完成した文章になるように、英文の中の空所 ( a ) ～ ( e ) に入る

最も適切な語（句）を [   ] の中の選択肢 (ア) ～ (オ) からそれぞれ一つ選び、その選択肢の

記号を解答欄に記入しなさい。ただし、[   ] の中の選択肢は、文頭に来る語の最初の文字も小

文字にしてあります。また、同一の選択肢を 2回以上選ぶことはできません。 

 

(1) Can you tell (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  )? 

 [  ( ア )  what  ( イ )  the bus  ( ウ )  me  ( エ )  time  ( オ )  leaves  ] 

(2) (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ), I realize that it went by all quickly. 

 [  ( ア )  looking  ( イ )  school life  ( ウ )  on  ( エ )  back  ( オ )  my  ] 

(3) I wanted to know (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ). 

 [  ( ア )  she  ( イ )  solved  ( ウ )  the  ( エ )  problem  ( オ )  how  ] 

(4) I really (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) wait. 

 [  ( ア )  making  ( イ )  must  ( ウ )  for  ( エ )  you  ( オ )  apologize  ] 

(5) It was because (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) the game was put off. 

 [  ( ア )  of  ( イ )  rain  ( ウ )  the  ( エ )  that  ( オ )  heavy  ] 

(6) India (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) fifteen years ago. 

 [  ( ア )  not  ( イ )  was  ( ウ )  what  ( エ )  is  ( オ )  it  ] 

(7) We should (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) time tomorrow. 

 [  ( ア )  by  ( イ )  Vancouver  ( ウ )  be  ( エ )  this  ( オ )  in ] 

(8) Would it be (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) the window? 

 [  ( ア )  right  ( イ )  I  ( ウ )  open  ( エ )   if  ( オ )  all  ] 

(9) I wish I (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) well as my father. 

 [  ( ア )  Spanish  ( イ )  speak  ( ウ )  half  ( エ )  as  ( オ )  could  ] 

(10) These tools (  a  ) (  b  ) (  c  ) (  d  ) (  e  ) the heavy rain. 

 [  ( ア )  been  ( イ )  have  ( ウ )  lying  ( エ )  in  ( オ )  left  ] 

1 



No.2025 —ⅠI期（３月８日） ２０２5年度 入学試験問題 

英  語（その２） 

次の英文を読み、【問 1】～【問５】に答えなさい。 

The dose*1 of a drug that cures one person can be ineffective ––– or even toxic ––– in someone 

else. The reason? Genes ––– although a person’s age, weight, lifestyle and other medicines also 

play a role. By understanding the genetic basis of drug responses, scientists hope to enable 

doctors to prescribe*2 the drugs and doses best suited for each individual.  

Scientists studying how genes affect responses to drugs ①are engaged in an active field of 

research known as pharmacogenetics*3 or pharmacogenomics*4. These terms are often used 

interchangeably*5, although to scientists they can have subtly different meanings. 

These researchers focus on variations in the protein molecules*6 that interact with medicines 

moving through the body. Variations in these protein molecules are largely responsible for 

individual differences in drug responses. 

Instead of basing a starting dose on characteristics like weight and age, doctors may use a 

patient’s genetic profile to predict (A)how well his or her body will handle a medicine. Then, 

doctors could ②adjust the dose accordingly. 

Pharmaceutical*7 companies would be able to develop and market*8 drugs for people with 

specific genetic profiles. Testing a drug only in those likely to benefit from it could streamline*9 

clinical trials and ③speed the process of getting a drug to market. 

In the future, doctors may be able to prescribe the right dose of the right medicine the first 

time for everyone. This would mean that (B)patients receive medicines that are safer and more 

effective for them, speeding recovery and reducing ④adverse drug reactions, which are 

estimated at*10 causing 100,000 deaths and 2 million hospitalizations ⑤annually in the U.S. In 

this way, taking individual genetic profiles into (C)(        ) when developing and prescribing 

medicines would lead to better health care overall. 

 For a few medications*11, doctors are already starting to use pharmacogenomic information. 

For example, some research hospitals routinely examine groups of genes in children with 

leukemia*12 before treating them. Different versions of these genes can result in ⑥dramatically 

different responses to antileukemia treatments. Based on the results of these genetic tests, 

doctors can prescribe the safest and most effective drug regimen*13 for each child.  

(出典： Tsukimaro Nishimura, David L. Brooks, Akiko Sekiguchi, Yoko Ichiyama “From Genetic Research to 

Personalized Medicines”, Understanding Healthcare, pp.74-75, 2011, 朝日出版.) 

*1  dose 服薬量  *2  prescribe 処方する  *3  pharmacogenetics  薬理遺伝学

*4  pharmacogenomics  薬理ゲノム学  *5  interchangeably  交換して  *6  molecule  分子

*7  pharmaceutical  製薬の  *8  market  売り出す  *9  streamline  効率化する

*10  be estimated at ...  ... と見積もられている  *１１  medication  薬剤  *12  leukemia  白血病

*13  drug regimen 投薬計画

2 

(次のページに続く) 



No.2025 —ⅠI 期（３月８日） ２０２5 年度 入学試験問題 

英  語（その３） 

(前ページからの続き） 

【問 1】  文章中の ① ～ ⑥ と最も近い意味の語または表現を a ～ c からそれぞれ一つ選び、その選択肢の記

号を書きなさい。 

① a. come together b. practice c. work

② a. cancel b. change c. measure

③ a. hasten b. prevent c. remove

④ a. commercial b. harmful c. reverse

⑤ a. at once b. by the way c. every year

⑥ a. emotionally b. historically c. widely

【問 2】 (A) の意味として最も適切なものを a ～ d から一つ選び、選択肢の記号を書きなさい。

a. なぜ患者の体は薬物を取り込むことができるのか

b. 患者の体はどのように薬物を排出するのか

c. 患者の体がどれぐらい上手く薬物に対応できるか

d. 患者の体は薬物に反応できるぐらい健康か

【問 3】 (B) の意味を日本語で書きなさい。

【問 4】 (C) の空欄に入る英単語として最も適切なものを a ～ d から一つ選び、選択肢の記号を書きなさい。

a. account b. cooperation c. trust d. vein

【問 5】  以下の a ～ c から本文の内容と合っているものを一つ選び、選択肢の記号を書きなさい。 

a. Researchers are now trying to make medicines that affect patients’ genes.

b. Scientists know that differences in responses to drugs among people are partly

determined by genes.

c. Doctors cannot use pharmacogenomic information of patients in treatment even

now.

2 



No.2025 — ⅠI期（３月８日） ２０２5年度 入学試験問題 

英  語 解答用紙 

志望学部 

学  科 

コ ー ス

学 部 

学 科 

コース

受験

番号 
氏名 

1 

2 

問 1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問 2 

問 3 

問 4 問 5 

(1) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(6) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(2) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(7) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(3) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(8) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(4) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(9) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(5) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(10) 
(a) (b) (c) (d) (e)



No.2025-II 期 （3月 8 日） 2025 年度入学試験問題 

化   学 （その 1） 

 

志望学部 
学 科 
コース 

                           学 部 

                           学 科 

                           コース 

受 験 

番 号 
 氏 名  

 

解答はすべて解答欄に記入しなさい。 

必要があれば次の数値を用いなさい。 

アボガドロ数：6.0×1023個、ファラデー定数：F＝96500〔C/mol〕、気体定数: R=8.3×103Pa・ℓ/(K・mol)、 

標準状態での気体 1mol の体積：22.4ℓ 

原子量：H＝1.0、C＝12.0、N＝14.0、O＝16.0、Na＝23.0、S＝32.0、Cl＝35.5、Cu＝63.5、Ag＝108.0、Ca＝40.0、 

       Br=80、Ba=137、Pb = 207、Mg=24.0 

 

      以下の文中の空欄(a)~(f)に当てはまる適当な語句を答えなさい。 

 アルミニウムは、鉱石の(a)から得られる酸化物(b)を(c)する事により製造される。 

 アルミニウムは(d)金属で、塩酸に溶解し、水酸化ナトリウム水溶液にも溶解する。 

 アルミニウムと同様に亜鉛も(d)金属で、塩酸に溶解し、水酸化ナトリウム水溶液にも溶解する。 

 このように性質が似ているアルミニウムと亜鉛であるが、違いもある。 

 硫酸アルミニウム水溶液に、アンモニア水を加えると白色の(e)の沈殿を生じ、アンモニア水を過剰に加えて 

もこの沈殿が溶解する事はない。 

 しかし、硫酸亜鉛水溶液に、アンモニア水を加えると白色の(f)の沈殿を生じ、さらにアンモニア水を加えると 

沈殿は溶けて無色の水溶液になる。 

 

（a） 
 

 
（b） 

 

 

（c） 
 

 
（d） 

 

 

（e） 
 

 
（f） 

 

 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) ある揮発性物質 26 mg を 100 mℓの真空容器中で完全に蒸発させたところ、27 ℃で 1.2×104 Pa を示し 
た。この物質の分子量を求めなさい。 
(2) 27 ℃、1.0×105 Pa において、ある気体の密度が 2.0 g/ℓであった。この気体の分子量を求めなさい。 
(3)  11.7 g の塩化ナトリウムを水に溶かして 500 cm3にした水溶液がある。この水溶液の密度は 1.02 g/cm3で 
ある。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。有効数字 2桁で答えなさい。 

 (a) この水溶液の質量パーセント濃度を求めなさい。 

 (b) この水溶液のモル濃度を求めなさい。 

 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

（3-a） 
 

 
（3-b） 

 

 

 

１ 

2 



No.2025-II 期 （3月 8 日） 2025 年度入学試験問題 

化   学 （その 2） 

 

以下の設問に答えなさい。 

(1) 硝酸銀AgNO3水溶液に銅Cu板を浸すと、銀 Ag と硝酸銅(II) Cu(NO3)2を生じる。この変化をイオン反応 
式で表しなさい。 

(2) カルシウムCaは、水H2O と反応して水酸化カルシウムCa(OH)2と水素H2を生じる。カルシウム 10 g を全 
て水と反応させた。反応した水の質量は何 gか。 

(3) 1.0 ℓの水素 H2と、過不足なく反応する体積の塩素Cl2を反応させたところ、気体の塩化水素 HCl が生じ 

た。以下の設問(a)、(b)に答えなさい。 

 (a) 塩素は、同温•同圧において何ℓ必要か。 

 (b) この反応で生じる塩化水素の体積は、同温•同圧において何ℓか。 

 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

（3-a） 
  

 
（3-b） 

 

 

 

 

次の水溶液の pHを小数第 1位まで求めなさい(log102 = 0.30、log103 = 0.48 として計算しなさい)。ただし、溶 

液の混合による体積の変化はないものとする。 

(1) 0.10 mol/ℓ塩酸 150 mℓと 0.10 mol/ℓ水酸化カリウム水溶液 100 mℓの混合溶液。 
(2) 3.0×10‒3 mol/ℓの希硫酸。電離度は 1.0 とする。 
 

（1） 
 

 
（2） 

 

 

 

 

分子式C4H10O のアルコールについて、次の(1)~(3)にあてはまる物質の構造式を書きなさい。 

(1) 穏やかに酸化すると、アルデヒドが生成する。 

(2) 鏡像異性体が存在し、酸化するとケトンを生成する。 

(3) 酸化剤によって酸化されない。 

 

（1） 

 

 

 

 

 

 

（2） 

 

 

 

（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

3 

4 



No.2025-II 期 （3月 8 日） 2025 年度入学試験問題 

化   学 （その 3） 

 

分子式C3H6O2で表されるエステル A、B について、次の設問(1)、(2)に答えなさい。 

(1) Aを加水分解すると、酸性物質Cと中性物質Dを生じ、Cは銀鏡反応を示した。Aの構造式と名称を答え 
なさい。 

(2) B を加水分解すると、酸性物質 E と中性物質 F を生じ、Eは銀鏡反応を示さなかった。B の構造式と名称 
を答えなさい。 

 

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 

 

 

 

 

 

白金電極を用いて希硫酸を 0.50 A の電流で電気分解したところ、陽極から発生した気体の体積は標準状態 

で 33.6 mℓであった。発生した気体の電解液への溶解は無視してよいとして、以下の設問(1)~(4)に答えなさ 

い。 

(1) 陽極で起こる変化を、e-を含むイオン反応式で表しなさい。 

(2) 陰極で起こる変化を、e-を含むイオン反応式で表しなさい。 

(3) 陰極から発生した気体の体積は、標準状態で何mℓか。 

(4) 電気分解にかかった時間は何分何秒か。 

 

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 

 

 

（3） 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 

 

 

 
 

6 

7 



No.2025－II期（3月 8日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その１） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

次の文について、下線部の語句が文の内容と合っていれば○を、間違っていれば正しい語句を解答欄に記入せよ。 

 

(1) 細胞膜にあり、特定のイオンだけを通す孔をイオンチャネルという。 (1)  

(2) 動物の皮膚や軟骨などに多量に含まれるタンパク質はコラーゲンである。 (2)  

(3) 抗体は免疫アルギニンというタンパク質でできている。 (3)  

(4) ある地域に生息する同種間で、食物や生活場所をめぐって競い合うことを競争とよぶ。 (4)  

(5) 限界暗期を上回ったときに発芽を形成させる植物を長日植物という。 (5)  

(6) 興奮が同じニューロンの細胞膜に沿って順々に伝わることを興奮の伝達という。 (6)  

(7) 動物の脳で、感覚をつかさどる領域は記憶野である。 (7)  

(8) 受精卵が発生を始めたものを胚という。 (8)  

(9) ヒトの体の中で最大の臓器であり、代謝や解毒などの役割を担っているものは腎臓である。 (9)  

(10) 標高が高くなり、高木が生育できない限界を森林限度という。 (10)  

 

 

次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。 

 植物の芽は光の方向に向かって曲がりながら伸びる。これを正の ア と呼び、植物ホルモンの 1 つであるオーキシンが関わっている。オーキシンは

茎の細胞の イ にある水素イオン（H＋）ポンプを活性化し、細胞外を酸性化することで ウ の主成分である エ の繊維間の結びつきを弱くするこ

とで、細胞の伸長を可能にすると考えられている。オーキシンは ア だけでなく、側芽の成長を抑制する オ という現象も引き起こすことが知られ

ており、光環境の変化に合わせた植物の成長において重要な役割を担っている。 

 

(1) 文中の空欄 ア ～ オ に入る適当な語句を解答欄に記せ。 

(2) 次の①～⑤について調べるには、どのような実験を行うのが良いか。下の図のような、幼葉鞘を用いた実験 A～Eからもっとも適切な実験を１つずつ

選び、解答欄に記入せよ。 

① 先端部で作られた物質は、細胞の先端側から基部方向に一方向的に移動する。 

② 先端部で作られた物質は、成長を促進する働きがある。      ③ 先端部から下方へ伝わるのは水溶性の物質である。 

④ 先端部で作られた物質は、光の当たらない側を下方に移動する。  ⑤ 光を感知するのは幼葉鞘の先端部である。  

    実験 A         実験 B         実験 C                実験 D        実験 E 

 

 

 

 

 

(3) 実験 A～Eの結果、植物の芽はどう変化するか。 Ⅰ. 右へ曲がる  Ⅱ. 左へ曲がる  Ⅲ. 上へ伸びる  Ⅳ. 曲がらないし伸びない 

 

(1) ア    イ    ウ    エ   オ     

(2) ①  ②  ③  ④  ⑤  (3) A  B  C(a)  C(b)  D  E  

1 

2 



No.2025－II期（3月 8日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 2） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

1. 核酸には DNAと RNAの 2種類がある。次のア～カのうち、DNAだけにあてはまるものには①、RNAだけにあてはまるものには②、DNAと RNA

の両方にあてはまるものには③、どちらにもあてはまらないものには④と答えよ。 

ア ヌクレオチドが多数結合した物質である。 

イ さまざまな性質をもった構成単位からなり、構成単位が結合する数や順序によって性質が異なる。 

ウ 構成するヌクレオチドにはリボースという糖が含まれている。 

エ 核内では通常、2重らせん構造をとっている。 

オ 塩基として、アデニン・グアニン・シトシン・ウラシルをもつ。 

カ 細胞内で起こる化学反応を促進するが、自身は変化せず、くり返しはたらくことができる。 

2. スイートピーの紫色花・長花粉（遺伝子型 BBLL）のものと、赤色花・丸花粉（遺伝子型 bbll）のものとを交雑したところ、子はすべて紫色花・長

花粉となった。この子を遺伝子型 bbllの個体と交雑すると、生じた子の分離比は、 

 [紫色花・長花粉] ： [紫色花・丸花粉] ： [赤色花・長花粉] ： [赤色花・丸花粉] ＝ 9 ： 1 ： 1 ： 9 

となった。遺伝子 Bと Lとの間の組換え価(％)を求めよ。 

3. 減数分裂において、母細胞の染色体数を 2nで表すとき、娘細胞の染色体数を答えよ。 

 

 

 

次の文章を読んで、空欄に入る最も適当な語句を語群から選び解答欄に記入せよ。 

 干潟は河口に広がる砂泥質の地域で、干潮時には干上がり、満潮時には水没する。このような条件により大型藻類が生育しにくいため、一見すると生

物の活動が乏しい場所に見える。干潟における光合成は、満潮時の海水に含まれる ア や、海底表面に付着する微細藻類が行っている。この際、河川

から流入する イ が利用される。河川からは、断片化した枯れ葉などの ウ も流入するが、光合成には利用できないため、水中を漂うか海底に積も

ることになる。底質に埋まって生息する エ は海水を鰓（えら）の隙間に通すことで、酸素を得ると同時に ウ をこし取って食べる。また、 オ は

干潮時になると巣穴から出てきて、泥をすくって口に運び、口器で ウ をより分けて食べる。さらに海岸植物の落ち葉や、沖から流れ着く藻類の断片

なども干潟の生物のエネルギーとなる。干潟の小動物は、満潮時には カ の、干潮時には キ の餌となる。このように干潟は生物の活動も活発で、

周辺の生態系との関わりも大きい。干潟が ク などによって消失すれば、河川から流入する ウ はそのまま沖合にまで流され、海水の濁りや腐敗の

原因となる。 イ の流入も急激であれば、プランクトンの大増殖につながり、それを利用する動物が足りなければプランクトンの死骸はバクテリアに

分解される過程で海水は ケ 状態になる。このような環境悪化は コ や有明海で起こりやすい。 

 

語群     魚類  脂肪酸  液状化  貧栄養  三陸沖  アマモ  巻貝類  二枚貝類  植物プランクトン  鳥類 

         有機物  東シナ海  ナマコ類  瀬戸内海  カニ類  無機養分  埋立  貧酸素  有機物  クラゲ類  

 

ア   イ    ウ     エ   オ    

カ      キ     ク     ケ    コ    

 

1 ア    イ    ウ    エ    オ    カ    

2                   3  

3 

4 
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№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （工学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　次の各問いに答えよ。なお，空欄には適当な値結果のみをうめよ。

　　等式  をみたす正の実数がある。このの値に対して，



の値は  ア である。また，

　　 



の値は  イ である。

　　男子人と女子人の合計人が横一列に並ぶ。このとき，男子人が隣り合う並び方は  ウ 通りである。

　　また，男子人の間に女子が人である並び方は  エ 通りある。

　　個の値からなる，平均値が，四分位範囲がであるデータがある。この個の値，それぞれを倍して

　　を加えた新しいデータを考える。その平均値は  オ であり，四分位範囲は  カ である。

　　△とこれに内接する円がある。この内接円と△の辺，，の接点をそれぞれ，，と

　　する。，，のとき，

　　　 の値を求めよ。

　　　この内接円の半径を求めよ。

　　初項が，公差がである等差数列  がある。このとき，

　　　初めて負の項が現れるのは第何項か。

　　　初項から第項までの和を  とする。和  の最大値とそのときのの値を求めよ。

 　曲線   をとする。曲線が次のつの条件をみたすとき，次の問いに答えよ。

　　　　　　条件　点  を通る。

　　　　　　条件　上の各点  における接線の傾きが  である。

　　関数   を求めよ。

　　上の点  における接線の方程式を求めよ。

　　上の点    における接線の方程式をを用いて表せ。ただし，は実数とする。

　　点  からへ異なる本の接線が引けるための定数のとりうる値の範囲を求めよ。

　　点  からへ異なる本の接線が引けるための定数のとりうる値の範囲を求めよ。



№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)



№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]

[5]



№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 （総合情報学部受験者用）

解答はすべて解答用紙に記入すること

 　次関数  
   について，次の各問いに答えよ。ただし，は定数とする。

　　のとき，における次関数  の最大値，最小値および，そのときのの値を求めよ。

　　次関数   のグラフの頂点の座標を，を用いて表せ。

　　における次関数  の最大値をとする。をの値で場合分けして求めよ。

　　における次関数  の最小値をとする。のに対して， となるの値を求め

　　よ。

 　次の各問いに答えよ。なお，空欄には適当な値結果のみをうめよ。

　　等式  をみたす正の実数がある。このの値に対して，



の値は  ア である。また，

　　 



の値は  イ である。

　　男子人と女子人の合計人が横一列に並ぶ。このとき，男子人が隣り合う並び方は  ウ 通りである。

　　また，男子人の間に女子が人である並び方は  エ 通りある。

　　個の値からなる，平均値が，四分位範囲がであるデータがある。この個の値，それぞれを倍して

　　を加えた新しいデータを考える。その平均値は  オ であり，四分位範囲は  カ である。

　　△とこれに内接する円がある。この内接円と△の辺，，の接点をそれぞれ，，と

　　する。，，のとき，

　　　 の値を求めよ。

　　　この内接円の半径を求めよ。

　　つの次方程式  ……①，    ……②がある。ただし，とする。

　　　方程式①が実数解をもつように定数の値の範囲を定めよ。

　　　つの方程式①，②の一方だけが実数解をもつように定数の値の範囲を定めよ。



№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１

[1] (ア) （イ）

[2] (ウ) （エ）

[3] (オ) （カ）

[4] (1) (2)

[5] (1) (2)



№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
[1]

[2]

[3]

[4]
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解答編



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１





















 

　ア　　　　イ　 

　ウ　
 



 


　　　エ　 

　オ　　　　　　カ　，，，，，　

　　△において，，



だから，余弦定理により

　　　
  

  





 





 





 








　……答

　　　より　



だから，頂点から底面に下した

　　　垂線の長さ正四面体の高さは　 






 




　　　よって，求める正四面体の体積は

　　　　　



△








   






　……答

　　のとき，   
   　だから

　　　定義域において，のとき　最大値をとる。　……答

　　　についての次関数だから　

　　　このとき，     
   　だから

　　　定義域において，

　　　のとき，で最大値をとるので不適。

　　　のとき，で最大値 
  をとる。この値がになるのは

　　　　 
  　より　　　これはをみたす。

　　　以上より，求めるの値は　　　……答



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２



















　   



 　とおくと　    　だから，　のとき，   




，     

　よって，点における接線  の方程式は　　



･  　　　 



　　……答　　

　   



 ，     だから

　点における接線  の方程式は　



   　　　






　点の座標をとすると，における接線  の方程式は同様にして　





　つの接線  と  が直交するから　　　　　から　




　よって，接線  の方程式をを用いて表すと　






 
　　……答

　つの接線  と  の共有点の座標は，より

　



 








 
　とおいて　　 







  


  



　

　



であるから　



  



　　このとき，･



  







 





　したがって，求める共有点の座標は　

  



， 



　　……答

　で求めた共有点の座標を　


  



 とおく。

　つの接線  ，  と放物線で囲まれた領域は右図の斜線部分であるから

　その面積は，

　　　　


 



  








 
 



 



  




 

　　　　　 
 





 



 

 




   

　　　　　




 






 









 





   






 




　ここで，から，相加平均と相乗平均の大小関係により　



　であるから

　　　　



  




　　




かつ　すなわちのときに等号成立する。

　以上より，求める面積の最小値は


，また，の座標は　   



，  



である。……答



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ (総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１





















 

　ア　　　　イ　 

　ウ　
 



 


　　　エ　 

　オ　　　　　　カ　，，，，，　

　　△において，，



だから，余弦定理により

　　　
  

  





 





 





 








　……答

　　　より　



だから，頂点から底面に下した

　　　垂線の長さ正四面体の高さは　 






 




　　　よって，求める正四面体の体積は

　　　　　



△








   






　……答

　　のとき，   
   　だから

　　　定義域において，のとき　最大値をとる。　……答

　　　についての次関数だから　

　　　このとき，     
   　だから

　　　定義域において，

　　　のとき，で最大値をとるので不適。

　　　のとき，で最大値 
  をとる。この値がになるのは

　　　　 
  　より　　　これはをみたす。

　　　以上より，求めるの値は　　　……答



№2025-Ⅰ期（２月1日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２

     計

確率

















　個，個を列に並べる順列の総数に等しいから　



通り　　……答

　　と経由する経路の総数だから，











通り　　……答

　　　　と経由する経路の総数は，　







通り

　　このうち，　と経由する経路の総数は，より通り　であるから

　　を通らず，を経由して移動する最短経路は，　 通り　　……答

　得られる通行ポイントを変数とすると，がとりうる値は次の通りである。

　　ⅰ　の経路のうち，，の両方とも通らないとき　

　　ⅱ　の経路のうち，を経由し，を通らないとき　

　　ⅲ　の経路のうち，を通らず，を経由するとき　

　　ⅳ　の経路のうち，，の両方を経由するとき　　

　また，

　　を通らず，を経由して移動する最短経路の総数はと同様にして

　　　




















　通り

　　，の両方とも通らない短経路の総数は

　　　　＋＋　通り

　以上より，変数についての確率分布は右表のようになり

　求める期待値は

　　　　 



 




 




 








　　……答



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１



 

 



　ア　
      　　　　　イ　

   
   

　ウ　


　　　　　　　　　　　　エ　





　オ　，　　　　　カ　 

　　      

　　　 
    

    　　……答

　　　


  

　　　
  

       

　　　
  


      




  


　　……答

　　はの二等分線であるから

　　　：：：

　　　さらに，であるから　

　　　　　


 









　　……答

　　△において，余弦定理を用いると

　　　　　    


 



･･ 













　　……①

　　　また，△において，余弦定理を用いると

　　　　　
  

･･  




　　……②

　　　①，②より

　　　　　  




















　　　であるから　



　　……答



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２

 ……      ……

  ……      ……

  ……      ……



　を代入して　    　　……答

　　を代入して　    　　……答

　　を代入して　    　……答

　     を変形すると　　     

　数列   は，初項   ，公比の等比数列であるから

　　　　　  ･
  　　　　　  

  　……答

　より

　　　  
 



  
 



   

　　　　
   

 
     　……答

　より，  
 ， 
  

  


         


    　

　よって　  
 




    

 


 




 

 


 



   


 



　だから，

　　　　　　　　　   







 







 



…… 



 





　　　　　　　　


  


 







 







 



……



 



 

 

 





　　　　　辺々引いて，

　　　　　 


   







 







 







 



……



 



 

 

 





　　　　


  







  


 









  
 

 









 





 




　　よって，   


 



　……

　より，       


 




 

　は自然数　だから

　　　　   



　より　

 




　　　　   

　　この不等式の両辺の大小を比較すると，

　　は自然数であるから，右表のような大小関係となり

　　求める最小の自然数は

　　　　　　 である。　……



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１



 

 



　ア　
      　　　　　イ　

   
   

　ウ　


　　　　　　　　　　　　エ　





　オ　，　　　　　カ　 

　　      

　　　 
    

    　　……答

　　　


  

　　　
  

       

　　　
  


      




  


　　……答

　　はの二等分線であるから

　　　：：：

　　　さらに，であるから　

　　　　　


 









　　……答

　　△において，余弦定理を用いると

　　　　　    


 



･･ 













　　……①

　　　また，△において，余弦定理を用いると

　　　　　
  

･･  



　　……②

　　　①，②より

　　　　　  















　　　であるから　



　　……答



№2025-Ⅰ期（２月２日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２





 

①

  

①
②

③
④





 

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ

　次方程式    が を解にもつとき

　　　　　   　から　　　　


　　……答

　　このとき，次方程式   は　
 







　だから

　　　　　  　　    　　ゆえに，求めるもうつの解は　



　　……答

　次方程式    の判別式をとすると，   が実数解をもつための条件は である。

　　　　　 
    ･   　から

　　　　　   　　    　　　，　　……答

　   のグラフは下に凸の放物線で，その軸は直線
 


である。

　　次方程式    がの範囲に異なるつの実数解をもつための条件は，

　　　　　　かつ　軸がの範囲にある　かつ　   　かつ　   　となることである。

　　ⅰ　　から　より　，　……①

　　ⅱ　軸
 


について　

 


　から　　　……②

　　ⅲ　   　から　　　　　　……③

　　ⅳ　  　から　　　　　　



　……④

　以上ⅰ～ⅳから，共通範囲を求めて　　


　　……答

　次方程式    がの範囲に少なくともつの実数解をもつことは，次のⅠ～Ⅳのいずれか

　である。

　　Ⅰ　の範囲につの実数解をもつとき，およびより　





　　Ⅱ　解のつがにあり，他の解がまたは にあるとき，

　　　　　　      　から　    　　    　　　





　　Ⅲ　解のつが のとき，より　




　　　　　　このとき，もうつの解は



だから　の条件を満たす。

　　Ⅳ　解のつがのとき，   　から　　　　

　　　　　　このとき，方程式は   となり，もうつの解は だから条件を満たさない。

　以上Ⅰ～Ⅳから，求めるの値の範囲は，　　　……
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紙
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部

学
科
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験
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号

氏
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キ
バ
ン

ヨ
ウ
イ

コ

え
る

ソ
チ

ホ
ウ
キ

①

基

盤

論

②

容

易
徐

③

超

え
る

④

措

置
不

可

⑤

放

棄
貢

献

々

裏

付

欠

問
一

エ
ッ
ケ
ン

メ
ク
バ

り

イ
ク
エ

キ
ヨ

シ
ュ
ワ
ン

Ａ

⑥

越

権
圧

⑦

目

配

り
宿

⑧

既
幾

重

存

⑨

寄

与
枠

⑩

手

腕

削

命

減

問
二

科
学
技
術

問
三

Ⅰ

エ

Ⅱ

ア

Ⅲ

ウ

科
学
に
よ
っ
て
原
因
や
リ
ス
ク
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
の
決
定
は
市
民
（
社
会
）
の

問
四

価
値
基
準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ

答
え
は
な
く
、
様
々
な
価
値
観
の
も
と
に
議
論
に
よ
っ
て
決
断
（
判
断
）
し
て
い
く
性
質
の
も
の
だ
か
ら
。

前
提

問
五

と
な
る
ル
ー
ル
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
六

イ科
学
技
術
が
高
度
に
専
門
化
・
細
分
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
科
学
の
専
門
家
と
は
い
え
、
自
分
の
専
攻
分
野
以
外

問
七

は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
素
人
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

問
八

エ
ミ
チ
バ
タ

ケ
イ
ジ
ョ
ウ

マ
ガ
オ

ト
ウ
ト
ツ

イ
ド
ウ

①

道

端

②

形

状

③

真

顔

④

唐

突

⑤

移

動

問
一

Ｂ

キ
ガ
ル

サ
ツ
エ
イ

シ
ュ
ミ

ミ
ナ
モ

ナ
ミ
ダ

⑥

気

軽

⑦

撮

影

⑧

趣

味

⑨

水

面

⑩

涙

問
二

Ａ

ウ

Ｄ

ウ

問
三

石

の

意

志

問
四

倒

置

好
き
な
も
の
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
、
楽
し
い
と
同
時
に
と
て
も
苦
し
い
が
、
そ
の
苦
し
さ
に
耐
え
る
覚
悟
が
自
分
に
あ
る

問
五

の
か
、
自
信
が
な
い
た
め
。

問
六

ア

問
八

ア



二
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学
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コ
ー
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受
験
番
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氏
名

シ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ

ブ
ン
ミ
ャ
ク

ゾ
ク
セ
イ

キ
ハ
ン

サ
イ
リ
ョ
ウ

①

象

徴

論

②

文

脈
徐

③

属

性
裏

④

規

範
不

可

⑤

裁

量
貢

献

々

付

欠

問
一

カ
タ
ワ

ら

フ
ヨ
ウ

カ
イ
ソ
ウ

シ
コ
ウ

ハ
セ
イ

Ｃ

⑥

傍

ら
圧

⑦

扶

養
宿

⑧

既
階

層

存

⑨

志

向
枠

⑩

派

生

削

命

減

問
二

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

問
三

Ⅰ

ウ

問
四

Ⅱ

イ

Ⅲ

ア

Ⅳ

エ

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
が
流
動
化
し
、
「
外
れ
る
」
「
外
れ
な
い
」
と
い
う
状
態
が
排
除
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
。

問
五

問
六

目
に
は
見
え
な
い
内
容
を
見
え
る
状
態
に
す
る
こ
と

問
七

ア
排
除
の
苦
し
み
が
個
人
化
・
多
様
化
し
、
困
難
を
解
決
す
る
う
え
で
の
連
帯
の
単
位
は
想
像
さ
れ
に
く
く
な
り
、

問
八

そ
の
た
め
個
人
的
な
努
力
で
「
自
立
」
を
目
指
す
が
、
失
敗
し
た
場
合
、
自
己
責
任
の
論
理
に
陥
る
背
景
。

ツ
マ
サ
キ

シ
ュ
ン
カ
ン

ト
ウ
ワ
ク

キ
ザ

み

ム
メ
イ

①

爪

先

②

瞬

間

③

当

惑

④

刻

み

⑤

無

名

問
一

Ｄ

ニ
ク
シ
ン

ア
ヤ
マ

ち

コ
キ
ュ
ウ

ヨ
ウ
ジ

コ
ク
ウ

⑥

肉

親

⑦

過

ち

⑧

呼

吸

⑨

幼

児

⑩

虚

空

問
二

エ

１

一

連

の

漠

々

と

し

た

古

い

日

常

問
三

２

自
分
を
苦
し
め
る
も
の

し
か
も
そ
の
哀
し
み
に
似
た
も
の
（
順
不
同
）

問
四

ウ

問
五

ア

問
六

解
答
例
①
哀
し
み
に
似
た
も
の

②
な
に
が
な
し
自
分
を
苦
し
め
る
も
の

問
七

イ

問
八

オ



No.2025‐ I期（２月１日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 1 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

1 [1] 答：E1 = 3
2

mV 2
0 [J] .

[2] 弾性衝突なので運動量保存と運動エネルギー保存の式を立てる。 3mV0 = 3mvA2 + mvB2
3
2

mV 2
0 = 3

2
mv2

A2 + 1
2

mv2
B2
より， (vA2, vB2) = (V0, 0) ,

(
V0

2
,

3V0

2

)
が得られる。

前者は衝突していない場合なので， 答：vA2 = 1
2

V0 [m/s] , vB2 = 3
2

V0 [m/s] .

【注】この小問や以下の小問で，はね返り係数を使って解いても正解とする。

[3]


mvB2 = 3
2

mV0 = mvB3 + mvC3

1
2

mv2
B2 = 9

2
mV 2

0 = 1
2

mv2
B3 + 1

2
mv2

C3

より， (vB3, vC3) =
(

3
2

V0, 0
)

,

(
0,

3V0

2

)
が得られる。

前者は衝突していない場合なので， 答：vB3 = 0 [m/s] , vC3 = 3
2

V0 [m/s] .

[4] 物体 B, Cは一体として質量 2m [kg]の物体として運動することになる。(vB4 = vC4) 3mV0 = 3mvA4 + 2mvB4
3
2

mV 2
0 = 3

2
mv2

A4 + 2
2

mv2
B4
より， (vA4, vB4) = (V0, 0) ,

(
V0

5
,

6V0

5

)
が得られる。

前者は衝突していない場合なので， 答：vA4 = 1
5

V0 [m/s] , vB4 = 6
5

V0 [m/s] , vC4 = 6
5

V0 [m/s] .

[5] 衝突は非常に短い時間で起こるので，衝突直後はばねを通じての物体 Cの変化は無く，物体 A, Bの間だけで考え
られる。すなわち，最初の実験と全く同じである。

答：vA5 = 1
2

V0 [m/s] , vB5 = 3
2

V0 [m/s] , vC5 = 0 [m/s] .

[6] 均等に伸縮するばねの中心は物体 B, Cの真ん中に常に位置していると考えてよい。すなわち物体 B, Cの重心の位
置にある。重心の速度は物体 B, Cの速度の平均となる。 答：v6 = 3

4
V0 [m/s] .

【注】物体 Cが衝突直後静止しており，ばねの伸縮が均等であるから，ばねの中心の速さは物体 Bの速さの半分に
なるとしてもよい。

[7] 衝突後の物体 B, C とばねの物理系は，外力となる重力と水平面からの垂直抗力がつりあっているので，内力のみ
が作用していると考えられる。すなわち，物体 B, C の運動量を合わせた全運動量は時間変化しないし，ばねの中
心は等速直線運動をすることになる。ばねの中心とともに動く座標系から見ると，ばねの中心は静止して左右の物

体 B, Cがそれぞれ速さの最大値が
3
4

V0 [m/s]であるように振動していることになる。

すなわち，物体 B, Cの，ばねの中心から見た相対速度の x成分は最小値 − 3
4

V0 [m/s]、最大値 3
4

V0 [m/s]という

運動をしていることになる。これを元の x軸で見ると， 答：vmin = 0 [m/s] , vmax = 3
2

V0 [m/s] .



No.2025‐ I期（２月１日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 2 3 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

2 [1] Q = 20 × 3.3 × 102 = 6.6 × 103 [J] . 答：Q = 6.6 × 103 [J] .

[2] (80 − T ) × 100 × 4.2 = Q + (T − 0) × 20 × 4.2なので，
T = 80 × 100 × 4.2 + 6600

120 × 4.2
= 53.57 · · · ≈ 54 [◦C] . 答：T = 54 [◦C] .

3 [1] 始めは抵抗 R1, R2 が直列に配置されていると考えられるので， 答：I1 = E

(R1 + R2)
[A] .

[2] スイッチ S2 を閉じた直後はコイル Lの端子間に電圧がかかるが，それは電流自体でなく電流の変化を生み出すだ
けで，電流は流れていないままになる。 答：I2 = 0 [A] .

[3] 定常状態では電流に時間変化が無くなっているため，コイル Lの端子間は 0 [V]の電圧がかかっている。そして抵
抗値はないため，コイル Lは導線と同じ働きをしている。すると，抵抗 R2 がある部分には電流が流れず，抵抗 R1

のみがあるのと同じになる。 答：I3 = E

R1
[A] .

[4] 抵抗 R2 には電流が流れていない。 答：I4 = 0 [A] .

[5] U5 = 1
2

LI2
3 = LE2

2R2
1

答：U5 = LE2

2R2
1

[J] .

[6] 閉回路に電流 I3 が流れた状態からスタートなので，そのまま抵抗 R2 を下から上に向かって流れる。

答：I6 = − E

R1
[A] .

[7] 定常状態では電流に時間変化が無くなっているため，コイル Lの端子間は 0 [V]の電圧がかかっている。
答：I7 = 0 [A] .



No.2025‐ I期（２月２日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 1 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

1 [1] 物体と台が一体化して質量 m + M であると考えられる。垂直抗力が (m + M) g であり，最大静止摩擦力

が µs (m + M) g であるので，それを超えたと考えて， 答：F1 = µs (m + M) g [N] .

[2] 台と物体が一体に動いているときは，物体に右向きに働く摩擦力 f と，台に左向きに働く摩擦力 f があることを考

慮すると，物体と台の運動方程式はそれぞれ次のようになる。 答：

{
ma0 = f, . . . 1⃝
Ma0 = F − f − µd (m + M) g. . . . 2⃝

[3] 前問の解の 1⃝, 2⃝を辺々加えると (m + M) a0 = F − µd (M + m) g なので， 答：a0 = F

m + M
− µdg

[
m/s2]

.

[4] 前問の解の a0 を 1⃝に代入して， 答：f = m

m + M
F − µdmg [N].

[5] F の増加に伴って，物体と台の間の摩擦力 f は増大し，最大静止摩擦力 µsmg に達すると物体は台に対して動きは

じめる。よって，
m

m + M
F2 − µdmg = µsmg が成立する。ここから F2 は，

答：F2 = (µs + µd) (m + M) g [N].

[6] F > F2 のとき，物体には右向きに動摩擦力 µdmg が，台には物体に働く動摩擦力と大きさが同じで逆向きの力と

床からの動摩擦力 µd(m + M)g が進行方向とは逆向きに働くので，運動方程式は{
ma = µdmg,
Mb = F − µdmg − µd (m + M) g.

ここから a, bを解いて， 答：a = µdg
[
m/s2]

, b = F

M
− µd

2m + M

M
g

[
m/s2]

.

[7] 前問の解 a, bより， b − a = F

M
− 2µd

m + M

M
g となる。今 F > F2 であり， F2 の具体的な値を使うと，

b − a >
F2

M
− 2µd

m + M

M
g = (µs − µd) m + M

M
g > 0となる。

最後の不等号は問題文にある µs > µd を使用している。よって， 答：「bのほうが aより大きい」

[8] 物体と台ともに等加速度直線運動であり， b > aなので始めに存在した台の左端までの距離 L [m]が無くなるまで

の時間を求める。L + 1
2

aT 2 = 1
2

bT 2 を解いて， 答：T =
√

2L

b − a
[s] .

[9] 物体のみが動き出すとすれば，それは力の大きさ F が µsmg より大きいときである。これを F0 [N]とする。一方，
物体と台が一体となって動き始めるとすれば，それは力の大きさが F = F1 = µs(m + M)gより大きいときである。
F0 < F1 であるので，力の大きさを 0から大きくしていくと，まずは F = F0 となり，物体のみが動き出すことが

分かる。

次に， F > F0 のとき，物体と台のあいだの動摩擦力は µdmg である。この力は台を右向きに引っ張るが，台が動

くためには，その力が台と床との最大静止摩擦力 µs(m + M)g より大きくなければならない。ところが，台を右向
きに引っ張る力は常に µdmgであり，µd < µs かつm < m + M であるから µdmg < µs(m + M)gとなるため，台
は動かない。以上により，「F ≦ µsmg まで全体は静止したまま， F > µsmg では物体のみが動き，台は動かない」

ということが分かる。（F = µsmg のときは，外力は静止摩擦力と相殺するので，動かない）



No.2025‐ I期（２月２日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 2 3 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

2 [1] エンジンが生み出す仕事が eQ1 [J] であるため，廃熱のエネルギー Q2 は Q2 = Q1 − eQ1 = (1 − e) Q1 [J] .

答：Q2 = (1 − e) Q1 [J] .

[2] エンジンの生み出す仕事から作る電気エネルギーは r1eQ1 [J]である。一方廃熱から取り出して利用できる熱エネ
ルギーは r2Q2 = r2 (1 − e) Q1 [J]である。これを合わせて， 答：Q3 = {r1e + r2 (1 − e)} Q1 [J] .

3 [1] 磁束密度と電流が直交するときに導線が受ける力なので大きさは nBIℓ [N]である。また、電流と磁束密度の向きと
フレミングの左手の法則からコイルには時計回りの方向に力が働くことがわかる。

答：「時計回り」の向きに大きさ nBIℓ [N] .

[2] 磁束密度からの力とぜんまいバネの復元力がつりあって静止する。コイルの左側も前問同様の大きさと向きなの
で kθ = 2nBIℓとなる。 答：θ = 2nBIℓ

k
.

[3] 答：電流の向きを変えるとコイルに働く力の向きも変わり「反時計回り」になり指針は逆向きに振れる。

[4] E0 = R0I0 = (R0 + r) I より， 答：I0 = R0 + r

R0
I [A] .

[5] 電流計と分流器を流れる電流の値をそれぞれ Ia, Ib [A] とすると，キルヒホッフの法則から I = Ia + Ib およ

び rIa = RbIb が成り立つ。最大となる Ia = Imax, I = cImax では， Ib = (c − 1) Imax = r

Rb
Imax となり，

c − 1 = r

Rb
が得られるので， 答：Rb = r

c − 1
[Ω] .

[6] キルヒホッフの法則から，

 I = Ia + Ib,
rIa = RbIb,
E0 = R0I + rIa.

⇒


Ib = r

Rb
Ia,

I =
(

1 + r

Rb

)
Ia = cIa,

E0 = (R0c + r) Ia.

一方で元々の電流は E0 = R0I0 であるため， R0I0 = (R0c + r) Ia となる。

よって， I0 は I0 = R0c + r

R0
Ia =

(
1 + r

Rb
+ r

R0

)
Ia. 答：I0 =

(
1 + r

Rb
+ r

R0

)
Ia [A] .
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 2  

 

問 1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問 2 c 
c c b a a b 

問 3 金属はハンマーでたたいて形成することができる。  

問 4 金属は叩くと（より）強くなる 

問 5 metal または metals 問 6 c  

 

(1) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(6) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ア エ オ イ ウ エ ア オ イ ウ 

(2) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(7) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

イ オ ア エ ウ オ イ ウ ア エ 

(3) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(8) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ウ ア エ オ イ イ オ ア エ ウ 

(4) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(9) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

オ ウ イ ア エ エ オ ア ウ イ 

(5) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(10) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ア オ ウ エ イ イ ア エ ウ オ 
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 2  

 

問 1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問 2 enemy 
c a a b c a 

問 3 その暗号はもう役に立たない 

問 4 
A diverse range of disciplines and 

technologies 
問 5 B 

問 6 c  

 

(1) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(6) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

オ イ エ ア ウ イ オ エ ア ウ 

(2) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(7) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ア オ イ ウ エ ア エ ウ オ イ 

(3) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(8) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

イ オ ウ エ ア イ ア エ ウ オ 

(4) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(9) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ウ エ イ ア オ ウ オ ア イ エ 

(5) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(10) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ア ウ イ エ オ オ ア ウ エ イ 
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生 物 （その 1） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

次の文について、下線部の語句が文の内容と合っていれば○を、間違っていれば正しい語句を解答欄に記入せよ。 

 

(1) 細胞に含まれる有機物のうち、DNA や RNA などを遺伝子という。 (1) 核酸 

(2) タンパク質が高温にさらされたとき、立体構造が変化することを変性という。 (2) ○ 

(3) 酵素がはたらきかける相手の物質を原質という。 (3) 基質 

(4) アブラムシとアリのように、関係し合う双方の種が利益を得る関係を相利共生という。 (4) ○ 

(5) 植物体内のオーキシンの移動の方向性を極性移動という。 (5) ○ 

(6) シナプスの神経終末から放出される化学物質をニューロンという。 (6) 神経伝達物質 

(7) 動物の脳のうち、体の平衡を制御する中枢は間脳である。 (7) 小脳 

(8) 胚の細胞の形やはたらきが変わっていくことを細胞分化という。 (8) ○ 

(9) 赤血球に含まれ、酸素と結合する性質をもつタンパク質はヘモグロビンである。 (9) ○ 

(10) 植物が生育しておらず、土壌も形成されていない場所に始まる遷移を二次遷移という。 (10) 一次 

 

 

 

次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。 

 右の図 1 は、一定温度におけるある緑色植物の葉の光合成量、見かけの光合成量、呼吸量と光の強さとの関係を表し、図 2 は同種の葉の呼吸量と温度

との関係を表したものである。 

(1) 図 1 の線 a～c のうち、見かけの光合成量を表しているものはどれか。 

(2) 図 1 で示されたグラフは、何 ℃で行われた実験結果を示したものか。 

(3) この実験を 30 ℃で行った場合、補償点はいくらになると予想されるか。 

(4) 図 1 を陰生植物の光合成量を示したものとして、そこに陽生植物の光合成量のグラフを描き入れるな

らば、（A）光補償点、（B）光飽和点はそれぞれどのようになると考えられるか。次の中から選び記号

で答えよ。 

Ⅰ. 右にずれる     Ⅱ. 左にずれる 

(5) この緑色植物の葉 50 cm2に、図 1 において 2000 ルクスの光を 1 時間照射したとき、光合成によっ

て合成されるグルコースの量を求めたい。次の文中の空欄 ア ～ オ に入る適当な数値を解答欄

に記入せよ。ただし、原子量は H=1、C=12、O=16 とし、四捨五入により小数第一位まで求めよ。 

〔文〕光合成において、 ア 個の二酸化炭素分子が 1 個のグルコース分子に変えられる。二酸化炭素 1 個の分子量は イ であり、グルコー

ス 1 個の分子量は ウ である。2000 ルクスの光を 1 時間照射した場合の光合成により、二酸化炭素が エ mg 吸収されるので、下の式により

合成されたグルコース量 X を求めることができる。 

 

 

 

(1) b (2) 20   ℃ (3) 1000 ルクス (4) A    Ⅰ B    Ⅰ 

(5) ア      6 イ     44 ウ      180 エ      8 オ    5.5 

 

1 

2 

    エ          X 

 ア × イ    1 × ウ  
＝               X＝ オ  
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生 物 （その 2） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 
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コース 

受 験 
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氏名 

 

 

1. 次の文章は、DNA の遺伝情報をもとにタンパク質が合成される過程について述べたものである。文章中の空欄 ア ～ エ に適切な語句を記入

せよ。また、 オ に適切な数字を記入せよ。 

タンパク質のアミノ酸配列を指定する DNA の塩基配列を写し取るようにして ア が合成される。この過程を イ という。 ア が合成され

ると、その塩基配列に応じた ウ が順に運ばれてきて、互いに結合してタンパク質ができる。この過程をｌエ という。 エ の過程では、連続

した オ つの塩基が 1 つのアミノ酸を指定している。 

2. 上記 1 のような遺伝情報の流れを、一般的に何とよぶか答えよ。 

3. 下の表は、様々な生物の組織(a)～(d)の DNA を解析し、その構成要素である A・G・C・T の数の割合および核 1 個当たりの平均の DNA 量を調べた

ものである。この中に、同じ生物の肝臓に由来したものと精子に由来したものがそれぞれ 1 つずつ含まれている。精子に由来したものを(a)～(d)から

1 つ選べ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の文章を読んで、空欄に入る最も適当な語句を語群から選び解答欄に記入せよ。 

 今から約 2億 5千万年前に始まる ア は恐竜の時代とも呼ばれる。その後 2億年近く繁栄した恐竜は、 ア の最後の時代である イ に絶滅した。

その原因は直径 10 km もの隕石が地球に衝突したことだと言われている。巨大な隕石が衝突すると大量の粉塵が舞い上がり、何年も上空に漂うことにな

る。それにより ウ が遮られれば、気温は下がり、植物は光合成ができなくなる。 エ である植物の減少は大型動物にとって致命的である。しかし

恐竜と近縁の オ は絶滅しなかった。この違いは、恐竜が カ であったため、同じ大きさの オ に比べると約５倍のエネルギーが必要だったため

と考えられる。一方、羽毛恐竜から進化した キ では、少ない餌でも生存可能な ク の種のみが生き残った。また、恐竜の時代には夜行性で隠れる

ように生きていた ケ も、 ク であったために生き残り、その後の繁栄につながったと考えられる。他に恐竜の絶滅後に繁栄した生物としては、ヘ

ビ類、昆虫類、 コ などがある。 

 

語群    第三紀  クラゲ類  温室効果  古生代  発芽  生産者  クジラ類  変温性  大型  白亜紀 

      太陽光  被子植物  ワニ類  ジュラ紀  鳥類  ほ乳類  中生代  恒温性  裸子植物  小型 

 

ア   中生代 イ    白亜紀 ウ    太陽光 エ    生産者 オ   ワニ類 

カ   恒温性 キ     鳥類 ク    小型 ケ   ほ乳類 コ  被子植物 

 

 

 

 

組織 

各構成要素の割合（％） DNA 量 

（×10-12g） A G C T 

(a) 26.6  23.1  22.9  27.4  95.1  

(b) 27.3  22.7  22.8  27.2  34.7  

(c) 28.9  21.0  21.1  29.0  6.4  

(d) 28.7  22.1  22.0  27.2  3.3  

1 ア     mRNA イ   転写 ウ  アミノ酸 エ   翻訳 オ    3 

2          セントラルドグマ 3 (d) 

3 

4 
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次の文について、下線部の語句が文の内容と合っていれば○を、間違っていれば正しい語句を解答欄に記入せよ。 

 

(1) 細胞や細胞小器官の膜を総称して細胞膜とよぶ。 (1) 生体膜 

(2) アミノ酸どうしが結びつく結合をペプチド結合という。 (2) ○ 

(3) T 細胞がはたらく適応免疫を体液性免疫という。 (3) 細胞性免疫 

(4) 果実の成熟を促進する植物ホルモンはエチレンである。 (4) ○ 

(5) 生産者を食べる消費者を一次消費者という。 (5) ○ 

(6) 暗い場所で次第に眼が慣れてきて、見えるようになることを明順応という。 (6) 暗順応 

(7) 大脳や小脳の皮質は白質である。 (7) 灰白質 

(8) カエルの卵の卵割のしかたを等分割という。 (8) 不等割 

(9) 体外環境が変化しても、体内環境を一定に保とうとするはたらきを恒常性という。 (9) ○ 

(10) 亜熱帯より高緯度で冬が比較的温暖な温暖帯でみられ、常緑広葉樹を主体とする森林は硬葉樹林である。 (10) 照葉樹林 

 

 

 

次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。 

 人が運動をすると心拍数が増加する。これは運動により血液中の A が増加したことを中枢神経が感知し、交感神経が心臓の拍動を増やすよう働き

かけ、 B を多く含んだ血液を全身に送ろうとするためである。また、運動は血液中の C の減少も引き起こすため、交感神経が aすい臓の D 細

胞から E を分泌させ、b 副腎髄質からは F を分泌させる。それらのホルモンにより肝臓や筋肉に蓄積された G が H に分解され、運動に必

要なエネルギーが筋肉に供給されるようになる。これら自律神経系と内分泌系は、c間脳の視床下部によって支配されている。 

 

(1) 文中の空欄 A ～ H に入る適当な語句を解答欄に記せ。 

 

(2) 次の①～⑤の事柄は、交感神経と副交感神経のどちらを活発にさせると考えられるか。交感神経の場合はⅠ、 

副交感神経の場合はⅡと解答欄に記入せよ。 

① 山でクマに遭遇したとき   ② ゆっくり息を吐いたとき  

③ 大切な試験を受けるとき   ④ お腹がすいたとき     ⑤ 食事をした後 

 

(3) 文中の下線 a～c の器官は右の図のどれか。記号で答えよ。 

 

(1) 

A  二酸化炭素 B     酸素 C   血糖量 D ランゲルハンス島 A E  グルカゴン 

F  アドレナリン G  グリコーゲン H  グルコース 

(2) ①    Ⅰ ②    Ⅱ ③    Ⅰ ④     Ⅰ ⑤     Ⅱ 

(3) a    ヌ b    チ c    ロ 

 

 

1 

2 

 



No.2025－I 期（2 月 2 日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 2） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

1. 下の文章の空欄 ア ～ カ に適切な語句を記入せよ。 

突然変異のうち、DNA の塩基配列に変化が生じるものは ア とよばれる。 ア には、ある塩基が他の種類の塩基に置き換わる イ や、塩

基が失われる ウ 、新たに塩基が入り込む エ がある。突然変異によって生じる病気として、ヒトのヘモグロビンに イ が起こり、酸素が不

足すると赤血球が変形する オ が知られている。同種の個体間にみられる、一連の塩基配列中に存在する 1 つの塩基だけいの違いは、 カ とよ

ばれる。ヒトゲノムの中には多くの カ が存在する。 

2. ヒトの DNA は 2 重らせん構造を形成している。この構造を提唱した人物の名前を 2 人答えよ。 

3. 2 本鎖 DNA に含まれる塩基の数に関して常に成り立つ式はどれか。次の(a)～(c)から選べ。ただし、A、T、G、C はそれぞれの塩基の数を表してい

る。 

(a) T + G = A + C 

(b) A + T = G + C 

(c) 3A = T + G + C 

4. ヒトの染色体 1 本に含まれる DNA の長さは約 1.4 億塩基対である。では、ヒトの細胞 1 個に含まれる DNA の長さはおよそいくらになるか。ただ

し、ヒトの細胞 1 個には 23 対の染色体が含まれている。 

 

 

 

次の文章を読んで、空欄に入る最も適当な語句を語群から選び解答欄に記入せよ。 

 生態系は様々な危機に直面している。(1)外来生物の侵入は、在来の生き物を捕食したり、資源や ア をめぐる競争や、新たな病原菌の イ を行っ

たりして、元の生態系を撹乱する。(2)地球温暖化は、生物の ウ を変化させるが、気候の変化に ウ の変化が追いつかなければ種の絶滅も起こりう

る。特に島や エ の生物はその危険にさらされている。また オ のいくつかのグループでは孵卵時の温度で性別が決まるため、温暖化により集団の性

比が大きく変化する可能性がある。(3)家庭や工場から出る排水や、 カ から流れ出る雨水が、多量の養分を含んで湖沼や海に流れ込めば キ が起こ

る。 キ によりプランクトンが急増して赤潮などが発生し、その後はプランクトンの死骸が分解される過程で水域が ク の状態となり、底生の動植物

や養殖魚などを大量死させる。また、農薬など人工化合物による汚染も問題になっている。(4)人間が衣食住に必要な資源を過剰に利用することも続いてい

る。熱帯雨林では大規模な伐採が起こり、海洋ではマグロや ケ などの水産資源の減少が目立つようになった。(5)生態系を人工的な環境に変えること

で、生物の生息地を奪っている。世界の陸地の 3 分の 2 が カ へと変えられ、河岸や海岸線が コ や埋め立てなどで改変されている。 

 

語群    配偶者  媒介  薬剤耐性  貧酸素  カキ  形態  高山地帯  ウナギ  イワシ  貧栄養  生物濃縮 

        一次遷移  は虫類  空間  浄化  護岸  保全  クジラ類  鳥類  分布  富栄養化  草原  農地 

 

ア    空間 イ    媒介 ウ    分布 エ   高山地帯 オ    は虫類 

カ    農地 キ   富栄養化 ク   貧酸素 ケ   ウナギ コ    護岸 

 

 

 

 

1 ア 遺伝子突然変異 イ  置換 ウ  欠失 エ  挿入 オ 鎌状赤血球(貧血)症 カ SNP(一塩基多型) 

2            ワトソン            クリック 

3                  (a) 4             約 64 億塩基対 

3 

4 
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№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１















　ア　 　　　　　　　　イ　 

　ウ　 
   　　　　　　エ　



 

　オ　



　　　　　　　カ　





　　個のデータ の平均値がより，

　　　　　　
     


　　　　

　　　また，分散が



より，

　　　　　　
     


  




　　　      　……答

　　　 
            だから

　　　より，，      により

　　　　　　    　　　　　　　　……答

　　  　より　　だから

　　　点  におけるこの放物線の接線の傾きは，･

　　　よって，求める接線の方程式は，

　　　　　　  　　　　　 　……答

　　　区間において，  　だから

　　　求める面積をとすると，

　　　　　　 


       

　　　　　　 


    

　　　　　　




 



    



　……答



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２
　性質②より

　　


  


  



 



  







  




















　　　　　 



･  


  


･





  


　　……答

　　（注）　


の値は，  


  



なども可

　等式②において，  とおくと，    

　　ここで，      　だから　          　　　　終

　より　  
 


　だから　 





 













  



　　


 であるから　






 


   

 


  


　　……答

　等式②により

　　　　        

　　ここで，より  ，また，等式①より   だから

　　　　 
       

　　　　　　        

　　　　　　   　　　　　　　　　　終

　より　  
  




　　また，と同様にして，等式①から　   　だから　  
   




　　よって，   
 




 



  



　より

　　　　
   


 
 










    





　　　　  

　　三角関数の合成を用いて，

　　　　  



　　　　  






　……

　　ここで，  より　


 







　だから，この範囲で方程式を解くと，

　　　　






 




 




　　　　



  




   


　　……答



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ (総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１
　ア　　　　　　　　　イ　

　ウ　 
   　　　　　　エ　



  

　オ　



　　　　　　　カ　





　　個のデータ の平均値がより，

　　　　　　
     


　　　　

　　　また，分散が



より，

　　　　　　
     


  




　　　      　……答

　　　 
            だから

　　　より，，      により

　　　　　　    　　　　　　　　……答

　　  　から

　　　　　　    　　　　　


 　……答

　　　より，次不等式①を満たす整数は，である。

　　　ここで，   
 とすると，   のグラフは下に凸の放物線であるから，

　　　のすべての値に対して，   となるための条件は

　　　　　　   　かつ　   　　となることである。

　　　   　より　  の条件をみたすの値は任意。

　　　   
 ･　だから　   　の条件より　　　　





　　　よって，求める定数の値の範囲は　　


　……答



№2025-Ⅱ期（３月８日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２










































　△に余弦定理を用いて

　　　　  
  

･ 

  

･･  





　　より　　……答

　円は△の外接円であるから，求める半径をとすると，正弦定理により

　　　　



　　






  　　……答

　四角形は円に内接することから　

　　ここで，とおいて，△に余弦定理を使うと

　　　　      ･･･　が成り立つから

　　　　      ･･･

　　　　  

　　　　    　　　　，

　　であるから　　　……答

　四面体の体積をとする。

　　△の面積は一定であるから，体積が最大になるのは

　　頂点から辺に下した垂線の長さが最大のとき，

　　すなわち，のときである。

　　このとき，から，外接円の中心をとすると，

　　△，△はともに辺の長さが外接円の半径の正三角形を

　　なしている。

　　このとき，頂点から辺に下した垂線の長さが最大値は



であるから，

　　求める四面体の体積の最大値は

　　　　　



  △の面積  




 








･･ ･ 



 ･



 



　　……答
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タ
ダ
ヨ

い

イ
ド

み

シ
ョ
ウ
ガ
イ

キ
セ
キ

シ
ュ
ン
カ
ン

①

漂

い

②

挑

み
徐

③

生

涯
裏

④

軌

跡
不

可

⑤

瞬

間
貢

献

論

々

付

欠

問
一

ツ
ノ

ら
せ

ハ
ッ
キ
ョ
ウ

ツ

み

オ
オ
わ
れ

キ
ョ
ウ
チ

Ｅ

⑥

募

ら
せ
圧

⑦

発

狂
宿

⑧

既
摘

み

⑨

覆

わ
れ
枠

⑩

境

地

削

命

存

減

問
二

エ

問
三

平
凡

武
蔵
が
単
身
、
名
だ
た
る
武
芸
社
に
挑
み
、
勝
利
を
重
ね
た
人
生
に
強
さ
を
感
じ
た
か
ら

問
四

仲
間
と
切
磋
琢
磨
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
い
、
自
身
の
伸
び
し
ろ
を
縮
め
て
し
ま
い
、
現
実
が
理
想
に
追
い
つ
か
ず
、

問
五

プ
ラ
イ
ド
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
、

問
六

中
島
敦

問
七

ア

問
八

エ

プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
か
ら
自
分
の
詩
に
対
す
る
評
価
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

問
九

ま
た
同
好
の
士
と
競
い
な
が
ら
能
力
を
磨
く
こ
と
も
で
き
ず
、
ち
っ
ぽ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
志
。

問
十

イ

テ

れ

シ

め

イ
ク
ブ
ン

イ
シ
キ

ア
タ
タ

か
い

①

照

れ

②

占

め

③

幾

分

④

意

識

⑤

温

か
い

問
一

Ｆ

ソ
ク
ザ

ビ
シ
ョ
ウ

ホ
コ

ら
し

ダ
マ

り

サ
ケ

⑥

即

座

⑦

微

笑

⑧

誇

ら
し

⑨

黙

り

⑩

酒

問
二

エ

問
三

ウ

死
ぬ
日
に
向
か
っ
て
近
付
く
こ
と
を
人
の
一
生
と
と
ら
え
、
同
じ
目
的
地
を
目
指
し
て
進
ん
で
行
く
様
子
を
例
え
た
点
。

問
四

死
ぬ
っ
て
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
み
ん
な
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
と
疑
問
に
思
っ
た
か
ら
。

問
五

問
六

イ大
人
で
あ
る
お
じ
も
、
死
ぬ
の
が
こ
わ
い
と
い
う
こ
と
を
あ
っ
さ
り
認
め
た
か
ら
。

問
八

問
九

ア

ウ



No.2025‐ II期（３月８日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その１

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 1 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

1 [1] 答：E1 = 1
2

mV 2
0 [J] .

[2] 答：E2 = 1
2

k (x2 − ℓ)2 [J] .

[3] 運動エネルギーとばねの弾性エネルギーの合計であるエネルギーは保存することを式として立てると，
1
2

mV 2
0 + 0 = 0 + 1

2
k (x2 − ℓ)2

となるので， x2 − ℓ = ±V0

√
m

k
となる。

状況はばねが縮んでいるので x2 − ℓ < 0である解を選ぶ。 答：x2 = ℓ − V0

√
m

k
[m] .

[4] 物体 Bが動かない状況であれば，物体 Aの運動はばねの左端が固定されていた最初の運動と同じである。すなわ

ち， x2 = ℓ − V0

√
m

k
の場所まで物体 Aが移動する。

一方，物体 Bは µMg [N]以下の力が左方向に作用しても静止摩擦力によって静止したままでいられる。そのため，
ばねの力が最大となる物体 Aが x2 にいるときの力が最大の静止摩擦力を超えなければ物体 Bは動かずに物体 Aが

単振動することになる。 µMg ≧ −k (x2 − ℓ) = V0
√

mk , ⇒ M ≧
√

mk V0

µg
.

実際のM はこの条件の最低値となるので， 答：M =
√

mk

µg
V0 [kg] .

[5] 答：E5 = 1
2

k (z5 − ℓ)2 [J] .

[6] 答：E6 = mgz5 [J] .

[7] ばねによって物体 Bに上向きにMg [N]以上の力が作用すれば物体 Bは浮くことになる。ばねが上向きに一番大き
な力を作用するときは，物体 Aの z 座標が最大になるときである。

その条件を満たす z 座標は， z − ℓ ≧ Mg

k
, ⇒ z ≧ ℓ + Mg

k
である。この最小値を z7 = ℓ + Mg

k
としてやると，

エネルギー保存則より z5 が満たすべき条件が得られる。

mgz5 + 1
2

k (z5 − ℓ)2 ≧ mgz7 + 1
2

k (z7 − ℓ)2
,

⇒ mg (z5 − ℓ) + 1
2

k (z5 − ℓ)2 ≧ mg (z7 − ℓ) + 1
2

k (z7 − ℓ)2 = mMg2

k
+ 1

2
M2g2

k
x = (z5 − ℓ)とおいて xの 2次不等式にすると，

x2 + 2mg

k
x ≧ g2

k2

(
2mM + M2)

, ⇒
(

x + mg

k

)2
≧

(
(m + M) g

k

)2

より，

z5 − ℓ = x ≧ − mg

k
+ (m + M) g

k
, もしくは z5 − ℓ = x ≦ − mg

k
− (m + M) g

k
.

手を離したときはばねが縮んだ状態なので， z5 − ℓ < 0となる後者が該当する z5 の条件となる。

答：z5 ≦ ℓ − (2m + M) g

k
[m] .



No.2025‐ II期（３月８日） 2025年度入学試験問題
物 理 解答用紙その２

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受験

番号
氏名

問題 2 3 の解答は全てこの解答用紙に記入すること

2 [1] ボイル・シャルルの法則より， n1 = 1.0 × 105 × 1.0
8.31 × 300

= 40.11 · · · ≈ 4.0 × 101 [mol] . 答：Q = 4.0 × 10 [mol] .

[2] この過程において，温度は 300 [K]で変わらないので，

P2 = 1.0 × 1.0 × 105 + 3.0 × 2.5 × 105

(1.0 + 3.0)
= 2.125 × 105 ≈ 2.1 × 105 [Pa] . 答：P2 = 2.1 × 105 [Pa] .

3 [1] コンデンサーの電気容量は形状因子の他に誘電率に比例するので， 答：C2 = rC1 [F] .

[2] スイッチ S1 を閉じた直後コンデンサー C1 には電荷が蓄えられていないので，端子間電圧は 0 [V]となり導線と同

じである。 答：I2 = E

2R
[A] .

[3] 定常状態ではコンデンサー C1 に電荷が蓄えられそれ以上電流が流れなくなっている。 答：I3 = 0 [A] .

[4] コンデンサー C1 は端子間電圧が E [V]になっている。 答：Q4 = C1E [C] .

[5] 答：U5 = C1E2

2
[J] .

R1

V

V

R2 R3
Ia

Ib

I6
[6] スイッチ S2 を閉じた直後は，コンデンサー C2 には電荷が蓄えられていないので，

電位差を持たず導線と同じであり，コンデンサー C1 には電位差が E [V]となる電荷
が蓄えられているので，電源 Vと同じ電源があるものとみなせる。すなわち，右図
のような回路と同じになっている。

図のように各導線に流れる電流を Ia, Ib, I6 とすれば，キルヒホッフの法則から
0 = Ia + Ib − I6,

E − E = RIa − RIb,

E = RIb + RI6.

上の 2つの式から I6 = 2Ia = 2Ib となる。最後の式に入れて E = RI6 + 1
2

RI6 から， 答：I6 = 2E

3R
[A] .

[7] コンデンサー C2 も端子間電圧が E [V]になっている。 答：Q7 = rC1E [C] .

[8] スイッチ S1 が開かれたので， 2つのコンデンサーに蓄えられた電荷の総量は変化しない。引き抜いた後は，同じ電

気容量 C1 [C]となるため，電荷は同量になる。 答：Q8 = (1 + r)
2

C1E [C] .



No.2025 — ⅠI期（３月８日） ２０２5年度 入学試験問題 

 

英  語 解答用紙 

 

志望学部 

学  科 

コ ー ス 

学 部 

学 科 

コース 

受験

番号 

 

氏名 

 

 

 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2  

 

問 1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問 2 c 
ｃ ｂ a b c c 

問 3 患者は自分にとってより安全で効果的な薬を受け取る 

問 4 a 問 5 b 

 

 

(1) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(6) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ウ ア エ イ オ エ ア ウ オ イ 

(2) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(7) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ア エ ウ オ イ ウ オ イ ア エ 

(3) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(8) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

オ ア イ ウ エ オ ア エ イ ウ 

(4) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(9) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

イ オ ウ ア エ オ イ ア ウ エ 

(5) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

(10) 
(a) (b) (c) (d) (e) 

ア ウ オ イ エ イ ア オ ウ エ 



No.2025－II 期（3 月 8 日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その１） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

次の文について、下線部の語句が文の内容と合っていれば○を、間違っていれば正しい語句を解答欄に記入せよ。 

 

(1) 細胞膜にあり、特定のイオンだけを通す孔をイオンチャネルという。 (1) ○ 

(2) 動物の皮膚や軟骨などに多量に含まれるタンパク質はコラーゲンである。 (2) ○ 

(3) 抗体は免疫アルギニンというタンパク質でできている。 (3) 免疫グロブリン 

(4) ある地域に生息する同種間で、食物や生活場所をめぐって競い合うことを競争とよぶ。 (4) ○ 

(5) 限界暗期を上回ったときに発芽を形成させる植物を長日植物という。 (5) 短日植物 

(6) 興奮が同じニューロンの細胞膜に沿って順々に伝わることを興奮の伝達という。 (6) 伝導 

(7) 動物の脳で、感覚をつかさどる領域は記憶野である。 (7) 感覚野 

(8) 受精卵が発生を始めたものを胚という。 (8) ○ 

(9) ヒトの体の中で最大の臓器であり、代謝や解毒などの役割を担っているものは腎臓である。 (9) 肝臓 

(10) 標高が高くなり、高木が生育できない限界を森林限度という。 (10) 森林限界 

 

 

次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。 

 植物の芽は光の方向に向かって曲がりながら伸びる。これを正の ア と呼び、植物ホルモンの 1 つであるオーキシンが関わっている。オーキシンは

茎の細胞の イ にある水素イオン（H＋）ポンプを活性化し、細胞外を酸性化することで ウ の主成分である エ の繊維間の結びつきを弱くする

ことで、細胞の伸長を可能にすると考えられている。オーキシンは ア だけでなく、側芽の成長を抑制する オ という現象も引き起こすことが知ら

れており、光環境の変化に合わせた植物の成長において重要な役割を担っている。 

 

(1) 文中の空欄 ア ～ オ に入る適当な語句を解答欄に記せ。 

(2) 次の①～⑤について調べるには、どのような実験を行うのが良いか。下の図のような、幼葉鞘を用いた実験 A～E からもっとも適切な実験を１つずつ

選び、解答欄に記入せよ。 

① 先端部で作られた物質は、細胞の先端側から基部方向に一方向的に移動する。 

② 先端部で作られた物質は、成長を促進する働きがある。      ③ 先端部から下方へ伝わるのは水溶性の物質である。 

④ 先端部で作られた物質は、光の当たらない側を下方に移動する。  ⑤ 光を感知するのは幼葉鞘の先端部である。  

    実験 A         実験 B         実験 C                実験 D        実験 E 

 

 

 

 

 

(3) 実験 A～E の結果、植物の芽はどう変化するか。 Ⅰ. 右へ曲がる  Ⅱ. 左へ曲がる  Ⅲ. 上へ伸びる  Ⅳ. 曲がらないし伸びない 

 

(1) ア   光屈性 イ   細胞膜 ウ   細胞壁 エ  セルロース オ    頂芽優勢 

(2) ① E ② D ③ A ④ C ⑤ B (3) A Ⅱ B Ⅲ C(a) Ⅱ C(b) Ⅲ D Ⅰ E Ⅳ 

1 

2 



No.2025－II 期（3 月 8 日） 2 0 2 5 年 度 入 学 試 験 問 題 

生 物 （その 2） 

志 望 学 部 
学 科 
コ ー ス  

学部 

学科 

コース 

受 験 
番 号 

 

氏名 

 

 

1. 核酸には DNA と RNA の 2 種類がある。次のア～カのうち、DNA だけにあてはまるものには①、RNA だけにあてはまるものには②、DNA と RNA

の両方にあてはまるものには③、どちらにもあてはまらないものには④と答えよ。 

ア ヌクレオチドが多数結合した物質である。 

イ さまざまな性質をもった構成単位からなり、構成単位が結合する数や順序によって性質が異なる。 

ウ 構成するヌクレオチドにはリボースという糖が含まれている。 

エ 核内では通常、2 重らせん構造をとっている。 

オ 塩基として、アデニン・グアニン・シトシン・ウラシルをもつ。 

カ 細胞内で起こる化学反応を促進するが、自身は変化せず、くり返しはたらくことができる。 

2. スイートピーの紫色花・長花粉（遺伝子型 BBLL）のものと、赤色花・丸花粉（遺伝子型 bbll）のものとを交雑したところ、子はすべて紫色花・長

花粉となった。この子を遺伝子型 bbll の個体と交雑すると、生じた子の分離比は、 

 [紫色花・長花粉] ： [紫色花・丸花粉] ： [赤色花・長花粉] ： [赤色花・丸花粉] ＝ 9 ： 1 ： 1 ： 9 

となった。遺伝子 B と L との間の組換え価(％)を求めよ。 

3. 減数分裂において、母細胞の染色体数を 2n で表すとき、娘細胞の染色体数を答えよ。 

 

 

 

次の文章を読んで、空欄に入る最も適当な語句を語群から選び解答欄に記入せよ。 

 干潟は河口に広がる砂泥質の地域で、干潮時には干上がり、満潮時には水没する。このような条件により大型藻類が生育しにくいため、一見すると生

物の活動が乏しい場所に見える。干潟における光合成は、満潮時の海水に含まれる ア や、海底表面に付着する微細藻類が行っている。この際、河川

から流入する イ が利用される。河川からは、断片化した枯れ葉などの ウ も流入するが、光合成には利用できないため、水中を漂うか海底に積も

ることになる。底質に埋まって生息する エ は海水を鰓（えら）の隙間に通すことで、酸素を得ると同時に ウ をこし取って食べる。また、 オ は

干潮時になると巣穴から出てきて、泥をすくって口に運び、口器で ウ をより分けて食べる。さらに海岸植物の落ち葉や、沖から流れ着く藻類の断片

なども干潟の生物のエネルギーとなる。干潟の小動物は、満潮時には カ の、干潮時には キ の餌となる。このように干潟は生物の活動も活発で、

周辺の生態系との関わりも大きい。干潟が ク などによって消失すれば、河川から流入する ウ はそのまま沖合にまで流され、海水の濁りや腐敗の

原因となる。 イ の流入も急激であれば、プランクトンの大増殖につながり、それを利用する動物が足りなければプランクトンの死骸はバクテリアに

分解される過程で海水は ケ 状態になる。このような環境悪化は コ や有明海で起こりやすい。 

 

語群     魚類  脂肪酸  液状化  貧栄養  三陸沖  アマモ  巻貝類  二枚貝類  植物プランクトン  鳥類 

         有機物  東シナ海  ナマコ類  瀬戸内海  カニ類  無機養分  埋立  貧酸素  有機物  クラゲ類  

 

ア  植物プランクトン イ   無機養分 ウ    有機物 エ  二枚貝類 オ   カニ類 

カ     魚類 キ    鳥類 ク    埋立 ケ   貧酸素 コ   瀬戸内海 

 

1 ア   ③ イ   ④ ウ   ② エ   ① オ   ② カ   ④ 

2                  10％ 3                     n 

3 

4 
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№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１



 













　ア　　　　　　　　イ　  

　ウ　　　　　　　　エ　

　オ　　　　　　　　カ　

　　より，より，よりだから，

　　　△の辺の長さは，，，である。

　　　よって，余弦定理から

　　　　　　
  

･･  




 ……答

　　　であるから　　 


 









　　　△の面積をとすると，



･･･




 

　　　また，



  　より　  　から求める内接円の半径は　




 ……答

　　数列  は，初項，公差の等差数列であるから，一般項  は

　　　　　　     ･  

　　　第項が負の項であるとすれば，  より　　　　

　　　よって，初めて負の項が現れるのは，第項である。　　……答

　　　より，数列  は，初項から第項までは正の項であり，第項以降は負の項であるから

　　　和  は第項のとき最大となり，求める最大値は，

　　　　　　  



･･･   ･   　　　……答



№2025-Ⅰ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その２ （工学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２







  






　条件より　   
 だから

　　　　          　は積分定数である。

　また，条件より　   だから　

　よって，求める関数  は　   
  　……答

　   
 　より　   だから

　点  におけるの接線の方程式は

　　　　   　　すなわち，　 　……答

　  
 ，    

 から

　点    におけるの接線の方程式は

　　　　
   

    　　すなわち　　 
    　……答

　で求めた接線を  とする。接線  が点  を通るとき

　　　　 
  ･  　　　　    　……①

　からへ異なる本の接線が引けるための条件は，

　①が異なるつの実数解をもつことと同値である。

　ここで，  
   とおくと　   

    

　  の増減は下表のようになり，  のグラフは右の通りである。

　　　

 ……  ……  ……

       

       



　よって，方程式①が異なるつの実数解をもつための条件，すなわち，本の接線が引けるための条件は

　　　　 　……答

　で求めた接線  が点  を通るとき

　　　　
  ･  　　　　    　……②

　ここで，  
    とおくと　   

   　だから

　方程式②が異なるつの実数解をもつための条件は，

　関数  が極大値と極小値をもち，かつ極大値と極小値が異符号になることである。

　すなわち，　かつ　    

　よって，　　かつ　 
    　から

　　　　　　　かつ　  
  　　　　　　　    　……答



№2025-Ⅲ期（３月２０日） 2025 年度入学試験問題

数 学 解 答 用 紙・その１ (総合情報学部受験者用）

志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題１の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

１



 


















 



③ ③

④



　ア　　　　　　　　イ　  

　ウ　　　　　　　　エ　

　オ　　　　　　　　カ　

　　より，より，よりだから，

　　　△の辺の長さは，，，である。

　　　よって，余弦定理から

　　　　　　
  

･･  




 ……答

　　　であるから　　 


 









　　　△の面積をとすると，



･･･




 

　　　また，



  　より　  　から求める内接円の半径は　



 ……答

　　次方程式  が実数解をもつための条件は，判別式を  とすると  である。

　　　  


  ･       　より

　　　  から　     　　　    　　　









　　　であるから　　


，



　……答

　　　で求めた①が実数解をもつの範囲を③とする。

　　　次方程式    が実数解をもつための条件は，

　　　判別式を  とすると  より　　

　　　であるから　　　　　これを④とする。

　　　求める値の範囲は，③，④の一方のみが示す範囲であるから　


，



　……答
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志望学部

学 科

コ ー ス

学 部

学 科

コース

受 験
番 号

氏 名

問題２の解答はすべてこの解答用紙に記入すること

２

 

 

 

 

 

    

 

  のとき    のとき   のとき  のとき

                       

                          



 


     



　 のとき，   
    

    　であるから 

　　   における 次関数    の最大値は　　     のとき    …… 答 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　最小値は　　    のとき    …… 答 

　   
      

        　　であるから，

　　求める頂点の座標は　    
    　　…… 答 

　 ⅰ 　  　すなわち　  のとき　       　…… 答 

　　 ⅱ 　  　すなわち　 のとき　      　　　　 …… 答 

　   における 次関数    の最小値  については，

　　 ⅰ 　  　すなわち　　　  のとき　　　     

　　 ⅱ 　   　すなわち　   のとき　        

　　 ⅲ 　  　すなわち　　　 のとき　　　      

　ここで，    における 次関数    の最大値  と最小値  についてまとめると次の表のようになる。

　よって，   より

　 Ⅰ 　  のとき，        　　　



　   の条件より不適。

　 Ⅱ 　   のとき，      
   

　　　　　整理して　     　　　
  


　　　   の条件より　

  




　 Ⅲ 　   のとき，     
  

　　　　　整理して　   　　　  　　　    の条件よりいずれも不適。

　 Ⅳ 　 のとき，        　　　



　　 の条件をみたす。

　以上より，求める  の値は，　 
   


，


　　…… 答 
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